















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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ＴＲＰＧの世界へ旅立とう！






『アリアンロッドＲＰＧ』という名の本がある。

　表紙には剣を構えている少年や神官らしき少女などが描かれ、ファンタジーを題だい材ざいにしたゲームの攻こう略りやく本ぼんのようにも見える。

　それはある意味では正しく、そして間ま違ちがいでもある。

　この『アリアンロッドＲＰＧ』はゲームの本ではあるが、ゲーム機やコンピューターで遊ぶＲＰＧを解説した本ではないからだ。

　ＴＲＰＧ──テーブルトーク・ロールプレイング・ゲームを遊ぶために読み、そして使うための本なのである。




　はじめまして。

　この本の著ちよ者しやで久保田悠羅くぼた・ゆうらと申します。

　まずはじめにあなたが今手にしている、この本について解かい説せつさせていただきます。

　とはいっても、そんなに難しいものではありません。いくつかの言葉、そしてこの本の趣しゆ旨しや意味を簡単に説明するだけですので、しばらくの間だけお付き合いくださいませ。

〝ＴＲＰＧ〟という言葉をご存じでしょうか？

　冒ぼう頭とうにも書いたとおり、ＴＲＰＧとはテーブルトーク・ロールプレイング・ゲームというゲームの一ジャンルの略りやく称しようです。

　ＴＲＰＧは知らないけど、ＲＰＧなら知っているという方もいるかもしれませんね。『ファイナルファンタジー』や『ドラゴンクエスト』といったゲーム機などで遊ぶゲームのジャンルのひとつで、登場キャラクターを操って、物語を楽しんだり、キャラクターを成長させたりするタイプのゲームです。最さい近きんでは『ラグナロク・オンライン』などのように、インターネットを用いて、大おお勢ぜいの人と遊ぶＭＭＯ・ＲＰＧなども登場しています。

　これらのゲームと同じように、ＴＲＰＧもキャラクターを創つくって、架か空くうの世界の中で遊びます。ただし、大きな違いがいくつかあります。それはゲーム機やコンピューターなどを必要としないこと。そして、参加者たちが集まって遊ぶことです。

　この集まった人のうち、ひとりがＧＭ（ゲームマスター）となります。ＧＭはコンピューターゲームでいえば、ゲーム機、そしてゲームソフトの役目です。

　他の参加者はプレイヤーとなり、それぞれＰＣ（プレイヤーキャラクター）をひとりずつ創ります。このＰＣが物語の主人公たちです。コンピューターゲームでいえば、プレイヤーが操作するゲームのキャラクターとなります。そして、ＧＭが〝シナリオ〟と呼ばれる物語や冒険を用意し、プレイヤーは架空の人物であるＰＣとなり、その冒険を楽しみます。

　しかし、この説明だけでは、ＴＲＰＧがどんな遊びなのかまだ分からないかもしれません。そこで実際にゲームを遊んだ様子を読み物の形にすることで、ＴＲＰＧの遊び方や雰ふん囲い気きを伝えるための本が生まれました。それが〝リプレイ〟です。

　本書もそのリプレイの中の一冊で、『アリアンロッドＲＰＧ』というファンタジーを題だい材ざいとしたＴＲＰＧを遊んでいる様子を描いたものとなっています。

　もちろんＴＲＰＧや『アリアンロッドＲＰＧ』についてご存じのない方でも小説のような感覚で本書は読めるようになっていますし、その雰囲気や面白さなどはなるべく伝わるように書かれていますのでご安心ください。

　なお、『アリアンロッドＲＰＧ』は、このリプレイの監かん修しゆうを務めている菊池たけしがデザインしたＴＲＰＧで、本書と同じように富士見ドラゴンブックから発売されています。本書を読み終えて、ＴＲＰＧに、そして『アリアンロッドＲＰＧ』に興味を持ったならば、ぜひ『アリアンロッドＲＰＧ』を遊んでいただければと思います。




　それでは、いよいよ本編へと参りましょう。

　ページをめくれば、そこはもうＴＲＰＧの世界です。

















雪の降る夜Ⅰ　～プロローグ～






　窓まどの外では雪が降ふっていた。

　とうに日は落ちて、暗くなった空から舞まい落ちる雪が部屋の灯あかりに照らされている。




「ゆき、つもるかな～」




　暖だん炉ろの中でゆらめく暖かな炎ほのおに照らされながら、少女がもうひとりの女じよ性せいに問いかける。




「そうね。積もるといいわね」




　季節はまだ初冬。雪が降るにはちょっと早い。

　明日の朝ならば、小さい雪だるまくらいは作れるかもしれないが、二、三日もしないうちに積もった雪はすべて解とけてしまうだろう。それでも女性は、少女を落らく胆たんさせたくないのか、話を合わせるように返事をする。そして、夜空から舞い散る雪を見て思い出したのか、少女と一緒にしばらく窓の外をぼんやりと眺めていた女性は、棚たなから小さな宝ほう石せき箱ばこを取り出した。

「そうだ。あなたにこれをあげましょう」




　宝石箱の中にはペンダントが綺き麗れいに収おさまっている。




「これは？」

「お守り……かな？　あなたを守ってくれて、そして願いも叶かなえてくれるお守り……」

「ほんと？　このペンダントがあれば、あたしもまほうつかいになれるかな？」

「魔ま法ほう使つかいになりたいの？」

「うんっ！　ものすごくりっぱなまほうつかいになりたいの」

「大だい丈じよう夫ぶ。きっと立りつ派ぱな魔法使いになれるわよ」




　女性は笑顔で頷うなずくと、喜ぶ少女にペンダントをかけてあげる。




「うんっ！　あたし、ぜったいにまほうつかいになるっ！」




　そう告げる少女の強い想いを表わすかのように、彼女の胸むねで緑色の貴き石せきが填はめ込まれているペンダントが嬉うれしそうに揺ゆれていた……。








プリプレイ









◆プリプレイ　01◆新リプレイ、すた～と！




　二〇〇六年某月某日。ファーイースト・アミューズメント・リサーチ（Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．）の会議室の中、五人の男女が勢揃いしていた。もちろん『アリアンロッド』の新しいリプレイ用のセッションのためである。

　今回のリプレイのテーマは〝ハートフル〟。

　心温まるＰＣ同士やＮＰＣとの交流、派手な悲劇ではないがどことなく切ないストーリー、甘い青春の想い出……そんな雰囲気が出せればと考えていた。そのためには、プレイヤー同士の親交はある程度深い方がいいし、また初めて出会うような初々しさも欲しい。

　そんな矛盾めいた論題を抱えながら、会社の他の人間に相談しながら、〝ハートフル〟に相応ふさわしいプレイヤーをひとりひとり選定していく。

　その結果、集まっていただいたのが今回のメンバーである。それでは、ひとりずつ紹介していこう。




●小こ島じまめぐみ（以降、小島）

〝こじまめ〟の愛あい称しようを持つ、元げん氣きプロジェクト所しよ属ぞくの女性声優さん。

『ふしぎ星の☆ふたご姫ひめ』のファイン、『マーメイドメロディーぴちぴちピッチ』の蘭ラン花フア、『ＮＡＮＡ』の川村幸子などを演えんじている。現げん在ざいは〝清せい純じゆん派は〟を目指しているとのこと。元気いっぱいの言動は、まさにハートフルにぴったりのプレイヤーといえるだろう。

〝次世代型ドジっ娘こ☆アイドル〟というキャッチコピーで知られているが、本リプレイ収録の時もその本ほん領りようを発はつ揮き。詳しよう細さいは後ほど。




●小暮英麻こぐれ・えま（以降、小暮）

〝英麻さま〟と呼ばれる、マウスプロモーション所属の女性声優さん。

『マーメイドメロディーぴちぴちピッチ』のかれん、『砂沙美☆魔法少女クラブ』の魎りよう皇おう鬼き、ゲーム版『ギャラクシーエンジェル』のアルモなどを演じている。

『ナイトウィザード』（エンターブレイン刊）のリプレイシリーズにプレイヤーとして参加していたり、Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．がお送りしているウェブラジオ『ふぃあ通』のパーソナリティーも担たん当とうしているので、お馴な染じみの方も多いのではないだろうか？

　小島さんとも仲がよく、ＲＰＧのリプレイへの出演も多いベテランプレイヤーである。




●大畑顕おおはた・あきら（以降、Ｏはた）

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．社員。主にＴＲＰＧのデータ作成を担当している。

『ダブルクロス・リプレイ・オリジン』の主役である高崎隼人はやと、『無印』シリーズ（『銀の輪の封印』から始まった『アリアンロッド』のリプレイシリーズ）のベネットなどでリプレイに参加している。三下ＰＣを得意とし、みずから危き機きに陥おちいろうとしたり、人の風下に常つねに立とうとする負けロールプレイには定てい評ひよう？　がある。

　今回のリプレイでは、最近になって三下属性が発見された小島さんとの三下合戦が予想されているが……。




●菊きく池ちたけし（以降、きくたけ）

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の副社長。通称〝きくたけ〟。

『アリアンロッド』『セブン＝フォートレス』などのゲームデザイナーである。『アリアンロッド』シリーズでは『無印』『ルージュ』の二シリーズのリプレイの著ちよ者しやであり、尻しりで水道管を壊こわすというちょっぴりお茶目なところがある人物。

　数々のリプレイシリーズを世に送り出し、大ヒットさせてきた彼が、今回は自分自身がデザインしたゲームのプレイヤーとして参加する。乞こう、ご期待っ！




　そしてこのような濃こいメンバーをプレイヤーに迎むかえてＧＭを務つとめるのが、このリプレイの著者である久保田悠羅くぼた・ゆうら。以後、よろしくお願いいたします。




●久保田悠羅（以下、ゆーら）

　Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の社員で、ＴＲＰＧのデザインや進行の管理、某ぼう社しやから出しゆつ版ぱんされている蘊うん蓄ちく本などの執しつ筆ぴつを行なっている。

　菊池たけしとは『初代セブン＝フォートレス』にスタッフとして参加して以来、十年以上の付き合い。現在でも『アリアンロッド』のシステムやワールドのデザインなどで菊池を手伝っており、『無印』リプレイにフェルシアとしてプレイヤーで参加。また『ゲーマーズ・フィールド』誌しでも『アリアンロッド』のコーナーを連れん載さいしている。




　以上のメンバーでお送りする『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』であるが、仕し掛かけはそれだけではない。

　既き存ぞんのリプレイシリーズは『アリアンロッド』の背はい景けい世界のエリンディルを旅する冒ぼう険けん者しやがＰＣとして活かつ躍やくするストーリーであったのだが、今回のリプレイでは〝ハートフル〟という名に相応ふさわしく、ちょっぴり趣しゆ向こうを凝こらし、他のリプレイとはちょっと違ちがうことをやってみようと考えているのだ。

ゆーら：それでは、最初に今回予告を発表します。えっと、今回予告って分かります？

小島：次回予告の今回版ですっ！

ゆーら：そっか。『ナイトウィザード（＊）』のリプレイに参加していますもんね。

小島：当然ですっ！

ゆーら：一いち応おう、簡かん単たんに説明するとシナリオの概がい要ようを説明するもので、ＧＭがシナリオのイメージをプレイヤーに伝えるために使用するものです。それでは、今回予告を読み上げます。




〝賢けん者じやの街〟エルクレスト。

　そこにはエリンディル一と謳うたわれる学校、

　かの名高きエルクレスト・カレッジがある。

　ある者は期待に胸を弾はずませ、ある者は不安を隠かくせないまま、その門をくぐる。




　そんな彼らを迎えるのは、同寮りようの先せん輩ぱいと共に受ける試練の迷めい宮きゆうだった。

　そして、そこで待っていたのはひとりの不思議な少女……。




　アリアンロッド・リプレイ・ハートフル

　第一話

『邂かい逅こうの迷宮』




　それは運命の出会い。




ゆーら：とまぁ、こんな感じです。

きくたけ：学校が舞台？

ゆーら：そうです。〝賢者の街〟エルクレストにある学校、エルクレスト・カレッジが舞台となります。『トラベルガイド（＊）』も発売されたので、それに載のっている場所を使おうかと。

Ｏはた：確かエルクレストって、読者の投とう稿こうから採さい用ようした場所ですよね。




エルクレスト・カレッジ

　エリンディルでも有数を誇ほこる全寮制大学。元々は遺い跡せき探たん索さくの人材を育てるための場であったが、現在では遺跡探索の技ぎ術じゆつ、一いつ般ぱん的な学問、錬金術、魔ま法ほうなど幅はば広く教えている。特にメイジの使用する精せい霊れい魔術はエリンディルでも有数のレベルの高さを誇っている。

[image: ]




ゆーら：で、この街を投とう稿こうしてくれた栃木県のヴィクセンさんから、リプレイのキャラクターにぜひ街に来て欲ほしいという手紙が来たので、いっそのこと舞台にしようと思いまして。

小暮：『アリアンロッド』って、たしかファンタジーですよね。

ゆーら：はい。ですから、ファンタジー学園物です。

小島：ふぁんたじー学園物？　よく分からないんですけど……。

小暮：（思いついたように）ほら、めぐみちゃんが今『ふたご姫』でやってるじゃない？

きくたけ：そうそう、あんな感じ。




　小島さんが声優として出演している『ふしぎ星の☆ふたご姫Ｇｙｕ！』は、学園を舞ぶ台たいとしたアニメなのである。




ゆーら：他にも小説やアニメとかでも、最近はファンタジーなんだけど舞台が学校という作品がたくさんありますし。

Ｏはた：『ハリー・ポッター』とか？　あっ、でもあれの時代は現代か。

ゆーら：まぁ、舞台となっているホグワーツ魔法魔術学校がある場所は、ファンタジーみたいな感じだから概おおむね間ま違ちがっていないです。

小島：つまり、プレイヤーは全員、その学校の学生ということなんですね。

ゆーら：そーゆーことです。で、きくたけさんと小暮さんが先輩。そして、小島さんとＯはたが新入生ということでどうでしょうか？

一同：分かりました～。

きくたけ：つまり、今回予告を簡単にまとめると、新入生のふたりが学校に入って、先輩からいじめられて、お前なんかダンジョンに落ちてしまえっ！　と、言われる話だな。

小島：（嬉うれしそうに）なんか、いじめの香かおりがしますねっ！

ゆーら：なんで、そんなに嬉しそうなんですか。それにそんな話じゃありません（笑）。

小暮：じゃあ、さっそくいじめちゃおーっと（笑）。実は、小島ちゃんは……。

小島：あっ！　それは内ない緒しよですっ！

きくたけ：え？　なになに？

小暮：じゃーん！　別のゲームのルールブックを持ってきているのです。

小島：そんなこと言ったって、だって間違えちゃったんですよー。だから、ばれないようにずっと隠しておいたのに……（笑）。




　おずおずと鞄かばんから取り出したルールブックは、なんと『ナイトウィザード』？




小暮：今日は別のゲームだって、言っておいたじゃない（笑）。

きくたけ：おっ、さすが後輩思いの小暮英麻。

小暮：それでも間違えるところはさすがドジっ娘（笑）。

小島：（慌あわてたように）でもでもでも〝ふぁんぶる〟と〝くりてぃかる〟とかのやり方は、この本に書いてありますから大だい丈じよう夫ぶですっ！




　辺りを支し配はいする一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。




小島：ち、違うんですかっ？

きくたけ：違う、違う。それ、別のゲームだから今回のゲームとルール違うんで（笑）。

小島：す、すみません……。

ゆーら：そんなに気にしなくても大丈夫ですよ。ちゃんと私がサポートしますし、きくたけさんやＯはたもいますから。

小島：は、はい……。

ゆーら：それに、リプレイの場合はいろいろと質しつ問もんしてくれる人がいた方が解かい説せつも一緒に書けるので楽だったりするのです。ね、きくたけさん？

きくたけ：…………。

ゆーら：どうかしました？

きくたけ：ゆーらさん、……俺プレイヤーの方が緊きん張ちようする（一同笑）。

ゆーら：うぐっ？　あんたが緊張してどうするんですかっ！

きくたけ：いや、ほら、あんまり『アリアンロッド』のプレイヤーしたことないから（笑）。

ゆーら：なんだか不安が急速に増してきたのですが（笑）。




　そんなこんなでキャラクターの作成に入る一同。




小島：戦士か魔ま法ほう使つかいにしようかと思っているんですけど、どっちがいいと思います？

ゆーら：どちらでもいいですよ。好みで決めていただければ。

小暮：（耳元で囁ささやくような声で）ヒロインの場合、どっちがいいか考えるのよ（笑）。

小島：そ、それは考えますね。この今の一瞬の決けつ断だんで、清せい純じゆん派はか清純派じゃないかが決まりますねー。あー、悩なやむっ、悩むっ！（一同笑）

きくたけ：清純派？

小島：清純派です！　今回のリプレイでは清純派を目指していますっ！

ゆーら：戦士でも魔法使いでもいけると思いますよ。

Ｏはた：戦士だったら運動部系清純派で、魔法使いだったら文化部系清純派とか？

きくたけ：剣けんで殴なぐるのが戦士で、ビームを撃うつのが魔法使いです。




　この世界の魔法使いはビームを撃つんですか？　デザイナーのきくたけさん。




小島：剣とビームですか……。んー、戦士はけっこうワイルド系けいですよね。魔法使いはむにゅむにゅむにゅぽわーんという感じですよね。

ゆーら：むにゅむにゅむにゅぽわーんがどのようなものかは分かりませんが、魔法を表わしているならばそうです。

小島：（ニヤリと笑いながら、ドスの利きいた声で）……魔法使いで。

小暮：ほら、清純派、清純派（笑）。

小島：（かわいらしい声で）魔法使いやりますっ！

きくたけ：今回も無理だな。清純派（笑）。




　なお、今回のプレイのＰＣは冒ぼう険けん者しやではないので、街まち中なか（除く学校）では種別が格かく闘とう、短たん剣けん、鞭むち以外の武器は特に理由がない限り持ち歩けないというレギュレーションをプレイヤーに伝えてある。これはルールで規き定ていされていることではないが、冒険者以外のＰＣという点を強きよう調ちようしたかったということ、シナリオのネタにできるということがその理由である。

　こうして、概ねキャラクターシートのデータが埋うまったのち、そのキャラクターを誕たん生じようさせるための最後の仕上げへと入る。

　それは、ただのデータの集合にしか過すぎないＰＣに命を吹ふき込むという、ある種儀ぎ式しきめいた行こう為いといえるだろう。

　名前、そしてライフパスの決定……。

　そして、この神しん聖せいなる儀式に必死に取り組むひとりの女じよ性せいの姿すがたがあった。




　その名は小島めぐみ。




ゆーら：す、すごい。

Ｏはた：キャラクターシートの空いているスペースが名前で埋まっていますよ。




　Ｏはたの言うとおりであった。

　キャラクターシートの隙すき間まで乱らん舞ぶする文字たち。

　パトリシア、ヘレン、イリノア、メイリス、ミリア、シルフィ、イリア、パム、ロリィ、アリッシュ、ブランシュ、ミルフィー……。

　それらが表わしているものは、すべて名前、名前、名前……。




小島：なんか、こー、降おりてきそうなんですけど、いい名前が思いつかないんですよ。

きくたけ：降りてくるんですか……。

小島：降りてくるんです（笑）。

ゆーら：でも、なんかゲーム始めたばっかりって感じで、初うい々ういしくていい感じです。

Ｏはた：そういえば、オレも昔はＰＣの名前で悩んでいたような気がしますよ。




　一所懸けん命めいに名前を考えている小島さんを微笑ほほえましくみている一同だったが……。




小島：……く、け、こ、さ、し、し、し、シル○スター・スタ○ーン！

一同：なんで、そこでそうなるんだっ！（爆ばく笑しよう）

きくたけ：ほんわかとした空気が一気に台無しにっ！

小暮：清純派、清純派（笑）。

小島：そ、そうですよ。清純派な名前にしないとっ！

Ｏはた：じゃあ、セイ・ジュンハっていうのは？

きくたけ：（拳けん銃じゆうで撃つ真ま似ね）ズキューンッ！

Ｏはた：うげぇーっ！（倒たおれる真似）バタン（一同笑）。

ゆーら：はい、とりあえず倒れた人はおいといて、いい名前を考えましょう（笑）。

小島：はーい♪





（＊）ナイトウィザード　菊池たけしデザインの現代ファンタジーＴＲＰＧ。エンターブレイン社より発売されている。

（＊）トラベルガイド　『アリアンロッド』の舞台〝エリンディル〟のワールドガイド。富士見書房より発売中。









◆プリプレイ　02◆自己紹介、他人がすると他己紹介？




　こうして新たに誕生したエルクレスト・カレッジの学生たち（ふたりは入学予定）。

　なお、今回のリプレイでは、サプリメント『リインフォース』（ゲーム・フィールド刊かん）に掲けい載さいされているライフパスを使用している。基き本ほんルールブックに載のっているライフパスよりも強力なものが多いが、内ない容ようは個こ性せい的でキャラクターの幅はばがさらに広がるからだ。

　もっとも、キャラクターが音おん痴ちになったり、天然になったりすることもあるので、使用には注意が必要である（笑）。




ゆーら（以降、ＧＭ）：それでは順番に自じ己こ紹しよう介かいをしていただきましょう。




●ファムリシア　～小島めぐみ～

小島：（ものすごくかわいらしい声で）名前はファムリシア、通つう称しようファムです。ファムって呼よんでください、まる。

ＧＭ：ま、まる？

小島（以降、ファム）：今日は一大決心をしてまいりました、まる。

きくたけ：どんな？

ファム：三下ではなく、清純派を目指して、おとなしくしゃべりたいと思います、まる。

小暮：（きっぱり）ムリです。

ＧＭ：そのしゃべり方、疲つかれませんか？

ファム：疲れます、まる（一同笑）。

ＧＭ：たぶん、書く方も大変なことになるので〝まる〟は止やめにしません？

ファム：（あっさりと）分かりましたっ！

きくたけ：はやっ！（一同笑）

ファム：ええと、クラスはメイジ／メイジで十五歳さいの美少女で、種族はヒューリン（普通の人間）です。［出自］が［独どく特とくなクセ］となったので、美少女らしく触しよつ角かくのように伸のびている髪かみの毛をいじるということにしたいと思いますっ！

ＧＭ：なるほど、アホ毛ですか。

ファム：（即そく座ざに）アホ毛ですっ！

ＧＭ：美少女ならばアホ毛は当然ですね。

ファム：当然ですっ！　あと［境きよう遇ぐう］で［黄よ泉みがえり］が出たので、どうやら一度死んでいるらしいです！　しかも［運命］が［自分との戦い］なので、将しよう来らいは邪じや神しんの手先になってしまうようですっ！

ＧＭ：なんか、いかにも主人公な感じのライフパスですねぇ。

ファム：なんかすごい暗黒な感じがします。でも、一いち応おう、スーパーヒロインを目指しているので、最後は自分に勝ちたいと思いますっ！

ＧＭ：それだったら、謎なぞめいたアイテムを持っているというのはどうでしょう？

ファム：謎めいた物ですか？

ＧＭ：そうです。『ルージュ』の方ではノエルというキャラクターが、薔ば薇らの模も様ようが刻きざまれている小箱を両親からもらったりとかしてるんですよ。

ファム：なるほどなるほど。どんなのがいいですかね？

小暮：ペンダントとかは？　肌はだ身み離はなさず身につけているとかって、ヒロインっぽくない？

ＧＭ：確たしかにヒロインっぽいかもしれませんね。

ファム：うん、それいいですっ！　じゃあ、あたしは〈風〉の魔法を使うので、エメラルドのような石が塡め込まれているペンダントにしたいと思います。

ＧＭ：（なんか伏ふく線せんに使えるかも……）分かりました。それだったら、ただのエメラルドじゃなくてちょっと曇くもっている感じ……濃こい緑色の石にしませんか？［運命］が邪神に関係ありそうなので、それを暗あん示じしているような雰ふん囲い気きでどうでしょう。

ファム：はいっ！　あと、清純派らしく、ちょっとおっとりしゃべるような感じでいければと思っていますっ！

ＧＭ：ですぅ～、とかしゃべる感じ？

きくたけ：ゆーらさんの好きなタイプだな（笑）。

ＧＭ：どーゆー意味ですか、それは？

きくたけ：ん？　……そのままの意味だが？（ニヤリ）

ＧＭ：その件に関しては、あとでみっちりと話し合いましょう。他にはなにかありますか？

ファム：いえ、そんなところでっ！
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●ヴァリアス・ヴァンガード　～大畑顕～

ＧＭ：では、次はＯはた。

Ｏはた：名前はヴァリアス・ヴァンガード。ウォーリア／レンジャーのヒューリンの少年です。年ねん齢れいはファムと同じ十五歳ということで。

ＧＭ：レンジャーってことは弓とか使うの？

Ｏはた（以降、ヴァリアス）：いえ、武ぶ器きは槍やりです。

ＧＭ：や、槍？　レンジャーなのに？

ファム：それって珍しいんですか？

ＧＭ：サポートクラスにレンジャーを取った場合、普通は弓を使います。しかし、なんでまた槍を使うのにレンジャーを取ったの？

ヴァリアス：《イーグルアイ》を使ってみたかったんですよ。

《イーグルアイ》とは『上級ルールブック』（ゲーム・フィールド刊）でレンジャーに追加された、白兵攻こう撃げき用のスキルで命中判はん定ていの達たつ成せい値ちが上じよう昇しようするというものだ。射しや撃げき武器を主に使うレンジャーのスキルの中では、非ひ常じように珍めずらしいといえるだろう。




ＧＭ：確かに槍系の武器は、重量が軽い割わりには攻撃力が高いからね。さらに《スピアマスタリー》（＊）を取れば、命中修正のきびしさは、かなりフォローできるか……。

ヴァリアス：シナリオに登場する敵の種族によっては《スレイヤー》（＊）で攻撃力も上がりますよ。ただし、問題は射撃攻撃できる槍が６レベルにならないと使えないので、《ブルズアイ》（＊）が微び妙みようなことですかね（笑）。

きくたけ：６レベルかよっ！（一同笑）しかし、まぁ、大おお仰ぎような名前だな。いったいどこの騎き士しの家系なんだ？

ヴァリアス：いえいえ、大げさな名前には意味がありまして、このヴァンガードとはとある竜りゆうの名前なんですよ。

ＧＭ：ほぉー。

ヴァリアス：［出自］で［竜の血脈］が出たので、この竜の血を引いているということにしたいと思います。なんと、〈光〉のブレスを使うことができます。

ＧＭ：邪神の手先の次は竜か。さすが『リインフォース』のライフパス（笑）。

ファム：人間じゃないんですね。

ヴァリアス：人間じゃありません。いや外見は人間ですが。

ＧＭ：竜の血を引いているだけで人間だっつーの（笑）。

ヴァリアス：人間だけど人間。違う、人間ではないけど人間らしいです。そんなアイデンティティーに悩なやんでいます。

ＧＭ：なんかよく分からなくなっているのですが（笑）。

ヴァリアス：そして、自分の血の謎を求めて学校に来ました。これが［出自］の［謎を求めて］ということで。

ＧＭ：謎を調べるためにエルクレスト・カレッジに入ったということですね。

ヴァリアス：でも［運命］は［生しよう涯がいの伴はん侶りよ］なので、謎はどうでもいいようです（笑）。

ＧＭ：うぎゅっ!?　なぁ、Ｏはた……。ライフパスまでお前の性せい格かくを反はん映えいしなくてもいいんじゃないか？　でも［生涯の伴侶］はネタとして使えそうだから、まぁいいか。

ヴァリアス：では、そういうことで。それと身体からだの一部に鱗うろこが生えているという短所なんですが、鱗じゃなくて片かた方ほうの眼めだけ竜りゆう眼がんということにしていいでしょうか？

ＧＭ：金銀妖瞳ヘテロクロミアみたいな感じか。いいんじゃない？　竜の特とく徴ちようが見えている方がイラスト的にも栄はえるから。

ヴァリアス：あとは、困っている人は見み過すごせない熱ねつ血けつ漢かんという感じでいきます。
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●カミュラ　～小暮英麻～

ＧＭ：次は小暮さんです。

小暮：（甘あまえるような幼おさない声で）名前はカミュラでぇ、見た目が……。

きくたけ：蛇へびみたいです。

小暮（以降、カミュラ）：そんなことないよぉ。名前はカミュラでぇ、見た目はぁ、幼くて天使みたいです。

きくたけ：見た目だけな。

ＧＭ：きくたけさん、いちいち突つっ込こまないでくださいよ。

きくたけ：いや、こう、つい突っ込みを入れたくなって、な（笑）。

ＧＭ：そんなところでいらぬ突っ込み入れていると、セッション中にきくたけさんのキャラがカミュラにいじめられてもしりませんよ（笑）。

きくたけ：いやいや。今回はファムとヴァリアスを導く役なんで、大人のキャラとしてふるまいますよ（笑）。

ファム：大人のキャラ！　カッコイイですね、きくたけさんっ!!

ＧＭ：あの[image: ][image: ]、小暮さんには上級生のキャラクターをお願いしたいのですが……。

カミュラ：（普ふ通つうの声で）いえ、見た目は幼いんですけど、十七歳さいと言い張はっています。

ＧＭ：とすると、種族はフィルボル（背せの低い子こ供どもに似にた種族）ですか？

カミュラ：エルダナーンにしました。

ヴァリアス：えっ！　エルダナーンって、いわゆるエルフですよ？　ヒトよりも背が高くて、ちょっと耳がとがっている、あのエルフですよ？

カミュラ：いえいえ、だから幼く見えるだけなんですよ。十二歳くらいに見えます。

きくたけ：ちっちゃいエルダナーン!?　それは新機き軸じくだっ！

ＧＭ：とすると、年齢は本当だか嘘うそだか分からないのかなぁ。

カミュラ：はい、自じ称しよう十七歳です。クラスはアコライト／サモナーで、生徒会長みたいなことをやっています。

ＧＭ：生徒会長ですか……。そうですね、先にシナリオの内ない容ようを言ってしまうと、ＰＣは全員同じ寮りよう──ハウスという言い方をするんですが──に入ることになるんです。

きくたけ：なるほど。その方が話がやりやすいからな。

ＧＭ：はい。で、学校には寮が全部で六つあって……。

ファム：六個もあるんですかっ!?

ＧＭ：『ハリー・ポッター』みたいに寮と寮で競い合うイベントとか、主人公たちの寮とライバル関係にある寮とかがあると楽しいじゃないですか。

きくたけ：それは確たしかにそうだ。

ＧＭ：一いち応おう、すべての寮の名前を決めてありますが……聞きます？

きくたけ：いや、別にいいよ。どうせ憶えないから（笑）。

ＧＭ：……うぐっ、そう言うと思いました（泣）。

きくたけ：うんうん。まぁ、そんなもんだ。

ＧＭ：って、真っ先に否ひ定ていした、きくたけさんが言わないでくださいよっ！

きくたけ：いや、俺おれもそういう経けい験けんあるし（笑）。

ＧＭ：で、話を元に戻しますと、その寮ごとに成せい績せきや生活態たい度どのよい生徒をプリフェクトとして先生が任にん命めいする制せい度どがあるんですよ。

カミュラ：プリフェクト？

ＧＭ：日本語だと監かん督とく生せいと言います。まぁ、寮の代表みたいなもんです。

カミュラ：どんなことをするんですか？

ＧＭ：下級生の面めん倒どうをみたり、その寮を担当している先生が──ハウスマスターとかハウスミストレスとか言うんですが──不ふ在ざいの場合にその代わりとなって下級生を注意したり、来客の相手をしたりする学生のことですね。

ヴァリアス：へぇー、そういうのがあるんですね。

ＧＭ：もちろん、その寮の学生たちから尊そん敬けいされていますし、制服もちょっとだけ他の学生とはデザインが異ことなる特別なものを着ています。

カミュラ：じゃあ、それでいきましょう。［境きよう遇ぐう］が［大きな夢ゆめ］で、［運命］が［名声］なのでちょうどいいかもしれません。

ＧＭ：大きな夢？

カミュラ：（きっぱりと）学校征せい服ふく！

ファム：征服しちゃうんですかっ!?　それはすごいです、英麻さまっ！

きくたけ：征服しようとしているのは小暮さんじゃなくて、キャラクターの方（笑）。

ファム：あっ！　それはすごいです、カミュラさまっ！（笑）

カミュラ：だからぁ、表の顔はむちゃくちゃ天使みたいで優やさしくて、見た目はちっちゃくて幼いからみんな優しくしてくれるんですよ。でも、いつも持ち歩いているものがあります。

ＧＭ：［出自］の［手放せないもの］ですね。

カミュラ：それがネタ帳。いろんな人の弱みが書いてあって、それで寮を牛ぎゆう耳じっています。

きくたけ：脅おどしているのかっ！（一同笑）

カミュラ：でも、みんなから愛されています。

一同：えーっ!?

カミュラ：ファンクラブもあります。

一同：（感心したように）おぉ！

カミュラ：ブロマイドが闇やみ売買されています。

ＧＭ：エリンディルにブロマイドがあるんですか？

きくたけ：〝機械の街〟カナン（＊）だったらありそうだけどね（笑）。

ＧＭ：ところで［手放せないもの］って嗜し好こう品ひんの類たぐいなんですけど……まぁ、いいか。面おも白しろそうだし（笑）。
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●カッツ・バルゲル　～菊池たけし～

ＧＭ：では、最後はきくたけさん、お願いします。

きくたけ：名前はカッツ・バルゲル。種族はヒューリンで、クラスはシーフ／モンク。

ＧＭ：……どっかで聞いたような。

きくたけ（以降、カッツ）：今、欲ほしい武ぶ器きの名前。

ＧＭ：ん、武器の名前？　…………って、『ラグナロク・オンライン』ですかっ！

カッツ：そういうこと。［出自］は［滅ほろんだ民族の血］でウォーリアの《カバーリング》（＊）を取得。仲間を守って、パーティの壁かべ役に徹てつする十八歳の青年という感じで。

ＧＭ：な、なんと、きくたけさんが協力的なキャラクターをっ！

カッツ：の、はずだったんだけど……。

ＧＭ：…………え？　だけど？

カッツ：［運命］で［約束された幸福］が出てしまったので、死に場所を探さがしているキャラクターに大変身（笑）。




　大人キャラはどこにいったんですか？




カッツ：まぁ、ライフパスがこうなってしまったからには仕方ない。

ＧＭ：……たしか［約束された幸福］って、今は不幸だけど生まれ変わって来世は幸せになれるってやつですよね。

カッツ：だから、来世は幸せが保ほ証しようされているので、死に場所を探しているのです。それで他の人を《カバーリング》しています。いつか死ねるかもしれないと（一同笑）。

ＧＭ：また、そんな後ろ向きなキャラを。でも、カッツはなんで来世のことを知っているんですかねぇ。

カッツ：きっと、この学校に来たら悪い生徒会長みたいなのがいて、来世は幸福になれるからって言われて、信じ込んじゃったんですよ。

カミュラ：違ちがいますよ。みんなから愛されていますよ（←その悪い生徒会長みたいなの）。

カッツ：愛されているふりをして、ひどいやつなんですよ（一同笑）。

ヴァリアス：脅されているっ!?

カッツ：いや、脅されているんじゃなくて。優しい言葉をかけられて騙だまされたんですよ。

ファム：ふわぁー、こき使われているんですねぇ。

カッツ：でも、使われている気はないんで、カミュラを守るべく活かつ躍やくしています……………って、それじゃ三下以下だよ！　ええいっ！　カミュラの闇ブロマイドを売りさばいてピンハネしてやるっ！

カミュラ：では、その売り上げを没ぼつ収しゆうします（笑）。

カッツ：うっ！

カミュラ：なにか問題でもありますか？

カッツ：……ありません（一同笑）。

ＧＭ：それで［境遇］は？

カッツ：［売買］なので、きっと滅んだ民族の唯ゆい一いつの生き残りで、誰かに捕つかまっていたんではないかと。

ＧＭ：そして、そこから逃にげ出したと。

ファム：とっても不幸だったんですねぇ。

カッツ：今も不幸だけどなっ！

カミュラ：（諭さとすような優しい声で）大丈夫です。来世は幸せが待っていますから。

カッツ：…………小暮さん、とてもすばらしいキャラクター設せつ定ていです（笑）。
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＊　＊　＊






ＧＭ：さて、これで全員のキャラクターがどんな人物なのかがだいたい分かったところで、次にＰＣ間コネクションを決定します。

ファム：ＰＣ間こねくしょん？

ＧＭ：ＰＣとＰＣがどんな関係にあるか、どんなことを思っているか、というようなデータです。『上級ルール』（ゲーム・フィールド刊）で追加されているルールですが、これを決めておくとＰＣ同士の会話がしやすいんですよ。

カッツ：たとえば［恩おん人じん］とか［腐くされ縁えん］とかがある。

ファム：いじめられるとか、いじめるとかですか？

ＧＭ：お勧めはしませんが、プレイヤー同士が望めばそれもありかと（笑）。

ファム：よし！　ここが見せ場ですねっ！




　なにを見せるつもりなんでしょうか？




ＧＭ：コネクションを結ぶ方向は、このまま座すわっている順でいきましょう。ファムからヴァリアス、ヴァリアスからカッツ、カッツからカミュラ、カミュラからファムという感じで。

カッツ：ちょっと待ったっ！（自分を指さして）から、（小暮さんを指さして）へ？

ＧＭ：なにか問題があります？

カッツ：（小暮さんにニッコリと微笑ほほえまれて）……………いえ、問題ありません（一同笑）。

ＧＭ：それでは問題はないということで、ダイスを振ふってＰＣ間コネクションを決めていきましょう（笑）。まずはファムからヴァリアスへのコネクションです。

ファム：（ダイスに念を込めている）はぁーっ！（大畑に向かって）負けませんよっ！

ヴァリアス：おうっ！

カッツ：おっ、正せい統とう派は三下と清せい純じゆん派は三下の対決（笑）。

ファム：色で分けると、白と黒ですかねっ！

ＧＭ：黒い清純派。

カッツ：それは新しいジャンルだ（笑）。

ファム：（コロコロコロ）13ですっ！




　ちなみにＰＣ間コネクションを決定する［関係表］、ライフパスを決定する［出自表］［境遇表］［運命表］などはすべてＲＯＣ── Roll Or Choice、ダイスを振って決めても選んで決めてもよいという意味──となっている。今回は小島さんが『アリアンロッド』をはじめてプレイするので、ダイスを振って決定してもらっている。




ＧＭ：13は……［同どう志し］ですね。「あなたと彼とは目的を同じくする同志だ」です。まぁ、同級生ですからね。お互い切せつ磋さ琢たく磨ましながらがんばろうという感じかな。

ファム：やりますなっ！

ヴァリアス：お前もなッ！

ＧＭ：と、お互たがいに理り解かいが得られたところで、次はヴァリアスからカッツです。

ヴァリアス：（コロコロコロ）［友人］が出ました。あらかじめ知り合いなのかな？

ＧＭ：それでもいいですし、これから出会って友人となるでもいいですよ。

カッツ：特に設定があるわけじゃないし、出会ってから友人になるでもいいんじゃないかな。

ヴァリアス：じゃ、そうしましょうか。どうやら頼たよれる先せん輩ぱいと熱き友情を結ぶようです。

カッツ：ちゃんと先輩のことを頼ってくれないと《カバーリング》してあげないよ（笑）。

ヴァリアス：げ、げぇー！　先輩に命が握にぎられる予定です（笑）。

ファム：（感心したように）……はぁ[image: ][image: ][image: ]。

ＧＭ：三下でしょ？

ファム：はいっ！　安心しました（笑）。




　なにを？




ＧＭ：次はカッツからカミュラです。

カッツ：（コロコロコロ）……………［庇ひ護ご］。

カミュラ：なんで嫌いやそうな顔するんですか？（一同笑）

ＧＭ：プリフェクトのカミュラを守る立場ということですね。

カッツ：いや、あくまで義ぎ務むで守っているんだよっ！　ほら、生徒会長を守る書記みたいな感じで……。なんていうか、カミュラの特とく殊しゆ工作部隊？

ファム：それはちょっと、かっこいいかもしれませんねっ！

ＧＭ：弱みを握にぎられているんじゃない？　あのネタ帳で。

カッツ：え？　それじゃただの下げ僕ぼくじゃないかよっ！　下僕なんてやったことないよー。

ファム：（嬉うれしそうに）三下、やりますか？

カッツ：もっとムリっ！

ヴァリアス：大だい丈じよう夫ぶ、簡かん単たんですよ？




　三下ふたりに説得されるカッツ。




カッツ：こ、これは座る場所を間違えたかも。このままでは三下以下の下僕になってしまう（一同笑）。

ＧＭ：しかし、こうなってはもはや手て遅おくれ。

カッツ：（悲しそうな顔で）実は……俺もそう思ってるんだよ（一同笑）。

ＧＭ：それでは、最後はカミュラからファム。

カミュラ：（コロコロコロ）［主人］です。

ファム：（嬉しそうに）あたしがご主人さまですかっ！

カミュラ：それは嫌（きっぱり）。

ファム：えーっ！（笑）

カミュラ：（無視して）振り直します。（コロコロコロ）［貸かし］？

ファム：あたしがなにか借りたんですか？　……なんだか、三下の香かおりがしますね（笑）。




　どんな香りですか、それは。




ＧＭ：物とかお金とかじゃなくてもいいですよ。なにか助けてもらったとか。

ファム：んー、なんでしょうねぇー。

ＧＭ：まぁ、今決めなくてもいいですよ。セッションの途と中ちゆうで決めてもいいですし。

カミュラ：じゃ、［貸し］ということで。

ＧＭ：あっ、お互いのことを知っているかどうかだけ決めておいてもらえますか？

ファム＆カミュラ：？

ＧＭ：相手のことを憶おぼえているとか、知らないうちに貸しを作っていたとか、陰かげから援えん助じよしていたとか、そういう設せつ定ていです。それによってふたりが出会った時の演えん出しゆつが変わると思いますので。

ファム：なるほど～。どうしましょう、カミュラさん？

カミュラ：それでは、あたしはファムのことを知っていることにします。

ファム：（即そく座ざに）じゃ、あたしは憶えていないということで。

ＧＭ：では、そういうことでよろしいですか？　それでは、これでＰＣ間コネクションも終しゆう了りよう。いよいよセッションを開始しましょう。〝ハートフル〟な話になることを期待しながら、いざ開かい幕まくですっ！
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（＊）《スピアマスタリー》　ウォーリアのスキル。槍の命中判定のダイスを増やす。

（＊）《スレイヤー》　レンジャーのスキル。特定の種族へのダメージを増やす。

（＊）《ブルズアイ》　レンジャーのスキル。シナリオ中に一回だけダメージを増やす。

（＊）〝機械の街〟カナン　エリンディル中央に位置するパリス同盟に属する国家。錬金術の利用が盛んで、街のあちこちでたくさんの機械が見られ、鉄道網も敷かれている。

（＊）《カバーリング》　ウォーリアのスキル。味方をかばい、代わりに自分がダメージを受ける。










オープニングフェイズ









◆オープニング　01◆出会いは突然に




「……ふわぁー」

　透すけるような青空を貫つらぬくように聳そびえ立つ門を見上げて、ひとりの少女が溜ため息いきとも感かん嘆たんとも取れるような声をあげていた。

　エリンディル一と謳うたわれる学がく舎しやにふさわしく、その門を支ささえる左右の白大理石の柱には、月の女め神がみブリガンティアに仕えている知ち識しきや知ち恵えを司る女神たちが刻きざまれている。

　だが、少女が驚おどろいているのは見み目め麗うるわしい女神たちではなく、またその彫ちよう刻こくの緻ち密みつな出来栄えでもなく、ただ単に門の巨きよ大だいさゆえであった。少なく見積もっても自分の身長の五倍、いや六倍はあるかもしれない。

「……ふわぁー」

　少女は再ふたたび声を漏もらす。その胸むねには緑色の石が填はめ込まれているペンダントが揺ゆれていた。




ＧＭ：それではあらためて、ゲームを始めましょう！

一同：はーい。

ＧＭ：最初のシーンはファムからです。

ファム：（バリボリ、バリボリ）ふぁい？

ヴァリアス：おせんべいを片手にファムが登場（笑）。

ファム：（急いでおせんべいを飲み込みながら）ごめんなさい、ごめんなさい。ちょっとお腹なかがすいちゃったんですっ！（一同笑）

カッツ：いきなりファムがハラペコキャラになってしまった。

ヴァリアス：それはそれで萌もえるかも（笑）。

カミュラ：ほら、今回は清純派でおっとり系けいでしょ？

ファム：そ、そうでした。えっと、語ご尾びはビックリマークじゃなくて、ハートマークが付いている感じでお願いします（一同笑）。

ＧＭ：分かりました（笑）。では、そーゆーイメージとゆーことで。

カッツ：すでに違ちがうような気もするがな。

ファム：その時はその時ですよ♪

ＧＭ：それだったら、とりあえずシーン１の様子を見て考えましょう。

ファム：はーい。

ＧＭ：さて、そんなファムがやってきたのは、エルクレストという学園都市です。

ファム：ここに学校があるわけですね。

ＧＭ：はい。街のほぼ半分が学校なので〝賢けん者じやの街〟とも呼ばれています。そして、ファムは今その学校──エルクレスト・カレッジの正門の前に立っています。

ファム：ふむふむふむ。

ＧＭ：もちろんファムは、この学校に入学するために来ているのですが……なんで学校に入ろうと思ったんでしょう？

ファム：学校に入った理由ですか？

カッツ：確かにそれは重要だな。今回のセッションでのポイントになるし。

ファム：そうですねー。たぶん、すごい魔ま法ほう使つかいになろうと思ったんですよ。

ＧＭ：すごい魔法使い？

ファム：小さい頃から魔法使いに憧あこがれていて、それでこのペンダントをくれた人と約束したんです。すごい魔法使いになるって。

ＧＭ：なるほど。分かりやすくて、いい設定ですね。

ファム：で、ようやくこの学校に来ることができたというのはどうでしょう？

カッツ：エルクレスト・カレッジは精せい霊れい魔ま術じゆつの研究が盛さかんなことで有名だしな。

ＧＭ：そうですね。では、その方向でいきましょう。

カミュラ：入学ということは、やっぱり季節は春なんですか？

ＧＭ：いえ。春ではなくて初秋の九月となります。

ヴァリアス：九月に入学？

ＧＭ：実は日本のように四月に入学式という方が珍めずらしいんですよ。

カッツ：そういえばイギリスとかアメリカとかの学校は、秋に入学だな。

ＧＭ：桜さくらの季節の入学式というのも絵的にきれいなんで好きですけどね。あとはこの本の発売タイミングに合わせたという理由もあります（笑）。

ファム：なるほどぉ～。

ＧＭ：それからこれが重要なのですが、まだ入学は決まったわけではありません。

ファム：えっ？

ＧＭ：これから入学試験を受けることになります。だから、このシナリオのミッションに成功しないといきなり浪ろう人にんということに（笑）。

ファム：ろ、浪人ですかっ！

ヴァリアス：もしかして、オレも？

ＧＭ：もちろんふたりともですよ。がんばって試験を突とつ破ぱしてくださいね。

カッツ：もし入学できなかったら？

ＧＭ：リプレイがハートフルな学園物からハートフルな受験物へと変わるだけです（笑）。

ファム：分かりました！　浪人はイヤなので、がんばりましょうっ！

ヴァリアス：お、おうっ！

ＧＭ：さて、エルクレスト・カレッジの正門まで来たファムですが、そのファムの目の前には二体のゴーレムが立っています。

ファム：いきなり、敵てきですかっ!?（一同笑）




　攻こう撃げきする気満々なヒロイン。




ＧＭ：（慌あわてて）違います、違います、敵ではありません。この学校の門もん衛えい、つまり守衛みたいなものですね。

カミュラ：分かった！　ここでゴーレムにぶつかって、おしゃべりするんだよ。（ちょっと甘あまえるような口調で）「はじめましてぇ、あたしファムって言います」

ファム：分かりましたっ！　えっ？　ゴーレムにぶつかるんですかぁ？　先輩にぶつかるんじゃなくて？（一同笑）

カミュラ：あえて、ゴーレムにぶつかるんですよ。それがちょっと萌もえ（笑）。

ファム：（ちょっとしおらしい感じで）あのー、すいません……。ゴーレム…さん？

ＧＭ：だが、ファムの問いにゴーレムはなにも答えなかった。

ファム：しゃ、しゃべらないじゃないですかっ！（一同爆ばく笑しよう）

ヴァリアス：ここで登場しようか？

ＧＭ：ＯＫです。というか、ファムを助けてあげてください（笑）。

ヴァリアス：了解了解（笑）。じゃあ、ここで登場。ゴーレムに挨拶しているファムに声をかける。おい、そんなところでなにしてるんだ？　なにか困ったことでもあるのか？

ＧＭ：ファムがゴーレムに一所懸けん命めい話しかけていると、後ろから声が……。

ファム：後ろ？　もしかしてあたし危あぶないっ！　……いきなり魔法はまずいですよね？

カミュラ：なんでそこで声をかけてきた人を攻撃するの？（笑）

カッツ：ほら、ヒロイン、ヒロイン。

ファム：あ、そうですね。キラーン、キラキラキラーっという演えん出しゆつで振り返ります。

ヴァリアス：うぉーっ！　その光で眼めが眩くらみます（一同笑）。

ＧＭ：……そんなところで三下ぶりを発はつ揮きしなくていいから。

カミュラ：きっと、これで恋こいが芽生えるんですよ。

ＧＭ：芽生えるかどうかは、このふたり次し第だいですね。

カッツ：三下同士じゃ難むずかしいような気もするが（笑）。

ＧＭ：ただの友達になるか、それともそれ以上になるかはちょっと楽しみかも。とまぁ、そんなふたりの妙みような出会いの中、ここでキーンコーンカーンコーンと鐘かねの音が鳴り響ひびきます。

ヴァリアス：や、やばい。遅ち刻こくだっ！　こっちだ、早く走るぞ！　と言って、ファムの手を引っ張って走る。

ファム：（驚おどろいたように）えっ？　ち、遅刻ですかっ!?　そのままヴァリアスに引っ張ってもらいます（笑）。
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ＧＭ：ちょっといい雰ふん囲い気きかも。

カッツ：（おどろおどろしく）しかし、このふたりの出会いが後に……。

カミュラ：（ナレーション風に）あの惨さん劇げきを生み出すことになろうとは。この時のふたりは気付きもしなかったのである……。

ファム：（ホラー風の震ふるえるような声で）ふわぁぁぁ☆◆〒◎∽÷×▲……。




　お願いですから、表記不ふ可か能のうな声を出さないでください。




ＧＭ：やっぱり惨劇って浪ろう人にん？

ファム：いやです！　浪人はいやですっ！　早く学校の中に入りますっ!!（笑）

ＧＭ：それでは、無事に講こう堂どうに到とう着ちやく。すでに大おお勢ぜいの受験生が並ならんでいます。

ヴァリアス：仕方ない。後ろからこっそりと列に入っていこう。

ファム：こっそり入っていくですか？

ヴァリアス：初日から遅刻はまずいだろ？

ＧＭ：列の前にある壇だん上じようでは、学長のエルヴィラ・アルディリケが受験生歓かん迎げいの挨あい拶さつをしていて、みんなそちらに注目していますので、ふたりはなんとかばれずに列に並べます。




エルヴィラ・アルディリケ

　エルクレス・カレッジの学長でエルダナーンの女じよ性せい。常つねに笑顔を絶たやさない、誰にでも優やさしい先生として親しまれている。不老の一族のため、百八十二歳ではあるがその外見は若わかいままである。現げん役えきの教きよう授じゆであり、丁てい寧ねいな授じゆ業ぎようで人気も高い。
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ＧＭ：「初日から遅刻かぁ？」前に並んでいる受験生が振り返って声をかけてきます。

ファム：どんな人ですか？

ＧＭ：ヒューリンの少年ですね。髪かみも瞳ひとみも茶色で、陽気な三枚目といった感じです。

ヴァリアス：いや、ちょっと道に迷まよってな。

ファム：お願いです！　内ない緒しよにしておいてくださいっ！

ＧＭ：と、その新入生はニヤリと笑って、「じゃあ、貸かしひとつな。俺おれはアルヴィン・ケンドール。初日から遅刻するなんて気に入ったぜっ！」

ヴァリアス：妙に調子のいい奴やつだな。だがそれがいい（笑）。とりあえず名前は名乗っておこう。ヴァリアス・ヴァンガードだ。

ファム：えっと、ファムリシアですっ！

ＧＭ：そんな感じで三人で話していると、アルヴィンの隣となりにいた黒髪の女性も振り向きます。「ボクも仲間に入れてくれない？」

一同：ボクッ娘こだっ！（笑）

カッツ：ゆーらさんの趣しゆ味みだなぁ。

ＧＭ：ほっといてください。その女性はにっこりと微笑ほほえんで名乗ります。「ボクはリース。よろしく」

ヴァリアス＆ファム：よろしくっ！

ＧＭ：と、四人が自じ己こ紹しよう介かいしたところでシーンを終わりましょう。てゆーか、ファムがおっとり系ではなく、元気系けいになっているんですが……。

ファム：あっ……。じゃ、ファムはこっちの方向性ということで（一同笑）。




　オープニングでいきなり方向転換するヒロインであった。







◆オープニング　02◆ようこそオルランド寮へ




　エルクレスト・カレッジにある六つの寮りようの中のひとつ、伝でん統とうあるオルランド寮の談だん話わ室しつでは受験生を受け入れる用意で、大勢の在校生たちがあわただしく動き回っていた。

　その中でも一ひと際きわ目立っているのが、てきぱきと他の学生へと指し示じを出し、手際よく歓かん迎げい式の準じゆん備びを進めているエルダナーンの少女。

　だが、その外見は十二歳さいくらいにしか見えなかった。




ＧＭ：とゆーわけで、次はカミュラとカッツのオープニングです。

カッツ：同時に登場？

ＧＭ：そうです。場所はふたりが所しよ属ぞくしているオルランド寮の談話室。受験生受け入れの準備が進められています。

ファム：おるらんど？

ＧＭ：先ほども言ったように、エルクレスト・カレッジには全部で六つの寮があります。そして、それらの寮にはすべて偉い人じんの名前が付けられているんですよ。

カミュラ：へぇ～。

ファム：どんな名前があるんですか？

ＧＭ：〝聖せい都と〟ディアスロンドの開かい祖そである〝大聖人〟ルキアノスとか、エリンディルの詳しよう細さいな地図を作ったことで知られている〝造ぞう世せい師し〟ブルギニオン。他の寮もそんな感じで名前が付いています。

ヴァリアス：すげぇー！　ほんとに考えていたんだっ！

ＧＭ：他の寮の名前も言いますか？

カッツ：それよりも、オルランドってどんな人？

ＧＭ：それよりもってどういう意味ですか？（笑）まぁ、いいですが。で、オルランドについては不明です。

一同：……へ？

ＧＭ：他の寮は全部、誰でも知っているような有名な人の名前が付いているんです。大魔法使いだったり、最初の冒ぼう険けん者しやだったり、有名な吟ぎん遊ゆう詩人だったり。

カミュラ：でも、オルランドだけ由来が分かっていないんですね？

ＧＭ：そうです。

カッツ：なにやら意味ありげな感じだな。

ヴァリアス：確かに。

ＧＭ：まぁ、今回のプレイには関係ありませんので、それほど気にしなくてもＯＫです。

カッツ：伏ふく線せんってやつね。

ＧＭ：まぁ、使うことができればって感じですけどね。どちらかというと、雰囲気を出すため、という方が正しいですが。

カッツ：なるほど。で、受験生受け入れって？

ＧＭ：現在の受験と違って、交通機関が発達しているわけじゃないし、学校まで行くのって大変じゃないですか。

ファム：確たしかにそうですね。

ＧＭ：なので、試験が終わるまで受験生たちは寮で寝ね泊とまりすることになるのです。入学した時に寮生活に慣なれておくという理由もありますが。

ヴァリアス：確かに電車や飛行機があるわけじゃないし、受験するだけでも大変だもんな。

ＧＭ：もし合ごう格かくした場合、そのままその寮に入ることになるので、半分歓迎会みたいなものだと思っていただければよいかと思います。

カッツ：了りよう解かいした。では、私たちは歓迎会の準備をしているというわけだな。

カミュラ：わたしは他の人に指示を出しています（笑）。

カッツ：なにっ！

ＧＭ：まぁ、オルランド寮のプリフェクトですからね。当然といえば当然ですね。

カミュラ：（カッツに）お茶（一同爆笑）。

ヴァリアス：げげぇーっ！　なんて直ちよく接せつ的な（笑）。

カミュラ：それじゃあ、（カッツを見ながら、かわいらしく）お茶が飲みたいなぁ～。

カッツ：……たった今、お茶を買いに行こうかと思っていたところです。もちろん自分の意い志しで（一同爆笑）。

カミュラ：あなたは、いつも気が利ききますね（笑）。

カッツ：いえいえいえいえ。……そう教育されておりますので。

カミュラ：（再びかわいく）なにか言いましたですか？

カッツ：（ごまかすように）それでは、皆みなさんにお茶をお出しし……。

カミュラ：（笑いながら）あ、そんな無む駄だなことを……。

カッツ：どっちやねん、と心の中で突つっ込こみをいれます（一同笑）。

ヴァリアス：（学生のひとりになって）じゃあ、僕が買ってきます。

ＧＭ：（同じく学生のひとりになって）いえいえ、私が買ってきます。

カミュラ：みなさん、そんなに気を遣わなくてもいいですわ（笑）。

カッツ：ア、アイドルになってる……。

ファム：（感心したように）おぉー、すごいっ！




　そこ、感心する場所じゃないです。




ＧＭ：とまぁ、そんな感じで歓迎会の準備が進んでいきます。そんな中、その寮のハウスマスター──寮りよう監かんの先生がやってきます。

カミュラ：（優等生っぽい感じで）あっ、先生。なにかご用でしょうか。

カッツ：口調が変わったっ！（笑）。

ＧＭ：「そろそろ受験生がやってくる頃だろう？　新しい部屋割わり表を持ってきたよ」ハウスマスターはカミュラに部屋割りの書かれている紙を渡わたしてくれます。

ヴァリアス：先生の名前は？

ＧＭ：オレストス・モーズレイです。あまり冴さえない感じの歴史担たん当とうの先生です。

カミュラ：わざわざありがとうございます、モーズレイ先生。言ってくだされば、こちらから取りに参りましたのに。

カッツ：たぶん、私が行かされるだろうがな。

カミュラ：（さも当然というように）当たり前じゃないですか（笑）。

ヴァリアス：かわいそうに……。

カッツ：そんな眼めでこっちを見るなっ！

ファム：いひひひひ（笑）。

ＧＭ：ちなみに寮ではすべてふたりで一部屋ということになっていて、同級生が同じ部屋になることはありません。

ファム：そうなんですか？

ＧＭ：伝統的に受験生は空いてる上級生の部屋に入ることになります。つまり、上の人がいなくなると下の人が入ってきてというのを繰くり返しているので、必ず上級生と下級生のペアという形になるのです。

カッツ：なるほど、なるほど。シナリオの展てん開かいが読めてきたぞ。一いち応おうカミュラの持っている部屋割りをのぞいてみよう。

ＧＭ：カッツの部屋のところには、ヴァリアス・ヴァンガードと書いてあります。

カッツ：やはりな。しかし、私の名前よりか偉えらそうだ……。

カミュラ：なんで、そんなに名前を気にしてるの？

カッツ：自分の名前に誇りがあるんだよ。自分よりも素す晴ばらしい名前の人は、見たことがありません（笑）。

カミュラ：そんな素晴らしいですか？

カッツ：すごく素晴らしいじゃないか！　カッツ・バルゲルだよ！




　カッツバルゲルはドイツで使われていた剣けんの名前である。鍔つばの形が上から見るとＳ字になっているのが特とく徴ちよう。「喧けん嘩か用」が語ご源げんと言われているが、鞘さやの代わりに猫ねこ科かの動物の毛皮を巻まいていたことから「猫の毛皮」を意味するカッツェンフェルが由来という説もある。




ヴァリアス：まぁ、本人がそう思っているんだから、そういうことにしておこう（笑）。

ＧＭ：で、もちろんカミュラの部屋には、ファムリシアという名前が書かれています。

カミュラ：きっと、わざとファムを自分の部屋に入れたんですよ（笑）。

ＧＭ：ファムのことを知っているから？

カッツ：職しよく員いん室しつに忍しのび込んで、書類を書き直したとか？

ファム：なんか、陰いん謀ぼうの香かおりを感じますっ！（笑）

ＧＭ：ほんとに職員室に忍び込むんですか？

カミュラ：しませんよぉ。もし、そんなことをするとしたらカッツに頼たのみます（一同笑）。

カッツ：私の立場っていったい……。

ヴァリアス：いわゆる三下以下の……。

ファム：下げ僕ぼくってやつですねっ！

カッツ：とほほ……。

ＧＭ：そんなやりとりをしていると、寮りようの外からにぎやかな声が聞こえてきます。受験生たちが寮へとやってくるところで、シーンを終了しましょう。







◆オープニング　03◆ここがあたしの部屋？




　希望と不安とをまだ幼おさない顔から覗のぞかせている受験生たち。

　その中にファムリシア、そしてヴァリアスの顔も見える。

　オルランド寮へとやってきた彼らを迎むかえたのは、一見受験生たちよりも幼い（ように見える）プリフェクトのカミュラだった。




カッツ：では、カミュラさん。演説をお願いします。

カミュラ：演説ですか？

ＧＭ：おっ、それはいいですね。プリフェクトとしてここはひとつ、受験生にバシっと歓迎の挨あい拶さつをしましょう。

カミュラ：では、壇上にちょっと大きめの箱をズルズルと持ってきて、その上にちょこんと乗って挨拶をします。

ファム：す、すごいです。それは萌えですっ！

カミュラ：（優しい声で）受験生のみなさん。オルランド寮はみなさんを歓迎いたします。これまでの努力と、日頃の実力さえ発はつ揮きすれば、ここにいる全員が入学できるとわたしは信じています。

カッツ：お、なんかまともな演説だ。

ヴァリアス：さすが声せい優ゆうさんですねぇ。

ＧＭ：うんうん。

カミュラ：（カッツに向かって）じゃあ、後はよろしく♪（一同笑）

カッツ：えっ!?　あー、んんっ！（咳せき払ばらい）えー、今年の受験生を歓迎する、って、いったいなにを演説すればいいんだよ。

カミュラ：まずはここでのルールを説明しないと。

カッツ：なるほど。

カミュラ：（真ま面じ目めな感じで）わたしには逆さからわないこと。

ヴァリアス：げぇーっ！（笑）

ＧＭ：言うんですか？

カッツ：そういうようなことをなんとなく遠まわしに言おう。（満面の笑顔で）諸君らは大変運がいい。なぜならば、六つある寮りようの中でこのオルランド寮に入ったことは、諸君らにとって、人生に影えい響きようする程ほどの一大事……一大事じゃねーや（一同笑）。

ヴァリアス：一大事って……それってよくないことなんじゃ。

カッツ：そうじゃなくて……。えっと、人生に影響する程のラッキーな出来事と言えるでしょう。なぜならば、この寮には素す晴ばらしいお方がいるからです。

ファム：素晴らしいお方ですか？

カッツ：そのとおりです。私もかつては悲ひ惨さんな目にあって、この学園に流れ着いたのですが、そのお方に会って人としての人生を知りました。

ＧＭ：なんか演説の雲行きが怪あやしくなってきたんですけど。

カッツ：まぁ、入学したばかりで今はまだなにも分からないでしょうが、この寮で過すごすうちに、だんだん考えも変わろうというものです（一同笑）。

ファム：変わっちゃうんですか？

カッツ：変わってしまうんです。だから、不安そうな目で見ている諸君らも、私のように学校生活に馴な染じみ、上下関係とか色んなものを学んでください。

ファム：（感心したように）おぉー。




　すでに感化されている人がここにひとりいます。




ＧＭ：まぁ、そんな演説をカッツがしていると。……まだ、演説続けます？

カッツ：いや、もういいです。これ以上話しているとなにを言い出すか分からん（笑）。

ＧＭ：では、挨拶が終わったということで。

カッツ：しかし、なんで私が演えん説ぜつしなければならないんだ？

ヴァリアス：お疲つかれさまです（笑）。

カッツ：そのうちこの立場から抜け出してやるっ！

ＧＭ：では、そんな意思表明をカッツが心の中でしている時……。

カッツ：心の中かよっ!?

ＧＭ：声に出して言う？

カッツ：そんなこと……言えるわけないじゃないですか（一同笑）。

ＧＭ：さもありなん。というところで、ちょっと場面を変えましょう。ただ、シーンまでは変えません。カミュラとファム、カッツとヴァリアスの部屋の演出だけですので。と言うか、こっちがメインだったんですけど（笑）。

ファム：じゃあ、歓かん迎げい会が終わって、みんな荷物を持って自分の部屋に行くんですけど、あたしだけどうしていいか、分からずにぽーっと立っています（笑）。

ＧＭ：おーっ、ヒロインっぽい、ヒロインっぽい。

カミュラ：今度はファムがちょっと萌もえ？（笑）

ヴァリアス：じゃ、荷物を持ってあげよう。しょうがねぇなぁ。部屋まで持っていってやるよ。部屋どこだっけ？

ファム：ありがとうございますっ！

ヴァリアス：じゃ、ファムの部屋まで荷物を運んで、部屋に入ろうとすると……。

カミュラ：お疲つかれさま（ドアを閉しめる真ま似ね）。

ヴァリアス：いや、ちょっと、待って。お礼ぐらいはっ！　バタン！　目の前で扉とびらが閉まりました（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：相変わらずの三下演出をありがとう（笑）。

カミュラ：では、ヴァリアスを部屋から追い出したところで、（ファムに向かって）ようこそ、いらっしゃいませ。

ファム：はじめまして（一同笑）。

カミュラ：（不ふ審しんがるような感じで）はじめまし……て？

ファム：ファムリシアです！　ファムと呼んで下さいっ！

カミュラ：前にどこかでお会いしたことが……？

ファム：（小首をかしげて）ないと思いますけど？

カミュラ：そうですわね（笑）。わたし、カミュラと申します。

ファム：知ってます、さっき壇だん上じようで見ました！

カッツ：なんか、生意気な後輩ですね。

カミュラ：わたしはぁ、一番偉えらいんでぇ（一同爆笑）。あまりぃ、そういう口の利きき方はしない方が、いいですよ？

ファム：ちょっと怖こわいです……。

カミュラ：（ニッコリと微笑ほほえんで）それじゃあ、部屋の説明をしますね。

ファム：（怖こわ々ごわとした感じで）お、お願いします。

カミュラ：（部屋の図を描えがきながら）こちらがわたしのお部屋で、こちらがあなたのお部屋。あなたはこっちからこっちですね。
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ＧＭ：せまっ！（一同爆笑）

ヴァリアス：三分の一くらいしかないっ！

カミュラ：線を引いておきますね、分かりやすいように。

ファム：あっ、よ、よろしくお願いします。

カミュラ：（部屋図に線を引きながら）ビ[image: ][image: ]。こっからこっちには、なるべく入らないように。

ファム：わ、分かりました、分かりました……。

カミュラ：（満面の笑みで）分かっていただいたなら、嬉うれしいです。

ファム：でも、ちょっと、こっちが狭せまいような……（一同笑）。

カミュラ：なにかご不満でも？

ファム：と、とんでもないです（一同笑）。

カミュラ：（再ふたたび、満面の笑み）ですよね♪

ファム：はい！　はい！　はい！

カミュラ：なにか欲ほしいものとかあれば、言ってくださいね。わたしのお古でよければ、差し上げますので♪

ファム：お古？（一同爆笑）

カミュラ：お古ですよ？　なにか問題でも？

ファム：い、いえ、なんでも！（笑）

カミュラ：（三度、満面の笑みで）ですよねぇ♪




　いきなりここまでの演技ができるとはさすが声せい優ゆうさん。小暮さんも小島さんも楽しそうにキャラクターとして会話をしていく。

　以前にファムと会ったことがあるはずのカミュラ。それを憶えていないファム。そして、いかにも先輩と後輩といった感じのやりとり。普ふ段だんから仲のよいふたりだからこそ、息の合ったプレイができるのかもしれない。




　一方、シーンは変わってカッツとヴァリアスの部屋では……。




カッツ：ようこそ、我わが部屋へ。まぁ、部屋に入って楽にしなさい。

ヴァリアス：あ、あんたは……さっきの怪あやしい奴やつ！（笑）

カッツ：怪しい？　私のどこが怪しいというのだ？




　あの演説は、十分に怪しいって。




カッツ：それよりも、はじめてこの学校に来た君に、ここでのルールを教えよう。

ヴァリアス：ルール……ですか？

カッツ：まず第一に、上級生を敬うやまわなければいけない。

ヴァリアス：は、はぁ。

カッツ：第二に、この寮りようのプリフェクトであるカミュラに逆さからっては絶ぜつ対たいにいけない。

ヴァリアス：カミュラっていうのは、あの小さい？

カッツ：むっ！　彼女のことを小さいと言ってはいけない！　この三つがオルランド寮でのルールだっ！（一同爆笑）

ＧＭ：小さいと言ってはいけないのね（笑）。

カッツ：このエルクレスト・カレッジで楽しく過ごすには、彼女の機き嫌げんを損そこねてはいけないんだ。それが普ふ段だんの自分に身に付けば、この学校では幸せに暮くらしていけるぞ。

ヴァリアス：は、はぁ（笑）。

カッツ：まぁ、私も二年前は君のようなそんな感じだったんだが、この寮に入ってから変わったんだよ。

一同：変わったのかっ！（爆笑）

カッツ：というような感じで、ヴァリアスに今までの辛い体験を語り出そう。

ヴァリアス：う、うぉー！　そ、そんなことがあったんですかっ！　カッツの体験を聞いて、男泣きするオレ（笑）。

カッツ：そうか、分かってくれるかっ！

ファム：カッツさんの過去になにがあったんでしょうね。ちょっと気になりますね（笑）。

ＧＭ：確かに。とまぁ、ヴァリアスとカッツの間に、ライフパスどおりの友情が結ばれたところでシーンは終了しましょう（笑）。








ミドルフェイズ









◆ミドル　01◆待ち受ける試験




　学校がはじまってから約一ヶ月。

　学校や寮生活のオリエンテーション。

　エルクレスト・カレッジに相応ふさわしい学生としての能のう力りよくがあるかどうかを判はん定ていする様々なテストや身体検けん査さ。

　これらの入学試験を突とつ破ぱした者だけが、エルクレスト・カレッジで学ぶことができるのだ。

　そして、いよいよ最後の試験の日……。




ＧＭ：では、ここからミドルフェイズになります。最初はファムとヴァリアスのシーンです。場所は教室で、最後の筆記試験が行なわれています。

ファム：はーい。

ヴァリアス：ダメだっ！　まるで分からない。もう終わりだっ!!（一同笑）

カッツ：いきなり負けロールを始めているし。

ファム：ヴァリアスさん！　がんばってくださいっ！

ＧＭ：しかし、ヴァリアスの悲ひ痛つうな心の叫さけびと共に、試験終了の鐘かねがカラーン、カラーンと廊ろう下かから聞こえてきます。

ファム：廊下？

ＧＭ：誰だれかが鐘を鳴らしながら歩いているんですよ。

ヴァリアス：チャイムゴーレムだっ！（一同笑）
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ＧＭ：あぁ、鐘を鳴らしながらゴーレムが歩いているというわけね。なんだ、ゴーレムって便利じゃないか（笑）。

ファム：門のところにもいましたしね。

ＧＭ：じゃあ、学校ではあちこちでゴーレムを使っているという設せつ定ていにしましょう。さて、それはともかくとして、鐘が鳴り終わったところで、教きよう壇だんのモーズレイ先生が……。

ヴァリアス：モーズレイ先生……って、誰？

ＧＭ：あなたたちの寮のハウスマスター、つまり寮監の先生です。

ファム：あっ、カミュラさんに部屋割りを渡していた先生ですね。

ＧＭ／モーズレイ：そうです。そのモーズレイ先生が教室を見み渡わたしながら言います。「さて、明日はいよいよ最終試験です」

ヴァリアス：最終試験？　さっき最後の試験だって言ったじゃないですか。

ＧＭ／モーズレイ：今日のは最後の筆記試験。明日は実技試験です。みなさんには、テスト用のダンジョンに挑ちよう戦せんしていただきます。

ファム：ほ～。

ヴァリアス：ま、待ってください。ここは〝賢けん者じやの街〟のはず。なぜ、ダンジョンの試験があるんですかっ！

ＧＭ／モーズレイ：〝賢者の街〟といっても、フィールドワークは大事です。そもそもエルクレスト・カレッジはこの場所にある遺い跡せきの調ちよう査さのために創つくられた学校ですから。

ヴァリアス：そういえば、そうだった……（笑）。

ＧＭ／モーズレイ：それにこれは学長の意向でもあります。

ファム：学長さんのご意い志しならば仕方ないですね。がんばりましょうっ！

ＧＭ／モーズレイ：まぁ、ダンジョンといってもそれほど難むずかしいというわけではありません。ここまで残ったみなさんなら、きっと合ごう格かくしてくれると信じています。

ヴァリアス：今までの試験に落ちた人もいるんだ。

ＧＭ：まぁ、そんなに難しいテストではないので、落ちる方が珍めずらしいです。それでも、不合格になったり、辞じ退たいしたりする学生は何人かいます。

ファム：あのー、質しつ問もんしてよろしいでしょうか？

ＧＭ／モーズレイ：なんですか？

ファム：ダンジョンはひとりで挑戦するんですか？

ＧＭ／モーズレイ：いえ、同室の先輩がサポートとして手伝ってくれることになっています。

ヴァリアス：カッツ先輩か……。

ファム：こっちはカミュラさんですね。

ＧＭ／モーズレイ：ちなみに寮はふたり部屋なので、別の部屋の学生と組んで四人でダンジョンに挑戦します。部屋の組み合わせはこうなります。

ヴァリアス：もしかして……。

ＧＭ：モーズレイ先生が黒板に組み合わせ表を貼はります。

ファム：相手は誰ですか？

ＧＭ：もちろん、ヴァリアスとカッツと書かれてあります。

ファム：（嬉しそうな声で）わー、あのいい人だっ！

カミュラ：（学生のひとりになって）へぇ～、いい人なんですかぁ？

ファム：凄すごくいい人なんです。荷物を持ってくれるんですよっ！

カミュラ／学生Ａ：わぁ～、うそぉ～。

ファム：すごく親切な方で。あと、遅ち刻こくしそうになったあたしを助けてくれたんです。

ＧＭ：おや？　なんかヴァリアスが……。

カッツ：いい人になっているような気が。抜ぬけ駆がけとはずるいぞっ！（笑）

ヴァリアス：いや、そんなつもりはなかったんですが。どこでずれたんだろ。




　こうして、ヴァリアスはめでたく三下からスピンアウトしていったのであった。

　そして、その夜。ダンジョン対たい策さく会議として、カッツとヴァリアスの部屋へカミュラ、そしてファムがやってきた。




カッツ：さて、まずはダンジョンの傾けい向こうと対策だが……。ちなみに事前情じよう報ほうとかはないの？

ＧＭ：まぁ、カッツやカミュラは以前に同じような形で試験を受けているはずだからね。

カッツ：同じものなのか？

ＧＭ：違いますよ。同じじゃ試験になりませんし。

カミュラ：ダンジョンの形が違うとか？

ＧＭ：いえ、どちらかというと問題が変わると言った方がいいかもしれません。

カッツ：なるほど。つまり様々な素養を試ためす問題が用意されてるということだな。

ＧＭ：そういう事です。後は過か去この傾向としてゴーレム系けいがよく出ることが知られています。

カッツ：ゴーレム系か……。ＧＭ、ここでエネミー識別をしてもいい？

ファム：エネミー識別？

ＧＭ：エネミー、つまり怪物などがどんな能力を持っているかを知るための判定です。ただし、ここではゴーレムとしか分かっていないので、普通の【知力】判定にしましょう。達成値が10以上でゴーレムの特徴が分かるということにします。

カッツ：（ファムに向かって）つまり、【知力】という能力値に２Ｄ──６面体のダイス２個の合計──を足して、その値が10以上ならば成功ということだ。

ファム：分かりましたっ！

カッツ：私の【知力】は２だから、これに２Ｄを足して……（コロコロ）10だな。

ＧＭ：では、成功ですね。ゴーレムは全般的に魔法が弱いことで知られています。

カミュラ：ファムさん、期待してますからね。

ファム：は～いっ！

カッツ：そういうことであれば、後こう衛えいのファムがアタッカー、カミュラが回かい復ふくと支し援えん、私とヴァリアスが足止め役になるという感じか。

ファム：がんばってくださいね。いざとなったら、盾たてになってくださいっ！（一同笑）

カミュラ：そんな直球で言っちゃ、ダメですよぉ（笑）。

ファム：えっ？　じゃあ……盾になればいいじゃないですか。

一同：同じだっ！（爆笑）

ファム：あれ？　柔やわらかく言ったつもりが。あれ？　なんて言えばよかったのかな？

カッツ：守ってくださいね、とか。

ファム：なるほどっ！（無感情な声で）守ってくださいね。

ヴァリアス：いまさら、言うんじゃねぇぇぇっ！（一同笑）

ファム：（上うわ目め遣づかいでお願いするように）ね？

ヴァリアス：……はい。

カッツ：あっさり折れやがった（笑）。

カミュラ：ここで恋こいが芽生えるとかないんですか？（笑）

ファム：身体からだ張って守られたら、恋が芽生えるかもしれませんよぉ。

カミュラ：でも、死んじゃったりして……。

ヴァリアス：惚ほれられた直後に死んじゃうっていうのは、死にフラグとしては定番の一種ではあるな。

ファム：（悲しげに）あぁ～、切ない～（一同笑）。

ＧＭ：そんな感じで夜が更ふけ、シーン終了ということで。







◆ミドル　02◆いざ、ダンジョンへ




　翌よく朝あさ。

　受験生たちは、共にパーティを組むことになる先せん輩ぱいたちと共にエルクレスト・カレッジの北にある大型実験場へと向かう。

　この中にある広大なグラウンドで待機、名前を呼よばれた順番に大型実験場の地下に作られている試験用のダンジョンへと挑いどむことになるのだ。




ＧＭ：では、ここからパーティを組んでダンジョンへと挑戦することになります。

一同：はーい。

ＧＭ：その前に、ギルドを組んでいただきます。

カッツ：やっぱり、普ふ通つうにギルドを組むんだ。




『アリアンロッド』世界の冒ぼう険けん者しやたちは、ギルドという集しゆう団だんを組んで行動するのが基き本ほんとなっている。ギルドを神しん殿でんに登録することで、さまざまな祝福やサービスを受けることができるからである。ゲーム中ではギルドスキルという形でこれを再さい現げんしている。




ＧＭ：実じつ際さいに冒険者たちが組んでいるギルドとは違いますけど。まぁ、班はんとかグループに近いものだと思ってください。ただし、きちんと学校にいる神官によって祝福されるものなので、ギルドと同じような効こう果かは発はつ揮きできます。いうなればギルドシミュレーター（笑）。

ヴァリアス：ルール的になにか違ちがいはあるんですか？

ＧＭ：大きな違いは、この四人の中の誰かが学校を卒業したり、辞やめたりした時にギルドが解かい散さんになるということくらいですね。それ以外は、通つう常じようのギルドルールに従したがいます。

カッツ：となると、後はギルドマスターを誰にするかだな。

ファム：ギルドマスター？

ＧＭ：ギルドのリーダーのことです。まぁ、そのギルドで一番偉えらい人なんですが、命令したり、指し示じを出したりというよりも、メンバー全員の意見を取りまとめたり、意見が割われた時の調ちよう停ていが主な仕事ですね。

ファム：はぁー、大変なんですねぇ。

ＧＭ：あとは一部のギルドスキルの中にはギルドマスターの承しよう認にんが必要となるものがあります。ですから、そのタイミングを見み極きわめる必要があります。

カッツ：つまり、責せき任にんがあるということだ。

ＧＭ：では、誰がギルドマスターになるか、相談して決めてください。

カミュラ：ファムさんかヴァリアスさんがいいと思います。

ヴァリアス：なんで？

カミュラ：オルランド寮では、伝でん統とう的に受験生がギルドマスターを務つとめることになっているんですよ。

カッツ：そうなのかっ！

カミュラ：そうなんですよ。

ヴァリアス：どうしてです？

カミュラ：上級生がギルドマスターになると下級生は逆さからえないじゃないですか。しかし、これは試験です。受験生が自分の力で試験を突とつ破ぱしなければいけないのです。

ＧＭ：なるほど。

カミュラ：あと、下級生は人の上に立つということを学び、上級生は他の人の意見をよく聞くということを学ぶことができます。

ファム：それはものすごく説得力がありますっ！　分かりました。では、あたしがギルドマスターをやらさせていただきますっ！

ヴァリアス：いいのか？

ファム：何事も経験が大事ですし、立派な魔法使いの冒険者になるのが目標ですから、今のうちにギルドマスターにチャレンジしてみますっ！

カッツ：今思ったんだけど、もしかしてカミュラが楽したいだけなんじゃ（笑）。

ファム：そ、そうなんですかぁ？

カミュラ：そ、そんなことはありませんよ（笑）。




　こうして、ギルドマスターはファムに決定。ギルドスキル（＊）は《蘇そ生せい》（＊）と《目め利きき》（＊）を選せん択たくし、今回は《蘇生》を持っていくことになった。

　ギルドネームはとりあえずルールブックの表を振って「暁あかつきのフェニックス」となるも、カミュラのかっこ悪いという一言で却きやつ下か。




ファム：フェニックスって鳥ですよね？　羽根はどうでしょう？　なにとかの羽根とか……。

ヴァリアス：フェニックスの羽根？

カッツ：天使の羽根とか？

カミュラ：悪あく魔までもいいよ。

ファム：じゃ、デスフェザーでっ！

一同：デスフェザー!?（笑）

ファム：えー、えー、じゃ、魔法とか。一いち応おう、あたし魔法使いですから。

ヴァリアス：マジックフェザー？

ファム：それいいですね。マジックフェザーにしません？　なんかかわいい感じもしますし。

カッツ：いかにもファンタジーって雰ふん囲い気きの名前だな。

カミュラ：そうですね。

ヴァリアス：オレも賛さん成せいということで。

ファム：じゃあ、マジックフェザーに決定しました。

カミュラ：ついでに略りやく称しようも付けましょう。略して「マジ毛」で（笑）。

ファム：……えっ？　でも、毛じゃなくて羽根なんですけど。

カミュラ：「マジ羽根」じゃ言いにくいじゃないですか。だから「マジ毛」。せっかく付けてあげたんだから、略称もちゃんと登録するのよ。

ファム：マジですか？

カミュラ：マジです（笑）。




　こーしてギルドネームは「マジックフェザー」、通称「マジ毛」となったのだった。





（＊）ギルドスキル　ギルドの持つ様々な特典や祝福などをデータ化したもの。一回のシナリオで使用できるギルドスキルの数はＰＣのレベルによって決定される。

（＊）《蘇生》　ギルドスキルのひとつ。シナリオ中に一回だけギルドのメンバー全員の【ＨＰ】を回復させる。

（＊）《目利き》　エネミーから入手できるドロップ品を決定する時に、ダイスを増やす。









◆ミドル　03◆突然現われた少女




「ファムリシア、カミュラ、カッツ・バルゲル、ヴァリアス・ヴァンガード」

　四人の名前が試験官に呼ばれる。

　いよいよ試験のはじまりである。

　彼らは試験官の指し示じに従したがい、薄うす暗ぐらい石いし造づくりの階かい段だんを下りていった。




ＧＭ：それでは、ここからダンジョンとなります。ファムとヴァリアスは入学がかかっていますので、がんばってください。

ファム：はーい。

ヴァリアス：ういっす。

カッツ：いいな？　私たちはあくまでもサポートだ。

カミュラ：サポートですからね。

ファム：がんばりますっ！

ＧＭ：あっ、ヴァリアスとカミュラも自分の成せい績せきの評ひよう価かになるからね。

カッツ：なんだってっ！

ＧＭ：当たり前じゃないですか。試験の妨ぼう害がいとかされたりすると学校も困こまりますから。

カミュラ：（ちょっと脅おどすような感じで）いいですね。必ず、突とつ破ぱするのですよ（一同笑）。

ファム：（即そく座ざに）がんばりますっ！

ＧＭ：そんな会話をしながら階段を下りていくと、ちょっとした広場のような場所に出ます。全体が石造りで、あちこちの隙すき間まから灯あかりが照らしています。みなさんが中に入ると、後ろで扉とびらがギィー………ガーンッ！　と自動的に閉しまります。

ファム：いよいよですねっ！

ＧＭ：あなたたちの前には、ごつい体格のいかにも肉体派という先生がひとり立っており、その奥おくにはふたつの扉が見えます。「試練のダンジョンへようこそ！」

カッツ：（厳おごそかに）ようこそ。

カミュラ：（軽い感じで）ようこそ。

ＧＭ：「そこっ！　復ふく唱しようしなくてもよい」

カミュラ：（カッツに向かって）しなくていいですからね。

カッツ：……はい。ん？　なんでカミュラに言われなければならないんだ？

カミュラ：なにか言いましたか？

カッツ：（にこやかに）なにも言っておりませんとも。

ＧＭ：「さっそく仲なか違たがいか？　そんなことではこのダンジョンを突破することはできんぞ」歯がキランと光るようなさわやかな笑顔で先生がカッツに言います。

カッツ：なんだ、その演えん出しゆつはっ！　それに私かっ？　私が悪いのか？（一同笑）

ＧＭ／グリーンヒル：まぁ、そう怒おこるな。私がこのエリアの試験官ランド・グリーンヒルだ。

ファム：よろしくお願いしますっ！

ヴァリアス：よろしく頼たのむぜ。

ＧＭ／グリーンヒル：まず、最初にこのダンジョンの構造を説明しよう。ダンジョンはいくつかのエリアがワンセットになっている。そして、最初のエリアで問題が出題され、この問題に答えることによって次のエリアに進むことができる。

カッツ：つまり、問題に答えられないと先に進めないということだな。

ＧＭ／グリーンヒル：君が入学した時はそうだったかもしれんが、今回は問題に正せい解かいしようがしまいが先に進むことができる。ただ、次のエリアの難易度が変わるだけだ。

カッツ：なんだってっ！（一同笑）いや、プレイヤー的にははじめてだから別に構かまわないのだが、キャラクター的に納なつ得とくがいかないのはなぜだろう。

ヴァリアス：なんだかすっかり不幸が身に付いてしまったようで（笑）。

カッツ：なんで、なんでこんなことになってしまったんだっ！




　さて、ここで読者の方には、先にダンジョンの構造をお見せしておきましょう。このダンジョンをいかにＰＣたちが突破していくか、その過程を楽しんでいただければと思います。
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ＧＭ／グリーンヒル：それでは、説明を続けさせてもらうぞ。見て分かるとおりこのエリアには先に進むための扉がふたつある。この扉は、たとえば問題に正解すれば右、不正解だと左というようにどちらかが開くようになっている。

カミュラ：それはつまり、問題に正解すれば次のエリアを突破するのが楽になるということですね。

ＧＭ／グリーンヒル：そのとおりだ。さらに、ここで渡わたされた〝物〟を最後のエリアまで運ばなければならない。もし、壊こわしたり、なくしたりした場合は失格となる。

ヴァリアス：それを守りながら、ダンジョンを突破しなければならないということか。

ＧＭ／グリーンヒル：そろそろ、その運ぶ〝物〟が送られてくるはずだが……。

ファム：なにを運ぶのか、ちょっと楽しみですね。

ＧＭ：すると、グリーンヒル先生の横の空間に、光り輝かがやく姿すがた見みにも似にたフィールドのようなものが出現します。

カッツ：来たか……。

ＧＭ：そのフィールドの中から出てきたものは……。

ファム：ものは？

ＧＭ：女の子です。

一同：女の子っ!?
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ＧＭ：「いったーいっ！」とか言いながら、尻しり餅もちをついています。

ヴァリアス：だ、誰？

ＧＭ：どこかで見たような顔ですね。「どうもですっ！」と語ご尾びにビックリマークがつくような感じで元気に挨あい拶さつをしてきます。

カミュラ：キャラが被かぶってるよ、ファムやばいよ（笑）。

ファム：え？　やばいですか？

ＧＭ：というか顔立ちもちょっと似てます。年ねん齢れいも同じくらいですね。

ファム：えっ？　ますます被ってますよ！　あたしが変わらないとまずいですか？　この期におよんでキャラ変えますかっ!?（一同笑）




　ここでキャラクターを創つくり直されても困こまります。




ファム：双ふた子ごですか？　双子いるんですかっ！

ＧＭ：とりあえずファムに双子がいるという記き憶おくはありません。

ファム：……双子ではない？　じゃあ、あた……し？（一同笑）

ＧＭ：「え？　あたしではないです」とすっとんきょうな答えを返します（笑）。

カミュラ：どなたですか？

ＧＭ／プリシア：プリシアっていいます。

ファム：プリシアさん……。

カミュラ：（ファムに向かって）お知り合いですか？

ファム：いえ、まったく……。あたしに姉し妹まいなんていた？

ＧＭ／プリシア：いえ、ファムさんに姉妹なんて……（手で口を押さえる仕草）あっ！

カッツ：なんてわざとらしい女だっ！（一同笑）

カミュラ：名前、ご存ぞんじのようですよ？

ファム：え？　あたしの名前を知って……る？

ＧＭ／プリシア：（慌あわてたように）いえいえいえ、そんなこと。ほら、さっき聞いていましたから、さっき。

カミュラ：（いたずらっぽく）誰か言ったかしら？　名前なんて……。

カッツ：怪あやしいな。

ＧＭ／プリシア：いや、ほら、言ってましたよ。ね、言ってましたよね？　言ってましたよね？　言ってましたよね？

ファム：そう言われてみれば、言われていたような気も……。

ＧＭ／プリシア：ですよね。

カミュラ：あら、本当ですの？

カッツ：言っていたような、言っていないような……。

ＧＭ／プリシア：いや、言ってましたって。間違いありません、あたしが保ほ証しようしますっ！

ヴァリアス：じゃあ、言ってたのかなぁ（笑）。

ＧＭ／グリーンヒル：どうやら彼女が今回の試験の守らなければならない対象のようだな。

一同：えっ！　彼女が!?

ヴァリアス：だって、彼女は人間ですよ。

ファム：そうですよ。それもどう見てもただの人だし、あたしとキャラ被ってるしっ！（笑）

カッツ：それは関係ないだろう（笑）。

ＧＭ／グリーンヒル：だが、ここにこうやって転送されてきたのだから間違いないはずだ。

カミュラ：そういうことならば、仕方ありませんわね。

ＧＭ／グリーンヒル：それでは、このエリアの試験をはじめる。ここでは頭の柔じゆう軟なん性せいを試ためすために、ちょっとした問題を解といてもらう。なお、解かい答とうできるのはひとりだけだ。まず、解答者をひとり選出してもらおう。

カッツ：まずはギルドマスターのお手て並なみ拝はい見けんといこうか。

ファム：あたし？　カミュラさんではなくて、大だい丈じよう夫ぶですか？

カミュラ：あなたがギルドマスターでしょ？　それにこれはあなたの試験なのですから。

ファム：分かりました。あたしがいかせていただきますっ！





＊　＊　＊






ＧＭ／グリーンヒル：それでは問題だ。動物学者がとある川で、ギルマンを調ちよう査さしていた。翌よく日じつ、同じ川へ行ってみると、ギルマンがすべて死んで、いなかった。だが、次の日に再ふたたびその川へ行ってみると、ギルマンは全員元気に泳いでいた。どういうことだか分かるか？

ファム：ぎるまん？

ＧＭ：ギルマンというのは、エリンディルに棲すんでいる魚人のことで、（ルールブックのイラストを見せて）こういうやつです。
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ファム：ちょっとかわいいかもしれません。

ヴァリアス：びみょーに人気があります（笑）。

ＧＭ：とりあえずギルマンの話はおいといて。さぁ、答えてください。

ファム：簡かん単たんですっ！

カッツ：なに？　もう分かったのか？

ファム：はいっ！　いつも元気なんですよ。

ＧＭ／グリーンヒル：それはどういうことだね？　説明してみたまえ。

ファム：〝死んで、いなかった〟と言ってましたよね。それは死んで、いなくなったわけではなくて、死んでいなかった──つまり誰も死んでいないということです。

ＧＭ／グリーンヒル：よろしい。正解だ。

ファム：やったっ！

カッツ：……。

ＧＭ／グリーンヒル：（カッツに向かって）なんだ？　その顔は？

カッツ：……いえ、な、なんでもありません。

ＧＭ／グリーンヒル：何事も一面だけを見ていてはいけないということだ。言葉にしてもしかり。思い込みや先入観は、頭の柔軟性を失わせる。

ファム：もしかして……分からなかったんですか？

カッツ：も、もちろん、分かっていたさ（一同笑）。

カミュラ：もちろんですよね。

カッツ：……う、うん。

ファム：大丈夫ですかぁ？

カッツ：私をバカにするなぁぁっ！（笑）

ＧＭ：というわけで、ファムが問題に正解すると右側の扉とびらが開きます。

ファム：よし！　次のエリアに進みましょうっ！







◆ミドル　04◆少女と卵？




ＧＭ：では、ここでマスターシーンを挟みます。

ファム：マスターシーン？

ＧＭ：シナリオのヒントとか、ＮＰＣの演出とかをするためのシーンのことです。さて、プリシアとみんなが話しながらエリアを出て行くと……。




　プリシアと一緒に次のエリアへと向かうファムたち。彼女らが次のエリアへと移動した瞬間、試験官の脇に再び転送フィールドが開かれる。そして現われる拳ほども大きな鳥の卵。

「もしやこれが試験の？　とすると先ほどの少女は一体……」

　グリーンヒルは視線を扉の方へと向ける。だが、扉はすでに閉じられた後だった……。




ファム：た、卵ですかっ！　じゃあ、このプリシアさんはっ!?

ＧＭ：それは秘密です（笑）。







◆ミドル　05◆迷路の抜け方




　最初の問題をクリアした一行は、扉の向こうへと進む。

　そこは、いかにもなにか隠されていそうな細長い部屋だった。幅は15メートルほど、奥行きは30メートルを超えているだろう。
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ＧＭ：扉の向こうへと進むと、どこからともなく声が聞こえてきます。「その通路の先にある扉が次のエリアへの入り口です。ただし、途と中ちゆうに落とし穴あなが仕し掛かけられています」

カッツ：おっ！　シーフの出番というわけだな。その言葉に引っかけはないんだろうな？

ＧＭ：「そのようなものはありません。なお、その通路を抜ぬけるヒントは〝迷めい路ろの抜け方〟です。それでは健けん闘とうを祈いのります」

カッツ：迷路の抜け方？

カミュラ：それがヒントなんですね。

ＧＭ：そうです。さて、ではＮＰＣのプリシアも登場したことですし、このダンジョンを突破するためのレギュレーションについて解説しましょう。





その１：プリシアはエキストラである。

その２：プリシアが判定を行なう場合、ＰＣひとりがプリシアを手伝ってあげないと判定は自動的に失敗する。この時、手伝ったＰＣの判定の難なん易い度が２上じよう昇しようする。

その３：もしプリシアがなんらかのダメージを受けた場合、必ず戦せん闘とう不ふ能のうとなる。そのため、入学試験は失格となる。

その４：プリシアは戦闘中に能のう動どう的てきに移動しない。移動させる場合はＰＣが連れて歩く必ひつ要ようがある。ただし、ＰＣの移動力は半分（端は数すう切り捨て）となり、離り脱だつもできない。

その５：ＰＣに出題される問題に対して、プリシアが答えることはない。というか、プリシアが答えを思いつくことはない（笑）。






カッツ：ひでぇーっ！（笑）

ファム：ひどいんですか？

ヴァリアス：たとえばプリシアが攻こう撃げきされた場合、その攻撃は絶ぜつ対たいに命中する。しかも１点でもダメージを受けた瞬間に試験に落ちる。

ファム：そ、そうなんですかっ!?

カッツ：それだけじゃないって。トラップにも必ず引っかかるということだ。

カミュラ：しかも試験問題にも答えてくれませんよ。

カッツ：いや、ＮＰＣに答えてもらっても、それはそれで問題のような気もするが（笑）。

ＧＭ：でも、こういう枷かせというか、制せい限げんがないとつまらないじゃないですか。ただ単にダンジョンを攻こう略りやくするだけっていうシナリオじゃなくなりますし。

ヴァリアス：まぁ、確かにそのとおりだけど……。

ＧＭ：本当は試験問題の時に話しかけたりして妨ぼう害がいしようかと思ったんですが、それはさすがに止やめました（笑）。

カッツ：当たり前だっ！





＊　＊　＊






ＧＭ：さて、ルールも説明したことですし、まずはこのエリアを抜けていただきましょう。

カッツ：迷路の抜け方か……。それはシーフである私に任まかせたまえ。

ヴァリアス：さすが先せん輩ぱいっ！　もう答えが分かったのか。

カッツ：うむ。いいか、迷路の抜け方はふたつある。ひとつは謎なぞを解とき明かしながら進むという方法だ。

ファム：ふたつめは？

カッツ：ダメージを受けながら進むという方法だ。ダメージを受けても生き残って突とつ破ぱすれば問題ないのだよ（一同笑）。

カミュラ：それは抜け方とは言いませんっ！

ＧＭ／プリシア：じゃあ、ぜひ二番目の方法で行ってみてくださいっ！

カッツ：なぜ、私が先にそんな危き険けんな方法で進まなければならないんだっ！　お前が先に行けぇぇぇぇぇ、プリシアァっ！（一同笑）

ＧＭ／プリシア：あぁ、やめてくださいっ！（笑）

ファム：そうですよ！　ここでプリシアさんが怪け我がしたらどうするんですかっ！

カッツ：とまぁ、冗じよう談だんはさておいてだ。迷路の抜け方といえば〝右手の法ほう則そく〟だな。




〝右手の法則〟とは迷路の解法のひとつ。〝左手の法則〟とも言われる。右側、あるいは左側の壁かべに手をつけ、その手を壁から離はなさずに壁沿ぞいに進む方法である。




カミュラ：そんな、まどろっこしいじゃないですか。

カッツ：まどろっこしくても、これが安全な方法だ。おそらく真ん中に落とし穴が仕し掛かけられているはず。

カミュラ：じゃあ、手本を見せてください（笑）。

カッツ：なにっ！

カミュラ：安全なんですよね。

カッツ：あ、安全……なはず……だ。えーい、仕方がない。最初は先輩として、私の実力というものをお見せしよう。

一同：おぉー（笑）。

カッツ：右手をダンジョンの壁に当てて、普ふ通つうに歩いていけばいいのです！　いいのです。いいのです……。いいのです……………。

ヴァリアス：だんだんと声が小さくなっていくんすけど（笑）。

カッツ：……す。………す。…………す（一同笑）。

ファム：大丈夫ですかぁ～。

カッツ：（扉を開ける真ま似ね）バーンッ！

ヴァリアス：さすが先輩っ！

カッツ：（大きな溜ため息いきをつきながら）ほら、安全だ。

ファム：カッツさん、なんか汗あせかいてるんですけど（笑）。

カッツ：え？　いや、そんなことないぞ、そんなこと。さぁ、先に進もうっ！

ＧＭ：では次のエリアへ移りましょう。

ファム：なんだか誤ご魔ま化かされた気がします（笑）。







◆ミドル　06◆数字を入れよう──大騒ぎの20分




　冷や汗をかいているカッツを尻しり目めに一行は扉の先へと進む。

　そこは再び広間になっており、次の試験官が待ちかまえていた。

　彼の後ろには、先ほどの試験官の部屋と同じようにふたつの扉があった。




ＧＭ：「よく来たな、受験生」今度は初老の、ちょっと神しん経けい質しつそうな男だん性せい教きよう師しがあなたたちを迎むかえます。

ファム：どちら様でしょう？

ＧＭ：すると、ファムの言葉に烈れつ火かのごとく怒おこり出す。「どちら様だとぉ？　このエリアの試験官に決まっておろうが！　たわけめっ！」

ファム：すいません！　すいませんっ！　すいませんっ!!（一同笑）

ＧＭ：「まぁ、いい。わしがこのエリアの試験官のグラハム・ステイルじゃ。ここでは純じゆん粋すいな知力を試させてもらう」よく見ると、ステイルの前に５×５のパネルがあって、そこにいくつか数字が塡はめ込まれています。

カッツ：まさか、数字を埋うめていけ、とか簡かん単たんなことを言わないだろうな。

ＧＭ／ステイル：ほぉ、どうやらその目は節ふし穴あなではないようじゃな。

カッツ：ん？　違うのか？

ＧＭ／ステイル：いいや、そのとおりじゃ（一同笑）。

カッツ：そのままかよっ！

ＧＭ／ステイル：では説明するぞ。このパネルはある法則に従って、１から25の数字で埋めることができる。だが、空白の部分があるために現在は未完成だ。この空白に数字を入れて、パネルを完全なものにしてもらいたい。
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カッツ：魔ま方ほう陣じんというわけか。

ＧＭ：そうです。リドル──謎解きのバリエーションと考えていただければと思います。この手のパズルが苦手な方は、ＰＣの【知力】判定でも解けたことにしますよ。

カッツ：いや、パズルは自分で解いてこそ楽しいものだ。

ヴァリアス：確かにそのとおりかも。

ファム：そうですよねっ！　がんばります！

ＧＭ：じゃあ、全員が魔方陣に挑戦するということでＯＫですね。制限時間は二十分です。

カッツ：え？　制限時間があるのかっ！

ＧＭ：安心してください。制限時間内なら、ギブアップはいつでもできますし、その場合にはＰＣの【知力】判定に切り替えることもできます。

カミュラ：それを聞いて安心しました。では、みなさんがんばりましょう。

ＧＭ／ステイル：うむ。なお、この問題は全員で相談して構わない。それでは、はじめっ！





＊　＊　＊






「空いているところが多すぎて難しいよぉ」

「そうか、分かったっ！　こうすると……あれ？　ダメじゃん。すでに２は使っているよ」

「プリシアが話しかけてもいい？」

「ダメ。絶対にダメっ！」

「分かりました！　縦たて横よこ斜ななめそれぞれ65ですっ！」

「うぉー、超ちよう計算間違えている！（一同笑）なにやってるんだっ！　足し算間違えているよ。変だと思ったんだよぉ」

「なんだか、だんだん暗算が速くなっていくような気がしますっ！」




　なお、この魔方陣の正解は次の図をご覧ください。
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　大騒ぎしながら計算をする一同。

　そして、制せい限げん時間まであと一分と迫せまった時。




ファム：おっ？　これ、もしかして解けそう？

カミュラ：うん、これいけそうだよ。

ファム：ここにこれが入って、そうすると合計が……ん？　これで終わり？

カミュラ：時間は？

ＧＭ：あと三十秒くらいというところですね。

ファム：うん、大だい丈じよう夫ぶ。できましたっ！

ＧＭ／ステイル：どれどれ……うむ、正解じゃ。

ファム：やったー、やりましたよっ！

カッツ：ま、負けた……。やはり計算を間違えていたのが敗はい因いんか。

ＧＭ：いや、ＰＣ同士の勝負じゃないから、これ（笑）。

ファム：この調子で次のエリアもがんばりましょうっ！







◆ミドル　07◆戦闘なんですけど……




　すべてのパネルを埋めると、ステイルの後に見えるふたつの扉とびらのうち、右側だけが開く。

　ステイルは満足げな笑みを浮かべると右手を挙あげ、ファムたちをそちらの方へと誘いざなった。




ＧＭ：次の部屋に進むと、どこからともなく再ふたたび声が聞こえてきます。「ダンジョンの中では様々な障しよう害がいがあります。先ほどのパズルのような仕し掛かけ、そしてそのダンジョンを守る番人や棲すみついている怪かい物ぶつなどです。そこで、このエリアでは戦せん闘とうを行なってもらいます」

ヴァリアス：ようやく、オレの出番だな。

ファム：よろしくお願いします、ヴァリアスさんっ！

ヴァリアス：任まかせておけっ！

カッツ：ところでドロップ品はどうなるんだ？

ＧＭ：「ドロップ品はそのままカレッジからの報ほう酬しゆうとなります」

カミュラ：つまり、お小こ遣づかいということですね。

ファム：お小遣いをもらえるんですか？

カッツ：必ず手に入るわけじゃないけどな。倒たおしたエネミーごとにダイスを振ふってなにが手に入るか決めるんだ。

ヴァリアス：ダイス目が高いほどいいものが出る。

ファム：なるほど。では、がんばりましょうっ！

ＧＭ：「それでは戦闘を開始します」という声と同時に三体のゴーレムが転送されてきます。

ヴァリアス：うぉー、かかってこいやぁ！





＊　＊　＊






ＧＭ：（ＰＣ、そしてエネミーのコマを配置しながら）ゴーレムは全部で三体で、こんな感じに配置されています。一番前にいるのが木もく製せい、後ろの二体が金きん属ぞく製せいのようですね。

ヴァリアス：全部、別のエンゲージなのか……。

ファム：え、えんげーじ？

ＧＭ：つまり、こいつらバラバラに配置されているということです。一ヶ所にまとまっている場合、まとめていっぺんに攻こう撃げきをすることができます。もちろん、そのためのスキルが必要になりますが。エンゲージが別だと個こ別べつに倒たおしていく必ひつ要ようがあるということですね。
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ヴァリアス：ゴーレムとの距きよ離りは？

ＧＭ：ＰＣから木製ゴーレムまでの距離は５メートル、そこからさらに10メートル離れて金属製のゴーレムとなっています。では、行動値ちの順番で。最初はカッツから……ん？　なにしてるの？




　下を向いてブツブツと言っているカッツ。

　彼の目の前には、裏うらになったキャラクターシート。そこには５×５のマス目が書かれていた。




カッツ：いや、もっとスマートな解法がないかと思って（笑）。

ヴァリアス：げっー！　まだ囚とらわれている。先せん輩ぱい、先輩っ！

カッツ：お、おっ？

ヴァリアス：あの、ほら、敵てきっすから。

カッツ：お、おう（笑）。

　なお、木製のゴーレムはウッドゴーレム、金属製のゴーレムはブロンズゴーレムである。ちなみに前のエリアの問題が不正解だった場合、ブロンズゴーレム×２とアイアンゴーレムとの戦闘になっていた。
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カッツ：マイナーアクションで移い動どうして木製のゴーレムとエンゲージ、そしてメジャーアクションで《ペネトレイトブロウ》（＊）を使って攻撃する。命中は５＋２Ｄで……（コロコロ）14。

ＧＭ：（コロコロ）回かい避ひは失敗。

カッツ：ダメージは２＋２Ｄで……（コロコロ）12点の物理ダメージ。しかも《ペネトレイトブロウ》なので、物理防ぼう御ぎよ力無む効こう。

ＧＭ：カッツの拳が木製ゴーレムのボディにヒット！　そして、そのままガーンと胴体に穴あなが空きます。しかし、ゴーレムなのでなんの問題もなく動き続けます。

カッツ：さすがゴーレム（笑）。

ＧＭ：あっ！　プリシラを忘れていました。とはいっても、最初に言ったとおり、なにもしません。ただし、ゴーレムが攻撃する可か能のう性せいもあるので気をつけてくださいね。

ファム：プリシアさんの方にゴーレムが行かないようにすればいいんですね。

ヴァリアス：とすると、まずはゴーレムの動きを止めるのが先決だな。よし、このまま木製ゴーレムを倒してしまおう。マイナーで移動、メジャーでウッドゴーレムに《バッシュ》（＊）！　（コロコロ）ダイスは７なので、命中値は14。

ＧＭ：14？　ということは命中判はん定ていの基き本ほん値が７か……なんでそんなに高いの？

ヴァリアス：《オールラウンド》（＊）で【器用】に＋１されて、《イーグルアイ》で＋２されますから。ロングスピアの命中修しゆう正せいで[image: ]２されるけど、全然問題なし。

ＧＭ：《スピアマスタリー》を取ってない状じよう態たいでその命中率ですか。それはさすがに……（コロコロ）回避失敗。

ヴァリアス：《バッシュ》でダイスが２個増ふえて、ダメージは……（コロコロ）こっちもダイス目はいい感じで23点。

ＧＭ：ゴーレムの物理防御力は２なので、21点のＨＰダメージを受ける。ズバーン！　木製のゴーレムはヴァリアスの攻撃で一刀両断される。

ファム：ヴァリアスさん、すごいですっ！

カッツ：なんか、ヴァリアスがかっこよくないか？

ヴァリアス：うーん、なんかいつもと勝手が違ってオレも戸と惑まどっていたりします（笑）。

ＧＭ：次はカミュラとファムが同時ですから、好きな順番でどうぞ。

カミュラ：わたしは待機します。今のところ《ヒール》（＊）は必要なさそうですからね。

カッツ：賢かしこい選せん択たくです。

カミュラ：当然ですわ（笑）。

ファム：じゃあ、次はあたしですか？

カッツ：ビーム撃うて、ビーム。




　だから、魔法使いはビームは撃ちません。




ヴァリアス：ビームじゃなくて、風の刃やいばだって（笑）。

ファム：え、どれですか……あっ、これか。（拙つたない感じの声で）《えありあるすらっしゅ》（＊）で後ろのゴーレムさんを攻こう撃げきします！

ＧＭ：後ろのゴーレムは二体いますが、どちらを攻撃しますか？

ファム：右のゴーレムさんにしましょう。えっと、魔ま術じゆつ判定でダイスを振るんですよね。９＋２Ｄですから……（コロコロ）ダイス目が３ですっ！

ＧＭ：ということは12ですね。（コロコロ）当たりました。

ファム：ダメージが３Ｄ？（コロコロ）６、１、３で10です。

ＧＭ：ちなみにゴーレムの魔法防御力は０なので、ダメージはすべて入ります。

ファム：そうなんですか？

ヴァリアス：さっきも説明したように、ゴーレムは魔法に弱いんだ。

ファム：それなら、この調子でバンバン魔法を撃ちますよっ！

ＧＭ：次はゴーレムの番ですね。後ろの金属製のゴーレムがビームを撃ちます。

ファム：ゴーレムさんがビームを撃つんですか？

ＧＭ：撃ちます。しかも、ブロンズゴーレムだとブロンズビーム、アイアンゴーレムだとアイアンビーム、クリスタルゴーレムだとクリスタルビームを撃ちます（笑）。

カッツ：なんてダサいんだ。

ＧＭ：きくたけさんが言い出したんじゃないですか。というわけで、ゴーレムはそれぞれ近くにいるカッツとヴァリアスにビームを撃ちます。カッツへの攻撃は……（コロコロ）８。

カッツ：８？　５＋３Ｄなんで余よ裕ゆう、余裕。（コロコロ）回避成功。

ＧＭ：うぐぐぐっ！　では次はヴァリアスへの攻撃……（コロコロ）こっちも低い、９。

ヴァリアス：こっちも５以上で回かい避ひだぜ……（コロコロ）あれ？　４？　そ、そんなバカなことが！　ぶばぁーっ！（一同笑）

ＧＭ：ゴーレムから放たれたビームがヴァリアスを貫つらぬく！　ダメージは４＋２Ｄだから……（コロコロ）９点の魔法ダメージ。

ヴァリアス：ゆ、油ゆ断だんした……。

カミュラ：最後はわたしですね。《ヒール》いります？

ヴァリアス：いえ、まだ大丈夫かと。

カミュラ：じゃあ、魔法撃ちますね。ダメージを受けている方に《サモン・フェンリル》（＊）を使います。（コロコロ）６＋７で13です。

ＧＭ：９以上で回避、９以上で回避……（コロコロ）失敗。今日は全体的にダイス目が低いような気がする。

カミュラ：（コロコロ）あら？　低い。ダメージ６点です。

ＧＭ：すると、空中に狼おおかみの幻げん像ぞうが現あらわれて、ゴーレムをちょっぴりかじります（笑）。
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　次のラウンド。

　カッツはダメージを受けているブロンズゴーレムへと移い動どうし、攻撃するが外れ。

　一方、ヴァリアスはダメージを受けていないブロンズゴーレムを《バッシュ》で攻撃。またしてもダイス目が走り、17点のＨＰダメージを与えた。

　そして念のため、カミュラは再び待機を行なった。




ＧＭ：次はファムの番ですね。

カミュラ：両方ダメージを受けてるから、どっちを攻撃してもとどめさせるかもしれないよ。

カッツ：なんとっ！　カミュラがファムに戦術的なアドバイスを（笑）。

ＧＭ：先輩として後輩への親切な助言ですね。

カミュラ：別に親切なわけじゃないわよ。早く倒した方があたしにダメージが来なくなるから教えてあげただけです（笑）。

ファム：アドバイスありがとうございます！　じゃあ、あたしがいきます、っと言って《エアリアルスラッシュ》で攻撃しますっ！

ＧＭ：どっちを攻撃します？　先せん輩ぱいが行ってる方？　それとも同級生が行ってる方？

カミュラ：先輩を立てるか、同級生を立てるか（笑）。

ファム：悩なやみますねぇー。ここで清せい純じゆん派はかそうでないかが決まりますか？




　すでに手遅れだと思います。




ファム：やっぱりここは同級生を助けましょう。ゴーレムの攻撃で怪け我がしているヴァリアスさんに向けて……。

カミュラ：ヴァリアスを撃つの？

ヴァリアス：げっー！　裏うら切ぎったなぁー！（笑）

ファム：（ドスの利きいた声で）とどめだぁー……って、違ちがいます、違います。ヴァリアスさんの方のゴーレムを攻撃します。……（コロコロ）15で命中です。

ＧＭ：11以上……（コロコロ）回避失敗。さすがにゴーレムでは、《エアリアルスラッシュ》を避よけるのは辛つらい。というわけで、ダメージは３Ｄです。

ファム：（コロコロ）12ですっ！

ＧＭ：おしいっ！　【ＨＰ】が１点残りました。

ファム：あぁ、ごめんなさい！　ヴァリアスさん、堪たえてっ！

　しかし、ゴーレムの攻撃は両方とも外れ。

　最後にカミュラは移動を行ない、このラウンドが終了した。

[image: ]




ヴァリアス：というわけで、名めい誉よ挽ばん回かい、汚お名めい返上。ここで頼れる先輩ぶりをぜひ（笑）。

カッツ：任せたまえ。さっきはほんの小手調べ。ここから本番だ。《ペネトレイトブロウ》を使って……（コロコロ）命中は12っ！

ＧＭ：８以上、８以上……（コロコロ）避けろっ！




　しかしＧＭのダイスの目は無情にも10。




ヴァリアス：……先輩。回避されましたよ。

カミュラ：あの人、役に立たないです！

カッツ：……もういいよ。私はさっきの魔方陣解いているから（笑）。

ヴァリアス：と、とりあえず傷しよう心しんしている先輩は放っておいて……（コロコロ）出目が悪いっ！

ＧＭ：回避成功～（笑）。

ヴァリアス：オレたちは無能だ～。

カミュラ：ダメですね、男性陣は。

ファム：ダメですねぇ。

カッツ：いや、だから戦闘では戦士が前に出て敵てきを抑おさえておき、魔法使いが倒たおすという基き本ほん戦せん術じゆつをキミたちに教えているのだよ。

ファム：なるほど～。あたしの出番というわけですねっ！

カミュラ：じゃあ、わたしは１点の方を殴なぐるので。

一同：殴るっ!?

カミュラ：ちょっと試ためしたいと思って。

カッツ：でも、武ぶ器き持ってないでしょ？

カミュラ：あは（笑）。１点ならいけるかなって。

ファム：じゃあ、そちらはカミュラさんに任せて、あたしはカッツさんを助けます。いきますっ！　とりゃ……（コロコロ）９＋６で15ですっ！

ＧＭ：それは……（コロコロ）回避失敗っ！

ファム：はりゃー、やりました！　やりましたっ！

ＧＭ：３Ｄで14以上出れば、ゴーレムは落ちます。

ファム：はぁぁぁぁぁ……（コロコロ）。

ヴァリアス：うぉっ！

カミュラ：すごく、いいかも。

ファム：えっと、６＋６＋４だから……16ですっ！

ＧＭ：16ダメージ！　カマイタチでゴーレムが切り裂さかれていく。あとに残るは残ざん骸がい、スクラップのみっ！

カミュラ：すごーい。なんかヒロインっぽーい。

ＧＭ／プリシア：すごい、すごいです！　ファムさんっ！

ファム：そんなことないですよ。まぐれですよ、まぐれ。




　しかし、最後のゴーレムが意地を見せた。

　カミュラが素す手でで殴るもそれを装そう甲こうで弾はじき、ヴァリアスを殴る。そして、次のラウンドでもカッツの攻撃を装甲で弾く。

　だが、反撃もそこまで。次のヴァリアスの攻撃を回避しきれず、ロングスピアで胴どうを貫つらぬかれ、破は壊かいされてしまう。




ヴァリアス：これでとどめだっ！

ファム：ヴァリアスさんもすごいですっ！

カッツ：うむ。今年の受験生は質が高いようだな。

カミュラ：あなたが役に立たないだけじゃないですか（笑）。

カッツ：いやいや。私はファムとヴァリアスの腕を見るためにですね……。

カミュラ：言い訳は見苦しいですよ、カッツさん（笑）。




　こうしてファムたちは戦闘の試験を無事にクリアした。

　一いち応おう、この後のことも考えて、カミュラが《ヒール》でダメージを受けたヴァリアスを回かい復ふくし、そしてドロップ品の判はん定てい。




ＧＭ：それでは、ドロップ品の判定をどうぞ。まず、ウッドゴーレムからいきますか。誰だれが振りますか？

ヴァリアス：（カッツに向かって）先せん輩ぱい！　ドロップ品の手本をよろしく（笑）。

ＧＭ：じゃあ、先輩からドロップ品の手本を見せるということで。

カッツ：では、手本を見せよう。まず、ダイスを手にふたつ持つ。

ファム：はい。

カッツ：大きい程ほど、よい物が出ると思えばいい。（コロコロ）……で、このように小さい目を出すとよくない（一同爆笑）。

ＧＭ：えーと……６、なにもなし。

カッツ：これがよくない手本だ。次にプリフェクトのカミュラがよい手本を見せてくれる。

カミュラ：このように……（コロコロ）。

ＧＭ：……６。なにもありません。

カミュラ：６以下を出しては、いけません（笑）。

ファム：はぁー、結けつ構こう難しいんですね。

カッツ：そんなことはない！　君ならできる！

ＧＭ：というわけで、今の先輩の手本を反面教きよう師しにしてファムが振ります（笑）。

ファム：ダイスを２個こ持ちます。それから、振ふります……（コロコロ）。

ＧＭ：４。なにもない。

カミュラ：もっと、低いじゃない！

カッツ：話になりませんな！　今年の新入生は。

ファム：す、すいませんっ！　でも、さっき戦闘でがんばりましたけど……。

カッツ：過か去この栄光にいつまで囚とらわれているんだ！（笑）

ファム：すいません！　次はがんばりますっ！

ヴァリアス：……なんか三さん下した度どで負けてるような（笑）。





（＊）《ペネトレイトブロウ》　モンクのスキル。相手の防御力を無視してダメージを与える。

（＊）《バッシュ》　ウォーリアのスキル。強力な一撃でダメージのダイスを増やす。

（＊）《オールラウンド》　ヒューリンのスキル。任意の能力値を＋１する。

（＊）《ヒール》　アコライトのスキル。【ＨＰ】を回復させる。

（＊）《エアリアルスラッシュ》　メイジのスキル。〈風〉の精霊の力で生み出したカマイタチで攻撃する。

（＊）《サモン・フェンリル》　サモナーのスキル。動物の王フェンリルの幻体を召喚し、攻撃する。









◆ミドル　08◆ふたりの少女──どっちを選ぶ？




　なんなくゴーレムを倒たおしたファムたちは、次の部屋へと向かう。

　次の部屋の試験官はふたりの少女だった。




ＧＭ：では、次のエリアです。ここには試験官がふたりいます。

ヴァリアス：今までと違うな。

ＧＭ：今まではずっとひとりでしたからね。そして、部屋の奥おくにはやはり扉とびらがふたつ。その扉の前にひとりずつ試験官は立っています。まだ年は若わかいです。ファムよりもちょっと上、十八歳になるかならないかといった感じです。

カッツ：ずいぶん若いな。

ＧＭ：エルダナーンなので、見た目どおりの年齢かどうかは分かりませんが。

ヴァリアス：まぁ、カミュラ先輩のような例もあるし。

ＧＭ：エルダナーンは長命の種族ですから。そして、最大の特徴はこのふたり、顔もよく似ているし、背もだいたい同じ。さらに着ている服も同じで、あまり表情を表に出していないところもそっくりです。

ファム：双子……ですか？

ＧＭ：おそらくは。そして、ふたりの試験官は同時に口を開き、まったく同じ言葉を紡ぎ出します。「「ようこそ、いらっしゃいました」」

ヴァリアス：今度はどんな問題なんだ？

カッツ：なんとなくこの試験官を見ていると、なんかこー、もやもやした気になるのは何な故ぜだろうか？　と言って、ファムとプリシアを見る。

ファム：なんですか？

ＧＭ／プリシア：なんですか？

カッツ：なんとなく理由が分かったような気がする（笑）。

ＧＭ：ふたりの試験官はそれぞれ自じ己こ紹しよう介かいをしてきます。「私が試験官のフィーネです」最初に右側の試験官が言います。「私が試験官のリィーナです」こちらは左側の試験官です。「「ここでは、あなたたちの判はん断だん力を試ためさせていただきます」」と一緒に言う。

ヴァリアス：今回は判断力か……。

ＧＭ／フィーネ＆リィーナ：「右の扉」とフィーネ、「左の扉」とリィーナ、「「どちらを選んでもかまいません」」と一いつ緒しよに。

ファム：あたしたちが選んでいいんですかっ!?

ＧＭ／フィーネ＆リィーナ：そうです。もし、必要であれば試練が楽な方の扉を教えて差し上げましょう。

カッツ：なんか、うさんくさくなってきたぞ。

ＧＭ／フィーネ＆リィーナ：「ただし、私は十回に八回は本当のことを言います」とフィーネ。「私は百回に一回しか本当のことを言いません」とリィーナ。「「さて、どちらの話を信じますか？」」

カッツ：なるほど、そういうことか。どちらかに正解の扉を訊きけ、というわけだな。

ＧＭ：そのとおりです。

ヴァリアス：フィーネが80％の確率で、リィーナが１％の確率ということ？

ＧＭ：ちなみにどちらに訊いても、試験官が本当のことを言っているかどうかをダイスで決めますので（10面体ダイスを取り出す）。

ファム：なんか丸っぽいサイコロですよっ！

ＧＭ：これは10面体ダイスといって、０～９の数字が書かれています。00を[image: ]と考えて１～[image: ]までの数字をランダムに決めることができるんですよ。

ファム：へぇ～。こんなサイコロもあるんですね。

カッツ：パーセントダイス、あるいはパーセンテージダイスとも言うな。

ファム：なるほどなるほど。

ＧＭ：ちなみに今までと同じで、これに間違ったからといって先に進めなくなるわけではありません。次のエリアがちょっとだけ難しくなるだけです。

カッツ：まぁ、いい。この答えは簡単だ。

カミュラ：そうですね。

ファム：もう分かったんですかっ！

カッツ：当然だ。リィーナに楽な方の扉はどちらかと訊いて、その逆へ行けばいい。

ファム：え？

カミュラ：リィーナの言うことは99％噓うそですからね。つまり、リィーナの言った反対が99％本当ということになるの。

ファム：な、なるほどぉ～。

カッツ：試練が楽な方の扉はどっちだ？　リィーナに訊く。

ＧＭ：じゃあ、本当のことを言うか判定しましょう（10面体ダイスを取り出す）。

カッツ：本当に振るの？

ＧＭ：いや、ほら一いち応おう１％の確かく率りつで本当のことを言うわけだし（笑）。ではダイスを振りましょう。ダイス目は……（コロコロ）っと。「こちらの扉です」リィーナは右側の扉を指さします。

ヴァリアス：これ、信じていいのか？

カッツ：い、一応99％の確かく率りつで左の扉が正解……のはずだ。

ファム：信じていいんですねっ！

カッツ：た、たぶん（笑）。

ヴァリアス：よし、オレは先せん輩ぱいを信じるぜっ！　バーン、扉を蹴け破やぶる！

ＧＭ：はい、正解です。ちなみにダイス目は１ではありませんでした。

ヴァリアス：よ、よかった。

カッツ：信じていたんじゃなかったのか！

ヴァリアス：え？　し、信じていましたよ。ただ、ほら１％の確率で間違うわけだし。

カッツ：その時は運が悪かったとあきらめてくれ（笑）。

ヴァリアス：えぇーっ！（一同笑）

カミュラ：運に頼る時でも、なるべくリスクを減らしなさいというわけですよね。

カッツ：珍しくカミュラがいいこと言った。

カミュラ：それはどういう意味ですか？（笑）

ＧＭ／フィーネ＆リィーナ：では、次のエリアへとお進みください。







◆ミドル　09◆空飛ぶ少女たち




　ふたりの少女試験官の部屋を抜ぬけ、次の部屋に向かう一行。

　だが、その通路の途と中ちゆうで道は途切れていた。途中で床ゆかがすっぽりとなくなり、巨きよ大だいな穴あなになっていたのだ。

　いや、正確に言えば道はあった。目の前に架かかっている細い橋が唯ゆい一いつの道だった。
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カッツ：橋か……。定番とはいえ、直面すると嫌いやなもんだな。

ヴァリアス：自分がＧＭの時は、いつもダンジョンに出しているじゃないですか。『無印』にも『ルージュ』にもよく橋が出てきて、よくＰＣが落ちていますよ（笑）。

ファム：いつも出すんですかぁ？

カッツ：いつもというわけではないが……八割わりくらい？

ファム：かなり高い確率ですねっ！

カミュラ：それをいつもと言うのです。

ＧＭ：この橋を渡る場合、【敏びん捷しよう】判定を行なう必要があります。難なん易い度は10です。

カッツ：10か……。それほど難しいわけではないな。みんな、敏捷はいくつだ？

カミュラ：３。

ヴァリアス：４。

ファム：２ですっ！

カッツ：で、私が５と。カミュラとファムがちょっと辛つらいかな。それでもフェイト（＊）を１点使えばなんとかなるレベルか。

ＧＭ：あ、プリシアのことを忘わすれないように。

カッツ：誰かが手伝ってあげないといけないのか。

ＧＭ：そうです。手伝った人だけ難易度は＋２されて、12になります。

ファム：あのー、空飛ぶとどうなるんですか？

カッツ：それだっ！《フライト》（＊）があるじゃないか。偉えらいぞ、ファム！

ＧＭ：自分の分とプリシアの分で《フライト》を二回使う必要がありますけど、その場合はファムは判定をする必要なくプリシアと一緒に渡ることができますよ。

カミュラ：よく思いつきましたね。

ファム：ありがとうございますっ！

カッツ：とすると【ＭＰ】の残量を考えると、ファムが自分とプリシアに《フライト》をかけてここを突破。カミュラはフェイトを使うことを考えて判定というところだな。

ファム：分かりましたっ！　じゃあ、プリシアさんは任せてください。

ＧＭ／プリシア：お願いしまーす。任されます。

ファム：任されました。

ＧＭ：では、《フライト》が発動するかどうかの判定だけお願いします。２Ｄを振って、１ゾロが出なければ大丈夫です。

ファム：いきまーす。《フライト》発動っ！

一同：うわっ！　クリティカルだっ！

ＧＭ：クリティカルは自動成功となりますので、なんの問題もなく《フライト》は成功です。




　そして、プリシアへの判定も成功。ファムとプリシアは空を飛んで穴を飛び越える。




ＧＭ／プリシア：「ファムさん、すごーい」とか言いながら、プリシアはファムの魔法にものすごく感動しています。まぁ、クリティカルするほどですから（笑）。

ファム：余よ裕ゆうですっ！

ＧＭ／プリシア：すごいですっ！

ファム：余裕ですっ！

ＧＭ／プリシア：すごいですっ！

ヴァリアス：なんだか、すごいコンビだ（笑）。

ＧＭ／プリシア：そして、無事対岸に渡わたりきったプリシアが「がんばってくださーい」と残りの三人に手を振ります。

ファム：じゃあ、あたしも～。みなさん、がんばってくださーい。

カミュラ：では、次はわたしが渡ります。

ヴァリアス：フェイトは使わなくていいんすか？

カミュラ：使わなくても大だい丈じよう夫ぶです。

ファム：カミュラさん、がんばってくださ～い。

ＧＭ／プリシア：がんばってくださ～い。

カミュラ：いきます……（コロコロ）３＋10で13です。

カッツ：おー、普通に渡ったよ。

カミュラ：これぐらい、余裕ですわ。（明るい口調で）みなさ～ん、ごきげんよう。

カッツ：次は私が渡ろう。

カミュラ：落ちた方が面白いかもしれませんよ（笑）。

カッツ：残念ながら私の【敏捷】は５もあるので、２Ｄで５以上を出せれば大丈夫なのだよ。大丈夫、大じょ……（コロコロ）。５？　危あぶねーっ！（一同笑）

ファム：一いつ瞬しゆんドキっとしましたね。

カッツ：ここらで気を引き締しめなければと、自分に言い聞かせてるんだよ。

ヴァリアス：また妙みような言いわけを（笑）。




　カッツに続き、ヴァリアスも判定にギリギリで成功。一行は無事に橋を渡りきった。




ヴァリアス：ファムが《フライト》持っていたから楽だったけど、もしなかったら穴に落ちていたかもな。

カッツ：特にプリシアがな（一同笑）。

ＧＭ／プリシア：「ファムさんが失敗するわけないじゃないですかっ！」

ファム：余裕ですっ！

ＧＭ／プリシア：「すごいですっ！」

ファム：余裕ですっ！

カッツ：とりあえずアホな子のコンビはおいといて、先に進むぞ（笑）。





（＊）フェイト　ＰＣが持っている運命にあらがう力。運命の精霊アリアンロッドの加護とも言われている。消費することにより、判定を振り直す、振るダイスの数を増やすなどができる。

（＊）《フライト》　メイジのスキル。飛行状態になることができ、いくつかのトラップにかかることがなくなる。









◆ミドル　10◆究極の選択？




　次のエリアには落ち着いた雰ふん囲い気きの老婦ふ人じんがひとり、椅い子すに腰こし掛かけていた。

　それまでの試験官の部屋と造つくりはほぼ同じだが、ただひとつ異ことなる点があった。

　老婦人の後ろにある扉とびらは三つ。それぞれの扉には「前進」「共助」「犠ぎ牲せい」という文字が書かれていた。




ＧＭ：老婦人は椅子に座すわったまま、あなたたちを出で迎むかえます。「ようこそ、みなさん。試験官のテオドラ・ダイアナです。あと一息ですから、がんばってくださいね」

ヴァリアス：あと一息っ！

ファム：がんばりましょうっ！

ＧＭ／ダイアナ：ここでは、みなさんの覚かく悟ごを試ためさせていただきます。

ヴァリアス：覚悟？

カッツ：覚悟だけはいいぞ。毎日カミュラに鍛きたえられているからな（一同笑）。

ＧＭ／ダイアナ：今から、私がひとつの問題を出します。その問題に全員が答えてください。

カッツ：また問題か。そうだ、私が代わりに問題を出してあげよう。（ファムに）鹿しかって十回言ってごらん？

ファム：鹿、鹿、鹿、鹿、鹿、鹿、鹿、鹿、鹿、鹿！

カッツ：サンタクロースが乗ってくるのは？

ファム：えっ？　え、えーと……。トナカイですっ！

カッツ：ぶーっ！　ソリです（一同笑）。

ファム：ソ、ソリ？　あっ！　そっか。

ＧＭ／ダイアナ：そのような冗談のような問題ではありません。

カッツ：なんだとぅ（一同笑）。




　これは、カッツ役の菊池たけしが書いたリプレイ『ノエルと翡ひ翠すいの刻こく印いん』で使われている問題である。この他にも抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とうの問題がてんこ盛もりなので、興きよう味みのある方は、そちらもお読みください。




ＧＭ／ダイアナ：これから出す問題は、正せい解かいがあるようなものではありません。問題への返答によって、後ろの三つの扉のいずれかを進むことになります。

カミュラ：バラバラに入るんですか？

ＧＭ／ダイアナ：答えによってはそうなるかもしれませんね。

ヴァリアス：なるほど。

ＧＭ：（それぞれに紙を渡わたしながら）そういう問題なので、答えは他の人に見えないように、この紙に書いてください。

カッツ：おっ、なんだか懐なつかしい感じがするぞ（笑）。

ファム：そうなんですか？

カッツ：最近はあまりやらなくなったが、他のリプレイの時にメモでプレイヤーに情報を渡すということをやったことがあるのだ。

ファム：へぇ～。

ヴァリアス：でも書いたメモを無くして、リプレイを起こす時に困ったんじゃ……。




　くわしくは『セブン＝フォートレス・リプレイ　リーンの闇砦』（富士見書房刊）を参照していただきたい。




カッツ：（咳払い）ん、んんっ！　それはさておき、早く問題を出したまえ。

カミュラ：ごまかしているし（笑）。

ＧＭ／ダイアナ：では、問題です。あなたが憧あこがれの職しよく業ぎように就くための試験の日。試験会場に向かう途と中ちゆうで、ひとりの少年に会いました。少年もあなたと同じ試験の受験者ですが、彼は受験票を失なくし、試験を受けることができなくなってしまっているようです。

ヴァリアス：なるほど。

ＧＭ／ダイアナ：あなたの受験票を彼に渡せば彼は試験を受けられますが、今度はあなたが試験を受けられなくなってしまいます。その試験は人気がある上に、数年に一度しか試験が行なわれない狭せまき門です。このチャンスを逃のがしたら、次はいつになるか分かりません。

カミュラ：そんなの決まってるじゃないですか。

ＧＭ／ダイアナ：試験を自分が受けるか、少年も自分も試験を受けられる方法を考えるか、少年に試験を受けさせるか。あなたはどうしますか？

カッツ：それはもう決まりだな。

カミュラ：初対面ですよね？

ＧＭ／ダイアナ：初対面です。そして、彼はとても困こまっています。

カミュラ：いえ、困ってるかどうかは別にして、初対面ですよね？




　なぜ、そんなに初対面を気にするのですか？




ＧＭ：では、試験を自分が受けるならば「前進」。少年も自分も試験を受けられる方法を考えるならば「共助」。少年に試験を受けさせるなら「犠牲」とお書き下さい。

カミュラ：わたしは、これでいきます。

ファム：あたしはキャラクター的にこれにしました。

カッツ：まぁ、私はこれだな、絶ぜつ対たい。

ヴァリアス：オレはこれで。




　全員が紙に答えを書き、ＧＭに提てい出しゆつする。




カミュラ：これ以外考えられないですよ。

カッツ：ですよね。

ファム：そうですよね。

ＧＭ：それでは、結果を発表しますっ！

ヴァリアス：ダラダラダラダラダラダラダラダラダラ……（ドラムの真ま似ねらしい）。

ＧＭ：ジャン！「前進」と「共助」の扉が開きます。

ファム：あれ？

ヴァリアス：「前進」が開いたよ？

カッツ：誰だれだ？

ＧＭ／ダイアナ：それでは自分の答えの扉へと進んでください。




　全員が一いつ斉せいにポーンを動かすと……。





＊　＊　＊






「前進」の部屋。部屋の中には彼女以外誰もいない。

　そんな様子をあざ笑うかのように、どこからともなく声が聞こえてくる。

「あなたは進み続けることを選びました。この通路を通り過すぎるまで、決して後ろを振ふり向いてはいけません」

　この部屋にいるのはカミュラだけだった（笑）。
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カミュラ：え？　どうしてですか？　なんで誰もいないんですか？（笑）

カッツ：そりゃ当然「共助」を選ぶでしょ！

ヴァリアス：やっぱりそうだよな。

ファム：あたしはキャラクター性せいを考えました。

カミュラ：キャラクター性を考えたからこそですよ？（笑）

ファム：あたし、強い意い志しを持って、清せい純じゆん派はでいこうと思ったんで。

カッツ：清純派だったら、「犠ぎ牲せい」を選べばいいじゃん。

ファム：いえ、犠牲になるのはちょっと違ちがうと思うんですよ。やっぱり、一いつ緒しよに歩んでいくのがいいと思うんですよ。どちらかだけでは、ダメなんですよっ！

ヴァリアス：素す晴ばらしい。

ＧＭ：まさに〝ハートフル〟な感じですね。

カミュラ：わたしもプレイヤーとしては「共助」にしようかと思ったんですけど、ここでわたしが「共助」にしたら、面おも白しろくないと思って（笑）。

カッツ：ぜってーに嘘だ（笑）。

ＧＭ：まぁ、こうなってしまった以上、仕方ありません。それでは、カミュラさんは危き険けん感知（＊）を行なってください。なお、この部屋では後ろを振り向くと【ＭＰ】が２Ｄ６減ります。

カミュラ：（コロコロ）３＋２Ｄですから、８です。

ＧＭ：それだと足りませんね。トラップが作動します。オリジナルのトラップで「呼よびかける声（＊）」というものです。

ヴァリアス：アコライトじゃ、やっぱり辛つらいか……。

ＧＭ：部屋の中央付近までカミュラが来ると、後ろから声が聞こえてきます。「どうして助けてくれなかったの？　僕も夢ゆめを叶かなえたかったのに……」

カミュラ：自分の責せき任にんでしょ。

カッツ：切り捨すてた（笑）。

ファム：しかも、一刀両りよう断だんで（笑）。

ＧＭ：しかし、少年は負けずにあなたを追い込こむような、心に訴うつたえる様な声が聞こえてきます。それに耐たえられるか【精せい神しん】の判はん定ていで。失敗すると後ろを見てしまいます。

カミュラ：（コロコロ）５＋２Ｄで14。

ＧＭ：判定は成功。あなたは確かつ固こたる態たい度どで、その声を振り切りました（笑）。

カミュラ：あたり前です。自分の責任は自分で取っていただかないと。

ファム：つ、強い（笑）。

カミュラ：ち、違うのよっ！　トップに立つ人間は、こうじゃなきゃいけないのよ。ひとりだけを特別扱あつかいしたら、それは依え怙こ贔ひい屓きになるの。

カッツ：それは、まぁそうだな。

ファム：そこまで考えて「前進」を選んだんですねっ！　カミュラさん、すごいですっ！





＊　＊　＊






「すべての人を助けるというのは、とても険けわしい道です。進む道を誤あやまれば、あなた自身も辛い経けい験けんをすることになります」

　どこからともなく聞こえてくるメッセージ。

　目の前には大きな穴あな。穴の両りよう脇わきは通ることができそうだが……。
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カッツ：〝進む道を誤れば〟ということは、安全な道があるということだが……。

ファム：右ですか？　左ですか？

カッツ：それが分かれば苦労はしない。とりあえず、シーフの私が先行して……。

ＧＭ：「それは認みとめません」

カッツ：なんだってっ！

ＧＭ：「あなたがたは共に歩むことを望んだのです。全員が一緒に進んでください」

カッツ：それは一理あるな（笑）。

ファム：そうですよ！　みんなで一緒に行きましょうっ！

ヴァリアス：となると、一番足を引っ張るのは……。

ＧＭ：もちろんプリシアです（一同笑）。

カッツ：そういうオチかよっ！

ＧＭ：ですからプリシアをちゃんとフォローしてあげてくださいね。

ヴァリアス：で、右と左、どっちに進む？

カッツ：こういう時こそ、ギルドマスターの出番だな。ファム、どっちにする？

ファム：んー……。右でっ！

カミュラ：右でいいのぉ？

ファム：（即そく座ざに）じゃ、左でっ！（一同笑）

カッツ：どっちなんだっ！　それにこの部屋にいない人は茶々を入れるなっ！（笑）

カミュラ：ちぇっ～。

ファム：じゃ、右で行きましょう。

ＧＭ：了りよう解かいです。それでは右に進むということで。では、危険感知をどうぞ。

カッツ：ちっ、こっちがトラップか。

ファム：す、すみませんっ！

カッツ：大だい丈じよう夫ぶ、こういう時のためのフェイトだ。ファムはフェイトを使って、なんとしても回かい避ひするんだ。

ファム：分かりましたっ！

カッツ：では、まずは私から……（コロコロ）４＋２Ｄで……12？

ＧＭ：カッツは踏ふみ出した足を元に戻もどそうとしますが、時すでに遅おそし。スパイクボードが作動します。

カッツ：危ない！　近ちか寄よるなっ！（一同笑）

ヴァリアス：先せん輩ぱい、すでに手て遅おくれです。

ＧＭ：それでは【敏びん捷しよう】判定です。難なん易い度は14。ちなみにプリシアは必ずトラップのダメージを受けてしまうので、よろしく。

ヴァリアス：げぇーっ！

ＧＭ：戦せん闘とう中ではないので、《カバーリング》を持っていなくても「他人をかばう」のオプションは使用できることにします。ですから、誰でもプリシアをかばうことができます。

カッツ：分かった。では、まず先輩である私から手本を見せよう。フェイトを１点使用して、ダイスを１個増ふやす。その結果、私の判定は５＋３Ｄとなる。（コロコロ）ダイス目は13なので成功だ。

ＧＭ：では、床ゆかからスパイクが飛び出てくるんですが……。

カッツ：シパーンっ！　これがスパイクだ。

ヴァリアス：これがスパイクか（笑）。

カミュラ：スパイクを後輩に見せるためにわざと踏んだのですわ（一同笑）。

ファム：できれば、踏む前に教えてくださいっ！　次、あたしです。フェイトを２点使って判定しますっ！（コロコロ）持ち前の機敏さで成功ですっ！　【敏捷】は２ですが（笑）。これがスパイクなんですねっ！

ヴァリアス：オレもフェイトを使って避よけるぜっ！（コロコロ）パカーン！　いい音を立てて、オレは刺ささった。なるほど……これがスパイクか……ガクッ（一同爆笑）。




　結局、プリシアのダメージは後でまとめて《ヒール》やＨＰポーションで回かい復ふくできるからという理由で、ヴァリアスがかばうことに決定。

　そしてダメージロールの結果は……。




ＧＭ：スパイクボードのダメージは……４、５、６で20点とか出ましたが……。

ヴァリアス：20点！　ちょ、ちょっと待ったっ！　物理防ぼう御ぎよ力りよくが６だから14点が２回も!?　28点を引くと……残り【ＨＰ】は１点っ！

カッツ：危あぶねーっ！

ヴァリアス：いや、あと５点は低いと思っていたからな。じゃあ、プリシアを持ち上げているところをドスドスとスパイクが刺さる。うぉー、これは授じゆ業ぎよう料りようが高かったぜ～！（笑）

ＧＭ：「きゃーっ！」と悲鳴を上げたプリシアですが、下でスパイクに刺されているヴァリアスを見て「あ、あ、ありがとうです」とお礼を言います。

カッツ：反対側が正解だったか。うむ、貴とうとい犠牲であった（笑）。

ヴァリアス：まだ死んでねぇーっ！

ＧＭ：ちなみに反対側は仕し掛かけ天てん井じようのトラップが設せつ置ちされています。

一同：なんだってっ！

ＧＭ：どの道を進んでも困こん難なんが待っていたんです。一番簡かん単たんなのは、真ん中の穴あなを飛び越こえることですね。苦労を共にすることを選んだのですから、自ら困難は乗り越えていかないと。

ヴァリアス：なるほど。待てよ？　その場合、プリシアはどうなるんだ？

ＧＭ：さっきの橋と同じです。協力する人の難易度が＋２されます。

カッツ：そうか。

ＧＭ：あとはファムの《フライト》で穴を飛び越えるという選せん択たく肢しもありますね。

ヴァリアス：その場合、ファムの【ＭＰ】がちょっときつくなるけどな。

ＧＭ：それも困難のうちのひとつということです。





＊　＊　＊






　ファムたちが扉を開けると、そこは再ふたたび大きな広間だった。

　どうやら三つの扉は広間に繋つながっているらしく、そこにはすでにカミュラが待っていた。




カミュラ：遅かったですね（笑）。

ファム：大丈夫でした？

カミュラ：全然、楽勝でしたよ。みなさんもこっちにくればよかったのに……。

ファム：こっちも全然、問題ありませんでしたっ！

ヴァリアス：そ、そうだな。

カミュラ：なんか血まみれですよ？

ヴァリアス：だ、大丈夫です……。

カミュラ：じゃあ、《ヒール》もいらないですわね（笑）。

ヴァリアス：ま、待ったぁぁぁぁっ！　ください、すみません！　噓うそでしたっ！　大丈夫じゃないですっ!!　ください、ぜひくださいませぇ!!（一同笑）





（＊）危険感知　落とし穴のようなマイン型と呼ばれる種類のトラップに気がつくかどうかを決定する判定。

（＊）呼びかける声　レベル１のマイン型のトラップ。危険感知の難易度は12。一定の方向から声が聞こえてくるトラップ。作動した場合、対象は難易度12の【精神】判定を行ない、これに失敗した場合、指定された方向を向いてしまう。










クライマックスフェイズ









◆クライマックス　01◆仲間と絆と




　無事合流したファムたち。

　だが、その部屋には後ろにある三つの扉以外、特に出口らしいものは見あたらなかった。

　それに試験官も、障しよう害がいとなるエネミーもいない。

　しかし、その部屋には激はげしい戦せん闘とうが行なわれたであろう名な残ごりだけがあった。焼け焦こげた壁かべ、床ゆかに残された剣けんの跡あと、そして血けつ痕こん……。

　そこには確たしかに戦いの痕こん跡せきが残されていた。




ＧＭ：それではクライマックスフェイズに移うつります。

カッツ：ようやく最後の部屋か。

ファム：早かったような、ずいぶん時間がかかったような感じですね。

ヴァリアス：戦闘は一回しかなかったけど、妙みように大変だったような記き憶おくが（笑）。

カミュラ：あなたが余よ計けいなダメージを受けるからです。

ヴァリアス：それはプリシアを助けるためだ。そうしないと入学できないからな。

ファム：そうですよっ！　ヴァリアスさんのせいじゃないです。

カミュラ：そんなことは分かってます。だから《ヒール》もかけたじゃないですか。わたしが言いたかったのは、もっと気をつけなさいっていうことで……。

ヴァリアス：は、はぁ。

カッツ：おや？

ファム：実はカミュラさんっていい人だったんですね（笑）。

カミュラ：（慌てた感じで）な、なに言ってるんですかっ！　わたしはですね、気を抜ぬくと試験に落ちると言ってるんですよ。ファムさん、あなたもですよ。

ファム：はい！　がんばりますっ！

ＧＭ／ダイアナ：と、会話が終わったのを見計らったかのようにダイアナの声が聞こえてきます。「その部屋が最後になります。この部屋で試ためされるものは絆きずなです」

ファム：絆ですか？

ＧＭ／ダイアナ：そうです。ひとりひとりの力は小さなものですが、人は力を合わせることで、より大きな力を発はつ揮きすることができます。あなた方の絆を見せてください。

カッツ：我われ々われの絆を持ってすれば、どのような試練でも乗り越こえることができよう（笑）。

ファム：ウェルカムですっ！（一同笑）

ＧＭ：すると、三体のエネミーがなにもない空間に出しゆつ現げんします。一体は半人半はん獣じゆうの石せき像ぞう、残り二体が槍やりを持ったおもちゃの兵隊みたいな形をしています。「我が名はトライアルスタチュー。これよりお前たちの絆を試す」

一同：しゃ、喋ったっ!?

ＧＭ：ちなみに喋っているのは石像の方です。おもちゃの兵隊に顔はないので。

ファム：のっぺらぼうさんなんですね？

ＧＭ：胴どう体たいの上に丸い玉が浮うかんでいるような感じです。そして、トライアルスタチューが続けて話します。「誰ひとり欠けることなく、我と、我の配下を倒たおして見せよ」

カミュラ：なるほど。ひとりも死んではいけないということですね。

ＧＭ：正確に言うと、ひとりも戦闘不能になってはいけないということです。

カッツ：それほど難むずかしいことじゃ……ん？　ってプリシアっ！

ＧＭ／プリシア：ん？　呼びました？（一同笑）

ヴァリアス：ここでもプリシアを守りながら戦わないといけないのか……。

ＧＭ：そのとおりです。では、ラウンド進行に移りましょう！
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＊　＊　＊






ＧＭ：スタチューの行動値ちは12、その配下のおもちゃの兵隊みたいなエネミーの行動値は６です。だから、スタチュー→カッツ→ヴァリアス→ファム＆カミュラ→おもちゃの兵隊の配下の順番ですね。

ヴァリアス：距離は？

ＧＭ：兵隊までの距離は５メートル。そこからさらに10メートル後ろにスタチューです。
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ＧＭ：セットアップはどうしますか？

カミュラ：《ヘイスト》（＊）使います？

カッツ：いや、ここで《ヘイスト》を使ってもスタチューより先に動けるのは私だけだ。それに《カバーリング》要員の私がエンゲージから離はなれると、範はん囲い攻こう撃げきを受けた時に大変なことになる。

ＧＭ：さすがカッツ。その読みは正しいです。「まずは我が一撃、耐たえてみせよっ！」スタチューの口がガバァーっと開いて、そこからブハァーッとガスが出てきます。《ウィルブレス：マヒ》（＊）で全員を攻撃します。

カッツ：やはり来たかっ！

ＧＭ：命中は８＋３Ｄです。（コロコロ）……19で回かい避ひどうぞ！

ヴァリアス：19!?

カッツ：それは避よけられないなぁ。

カミュラ：避けられないですね。わたしの回避は３なんだよね。

ファム：あたしの回避は２ですっ！（笑）。

カミュラ：わたしより低い（笑）。

ヴァリアス：メイジだからなぁ。

カッツ：なんとか耐えてくれ。私はプリシアを《カバーリング》しないといけないのだ。せめて自分の分だけでも避けないと……。

ヴァリアス：避けられるのか？

カッツ：まかせたまえ。私の回避判定は５＋３Ｄなんで、フェイトを使用して４Ｄにすれば、期待値で避けられるのだ。

カミュラ：（小こ悪あく魔ま的なセリフで）確かく率りつ的にはね♪

ファム：あはははは（笑）。

カッツ：いかにも失敗しそうな言い方をしないでくれっ！

ファム：絆ですよ、もっと絆を大切にしないと！（笑）

カッツ：笑ったあとに言うなっ！　えーい、じゃあ、回避どうぞ。……あ、私がＧＭじゃないっつーの（一同爆ばく笑しよう）。

ＧＭ：ＧＭを乗っ取らないでください（笑）。




　ファム、カミュラ、ヴァリアスは回避を試みるも失敗。

　だが、カッツは……。




カッツ：14以上で回避っ！　とぉっ！（コロコロ）

ヴァリアス：おぉ！　クリティカルっ!!

カッツ：よし、華か麗れいに避けた。でも、プリシアを《カバーリング》で守るので結局ダメージは受けるんだけどな（笑）。

ＧＭ：それではダメージを出しますよ。ダメージは４Ｄで……（コロコロ）18点！

カミュラ：《プロテクション》（＊）を使います。誰がいいのかな？

カッツ：【ＨＰ】も防ぼう御ぎよ力も低いから、やっぱりファムじゃないか。

カミュラ：ではファムに《プロテクション》です。ていっ！（コロコロ）……４。

ＧＭ：ファムだけダメージからさらに４点減へらしてください。

カッツ：最初からいきなり状じよう況きようがやばいな。とにかく散さん開かいしよう。このまま《ウィルブレス》を受け続けるわけにはいかない。




　マイナーアクションでマヒを解かい除じよし、メジャーアクションでスタチューの前に立ち塞ふさがるおもちゃの兵隊──ガードポーンと、プリシアを連れてエンゲージするカッツ。

　ヴァリアスもカッツ同様、マヒを解除してもう一体のガードポーンとエンゲージする。
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ＧＭ：次はファムとカミュラです。

ファム：まだ、マヒしているんですか？

ＧＭ：はい。ですので、このままだとメジャーアクションが行なえません。マイナーアクションを使ってマヒを解除すると、メジャーアクションが行なえるようになります。

ファム：なるほど。じゃあ、マイナーアクションでマヒを解除して、攻撃します。カッツさんとヴァリアスさんの方とどっちがいいですか？

ヴァリアス：《カバーリング》を使えるカッツがフリーになった方がいいかと。

ファム：分かりました。カッツさんの方に攻撃します。せーのっ！（コロコロ）９＋８で17ですっ！

ＧＭ：さすがに《エアリアルスラッシュ》は命中しやすい。こっちは……（コロコロ）13なので回避失敗。

ファム：ダメージは……（コロコロ）12点ですっ！

ＧＭ：カマイタチによる攻撃を胴体に受けて、宙ちゆうに浮ういている頭がカックンカックンと揺ゆれます。魔法防御力を引いてと……。さすがにまだ落ちませんが、身体のあちこちが欠けたりして半はん壊かいといった感じですね。

カミュラ：半壊ですか……では、わたしも攻撃しましょう。《サモン・フェンリル》を使います。６＋２Ｄで……（コロコロ）15です。

ＧＭ：さすがに魔法系けいの命中はみんな高い……（コロコロ）14？　おしいっ！　《サモン・フェンリル》も回避失敗です。

カミュラ：フェンリルの召しよう喚かんに成功です。ダメージはいくつ以上出せばいいのかしら？

カッツ：遠えん慮りよしないで、６ゾロ出してください。

カミュラ：でも、わたしが目立ったら、ヒロインの立場が（笑）。

ファム：もう、全然大だい丈じよう夫ぶです。ていうか、倒してください、お願いします。

カミュラ：では、フェンリルいきまーす。（コロコロ）８です。

ＧＭ：それくらいなら、まだまだ保ちますよ。

カミュラ：でも、重じゆう圧あつがいきますよ（笑）。

ＧＭ：うっ、ま、まぁ、マイナーアクションを使うようなエネミーではないので、まだなんとかなりますが……。仕方ない、そのままエンゲージしているカッツを攻撃しよう。

カッツ：カモーンっ！　こっちは回避する上に、硬かたいぞ！

ヴァリアス：なんといやらしい（笑）。

カッツ：しかも《カバーリング》を持っているぞ。

カミュラ：なんといやらしい（笑）。

カッツ：そりゃもう『ルージュ』で学びましたよ！　ただ、魔法には弱いんだ、実は（笑）。

ＧＭ：しかし、命中さえすればなんとかなるっ！　マイナーで重圧を解除、そして普ふ通つうに攻撃……（コロロコ）３＋３Ｄで13で命中！

カッツ：そこそこあるな。だが、私の前には無意味だっ！（コロコロ）




　踊るように転がるカッツのダイス。そしてその出目は６、６、３！




カミュラ：おっ！　すごーいっ！　クリティカル!!

ファム：カッツさん、すごいです。

カッツ：そのような攻撃では話にならんぞ（笑）。

ＧＭ：では、次はヴァリアスへ攻撃。

ヴァリアス：来ませいっ！　死んでみせよう（一同笑）。

カッツ：そういうことを言っていると……。

ＧＭ：（コロコロ）クリティカル。

カミュラ：あっ！

ヴァリアス：そんなバカなっ！

カッツ：そういうこと言ってるから……。

ヴァリアス：いや、ここで避けてみせるっ！　６ゾロ出ろ！　（コロコロ）ダメです（笑）。

ＧＭ：では、ダメージが２Ｄ増ふえて８＋４Ｄになりますので……槍やりがヴァリアスに突つき刺ささるっ！　（コロコロ）22点のダメージっ！

ヴァリアス：……。

カミュラ：まだ、生きていますか？

ヴァリアス：……ダメです。《プロテクション》で５点軽けい減げんできないと戦闘不能になる……。

カッツ：ほんとに死んだよ（笑）。

ファム：有言実行ですねっ？

カッツ：まぁ、実じつ際さいには戦闘不能なので死んでないんだけどな。

ヴァリアス：フェイト使って《プロテクション》をっ！　もしくは《蘇生》をっ！

カッツ：《プロテクション》で防ふせいでも、次ダメージ受けたらまた戦闘不能だろうがっ！　ギルドマスター、ここは《蘇生》を使用しよう。

ファム：あたし？　あ、ギルドマスターですものね。《蘇生》を使いますっ！

カミュラ：えー、ほんとに？（笑）

ファム：（即座に）じゃあ、止めますっ！

ヴァリアス：へ、へるぷみー（一同笑）。




　この場で試験に落ちるわけにもいかず、またヴァリアスの懇こん願がんによって《蘇生》を許きよ諾だくするファム。しかし、ガードポーンのダメージがなくなるわけではなく、ヴァリアスの【ＨＰ】が半分以下になるのは変わらない。

　そして次のラウンド。
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ＧＭ：ではセットアップにダメージを受けている番兵くん（ガードポーン）が特とく殊しゆ能力を使用。ボディが赤しやく銅どう色に輝かがやき始めます。《ファイナルモード》です。

ファム：《ファイナルモード》（＊）？

ＧＭ：一時的にダメージを増ぞう加かするエネミーの特とく殊しゆ能のう力りよくです。

ヴァリアス：なんだって！　兵隊が行動する前に倒さないとまずいんじゃ……。

カッツ：そうだな。《蘇生》で【ＨＰ】が回復しているとはいえ、まだスタチューが残っているからな。

ＧＭ：だが、その前にスタチューが行動しますよ。《ヘイスト》は使用しますか？

カミュラ：どうします？

カッツ：難むずかしいな……。いや、ここは様子を見よう。どっちにしろフェイトを使わないと先に行動できる確立も低いし、敵てきの行動を見み極きわめないと判はん断だんできない。

ＧＭ：では、スタチューの行動です。胸むねの前で組んでいた腕うでを解とくと、それがグイ─────ンと伸のびて《トラクターパンチ》を使用。

ヴァリアス：《トラクターパンチ》？

ＧＭ：エネミー特殊能力の《引き寄せ》（＊）のメジャーアクション版ばんです。

ヴァリアス：どこが違うの？

ＧＭ：メジャーアクションが必要になった代わりに、レベルがなくなって、距きよ離りが20メートルに伸びています。しかも片腕で一体ずつということで二体を対象に指定することができるようになっています。

カッツ：なんだってっ！

ＧＭ：もちろん対象はファムとプリシア（ファムとプリシアのポーンをスタチューのエンゲージへと移い動どうさせる）。




　トライアルスタチューの巨大な手が伸びて、ファム、そしてプリシアの腕に掴みかかる。そして、その腕はあっという間に縮まり、ふたりはスタチューの方へと引きずられていく。




ファム：引き寄せられました～。

ＧＭ／プリシア：られました～。

ＧＭ：パーティの中で防ぼう御ぎよ力の低い者を引き寄せるようにプログラミングされているんですよ。味方を守りながら戦うようにし向ける。これぞ絆きずな確かく認にん装そう置ち（笑）。

カッツ：それはまずい！

ファム：まずいですっ！

ＧＭ／プリシア：まずいですっ！

カッツ：次は私の行動だが……。

カミュラ：どうしますか？

カッツ：ガードポーンから離り脱だつするという手もあるが……いや、ここは確実にこいつを倒そう。次のラウンドのセットアップに《ヘイスト》をかけてもらえば、先にスタチューとエンゲージできるはずだ。

ヴァリアス：じゃ、オレも全力でガードポーンを倒たおすという方向で。

カッツ：《ペネトレイトブロウ》を使用。……（コロコロ）命中は15！

ＧＭ：……（コロコロ）こちらの回かい避ひは失敗。

カッツ：ダメージは２＋２Ｄで……（コロコロ）６？　これはきびしい……か？

ＧＭ：（ポーンを倒しながら）カッツの一撃を受けたガードポーンは、その場で糸の切れた操あやつり人形のように崩くずれ落ちます。

カッツ：よしっ！　まずは計画どおりっ！

ヴァリアス：次はオレか。目の前のガードポーンを《バッシュ》で攻撃っ！（コロコロ）命中は14。ちょっと微び妙みようかも。
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ＧＭ：10以上で回避……（コロコロ）ぶっ！　ファンブルっ！

ヴァリアス：よしっ！　ここで《ボルテクスアタック》（＊）も使用、フェイトも２点使っちゃおう。こいつも《ファイナルモード》使われると面めん倒どうだ。ダメージは……（コロコロ）。

ファム：す、すごーいっ！　３よりも小さい目がありませんよっ！

ヴァリアス：ボス用に取っておけばよかったかも。10、20、34に８を足して42点っ！

ＧＭ：それはさすがにムリムリ。ヴァリアスの渾こん身しんの一撃でガードポーンは木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛びます。

一同：おーっ！

カッツ：なんだか、今回のＯはたは一味違ちがうような気が……。

ＧＭ：小島さんとの三下合戦になるかと思ってたんですけどねぇ。

ファム：それ、どういうことですか（笑）。

ＧＭ：まぁ、これはこれでいいと思いますよ。三下以下の下げ僕ぼくがいることですし（笑）。

カッツ：だから、下僕じゃねぇっ！

ＧＭ：さて、次はファムとカミュラの番ですね。

ファム：あ、あたしはどうしますか？　ここで魔ま法ほうを使いますか？

カッツ：……いや、そこにいると危あぶないから（笑）。同時にふたりは《カバーリング》できないので、範はん囲い攻こう撃げきとかされると危ないから。

ファム：じゃあ、離れまーす。




　ファムはトライアルスタチューのエンゲージから離脱し、カミュラは念のためにヴァリアスに《ヒール》をかける。

　そして次のラウンド。
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カミュラ：《ヘイスト》を使います。カッツさん、お願いしますよ。

カッツ：はっ、お任まかせください……って、なんで卑ひ屈くつになっているんだ？

ＧＭ：すっかり、そういうキャラクターになりましたねぇ。

カミュラ：えっと、フェイトを１点使用して、（コロコロ）……あら？　３です（笑）。

カッツ：３？　９＋３は12？　あ、危ねーっ！

カミュラ：大だい丈じよう夫ぶ、計算どおりです。

カッツ：噓うそつけっ！（笑）

カミュラ：（諭さとすような言い方で）なにを言ってるんですか？　先に行動できるのですから、計算どおりなんですよ（一同笑）。

ＧＭ：では、カッツが先です。

カッツ：マイナーで移い動どう、メジャーで《ペネトレイトブロウ》。そろそろ【ＭＰ】がきびしくなってきたな。（コロコロ）命中は11！

ＧＭ：スタチューの回かい避ひは４＋２Ｄ……（コロコロ）え？　また、ファンブル？　なんかファンブルが多いような気がするんですけど。

カッツ：よしっ！

カミュラ：あのボスって強いのかしら？（笑）

ＧＭ：なんか、ダイスを振ふる時に小島さんがこーやると（呪のろいを掛かけるような手つき）ファンブルが出てるような気がする。

ファム：気のせいですよっ！（笑）

カッツ：ここで一気に畳たたみ込むぞっ！　フェイトを全部使用するっ！　ダメージは……（コロコロ）18点！　しかも物理防ぼう御ぎよ力は無む効こうっ！

ＧＭ：カッツの拳こぶしがスタチューのボディにヒット！　すると、そこから無数のヒビが広がっていきます。

カッツ：このヒビを狙ねらうんだ（笑）。

ＧＭ：しかし、次の行動はスタチューです。「我わが一撃を受けてみよっ！」スタチューは両腕を真横に伸のばすと、その場でグルグル回転し始める。《範囲攻撃》でカッツとプリシアを攻撃します。

カミュラ：ぐるぐるぱーんち（笑）。

ヴァリアス：スーパーラリアットッ!?（笑）

カッツ：やはりそう来たか。ならば、自分の分は普ふ通つうに回避して、プリシアを《カバーリング》するぞ。

ＧＭ：命中は８＋２Ｄで……（コロコロ）17！

カッツ：む！　17か……ちょっときついか。フェイトを１点使用して……（コロコロ）回避は成功。そしてプリシアを《カバーリング》！　危ないっ！　といってプリシアをしゃがませると、その上をスタチューの腕うでが素通りして、それが一回だけ当たる感じで（笑）。

ＧＭ：ヒュ────、ゴインッ！　ダメージは10＋２Ｄで（コロコロ）15点。ダイス目があまりよくないなぁ。おっと、忘わすれるところだった。ここで全員【感知】判はん定ていをどうぞ。難なん易い度は13です。

ヴァリアス：ダイス目が低いっ！　失敗。

カッツ：ぶっ！　ファンブル。スタチューの攻撃を受けたので気がつかなかった、ということで（笑）。

ファム：あたしは１足りませーん。

カミュラ：４＋９で……ちょうど13です。




　カッツにかばわれ、スタチューの攻撃を逃れたプリシアであったが、それでもよろけて体勢を崩してしまう。

　その時、カミュラにだけは見えた。プリシアの胸元できらめく緑色のペンダントのようなものを。




カミュラ：緑色？　確たしかファムが付けているのも緑色のペンダントですよね。

ＧＭ：一いつ瞬しゆんのことなので、さすがにデザインとかまでは分かりませんが、おそらくペンダントかなにかだということまでは分かります。あと、ファムの持っているものとは違って光を反はん射しやして輝いていました。

カミュラ：一体、なんでしょう？

カッツ：まぁ、この段だん階かいじゃ考えても分からないかと。

ヴァリアス：それに、とりあえず目の前のスタチューをなんとかしないと。このまま範囲攻撃され続けると、さすがにカッツ先せん輩ぱいでもつらいかと。

カッツ：た、助けてくれー（笑）。

ファム：いきなり弱音を吐はいています（笑）。

ヴァリアス：で、次はオレの番だが……ここで「竜りゆうの息」を使用するっ！

カッツ：ここで《ブレス》かっ！

ヴァリアス：竜りゆう眼がんになっている方の眼めをかっと見開くと、そこに光のエネルギーのようなものが集まってきて、それをビームのように放つっ！　というような感じでひとつ（一同笑）。

カッツ：眼からビームかよ（笑）。

ヴァリアス：まぁ、そんな感じ。口からブレス吐くよりは面おも白しろいかと思いまして。そして命中は７＋２Ｄで……（コロコロ）16です。

ＧＭ：うぐぅ、意外と高い……。

ヴァリアス：武ぶ器きの分の命中修しゆう正せいがなくなりますから。

ＧＭ：……（コロコロ）回避は失敗！

ヴァリアス：ダメージは２Ｄしかないので、これにフェイトを２点使用するっ！　（コロコロ）……〈光〉属ぞく性せいの魔ま法ほうダメージで17点っ！




　ヴァリアスから放たれた、目も眩むような光の渦がトライアルスタチューを包み込み、あっという間に呑み込み、貫いていく。

　それはまるで光の精霊が降臨したかのような光景であった。




ＧＭ：ヴァリアスから放たれた目も眩むような光の渦がスタチューを吞み込んでいき、巨大な爆発が起こります。

カッツ：うぉっ！　眩まぶしいっ！

ファム：な、なにが起こったんですかっ！

カミュラ：これがヴァリアスさんの真の力なの？

ＧＭ：みんな好き勝手なこと言ってますね（笑）。で、光が消えた後には、凄すさまじい熱量がまだその場に残っているのか、スタチューが陽炎かげろうのようにゆらゆらと揺ゆれています。

カッツ：これでも倒たおれないのか……。

ＧＭ：いえ、もう満身創そう痍いといった感じですね。全体にヒビが広がっています。具体的には、すでに残り【ＨＰ】が半分をきりました（笑）。

ヴァリアス：ファム、いまだっ！

ファム：分かりましたっ！《エアリアルスラッシュ》でスタチューを攻こう撃げきします。（コロコロ）命中は15ですっ！

ＧＭ：11以上ならば回避できます。

カミュラ：出ませんっ！　絶ぜつ対たいに出ません！

ファム：（呪のろいの手つきで）出ない！　出ないっ！　出ないっ!!

ＧＭ：だから、その手つきは止めてください（笑）。（コロコロ）……10っ！　おしいっ！

カミュラ：これにフェイトを使用して、一気にダメージを。

ファム：フェイト使った方がいいですか？

カッツ：ついでに《マジックフォージ》（＊）も使ってしまいましょう。

ファム：《エアリアルスラッシュ》が３Ｄで、《マジックフォージ》が２Ｄ、フェイトが２Ｄで……全部で７Ｄ？

カミュラ：６をいっぱい出すのよ（笑）。

ファム：分かりましたっ！　えいっ！（コロコロ）

カッツ：おっ!?

ヴァリアス：６はあまりないけど……。

カミュラ：５がいっぱい出ていますね。

ファム：いいんじゃないですか？　えっと……10、20、32の33点？

ヴァリアス：うぉー、オレの光のブレスなんかより、全然強いぜーっ！（笑）

ＧＭ：ファムのメイジスタッフの前に巨大な風の刃やいばが現あらわれ、目にも止まらぬ早さで、まさに音速でスタチューの胴どうを斬きり裂さき、そのまま後ろへ抜ぬけていきますっ！




　ファムの魔法の一撃を受け、一いつ瞬しゆん動作を止めるトライアルスタチュー。

　ヴァリアスが、カッツが、カミュラが見守る中、ファムが大きな溜ため息いきをつくと同時に、スタチューの上半身が左へとずれ、そのまま轟ごう音おんを立てて落ちた。




ファム：やりましたよ！

カッツ：さぁ、ドロップ品の判はん定ていだっ！（笑）

ファム：やりましたよっ！

カミュラ：フェイトは誰だれが余あまっていますか？（笑）

ファム：あ、あのー。

ヴァリアス：じゃあ、そこでポンとファムの肩かたを叩たたいて、よくやったな。と、誉ほめる。

ファム：あ、ありがとうございますっ！




　ファムが感かん謝しやの言葉をヴァリアスに告げると同時に、部屋の奥おくの壁かべに幾いく筋すじもの亀き裂れつが入り、まるで寄よせ木細工のように隠かくされていた扉とびらが左右に開いた。

　扉の向こうには登り階段があり、その上から暖あたたかい光が差し込んでいた。

　再ふたたびどこからともなく試験官のダイアナの声が聞こえる。




「これにて試験は終しゆう了りようです。そのままその扉から外に出て、教室へとお戻もどりなさい。正式な合ごう否ひについては後ほど発表しますが……」




　固かた唾ずを吞のんで押おし黙だまるファム、そしてヴァリアス。




「無事試験を終了したあなた方に、私から先にお祝いの言葉を差し上げましょう。合格、おめでとうございます」




　ファムリシア、

　そしてヴァリアス・ヴァンガード。

　エルクレスト・カレッジ入学試験、無事合格。





（＊）《ヘイスト》　アコライトのスキル。行動値を増加させ、素早く動けるようにする魔法。

（＊）《ウィルブレス》　エネミーの特殊能力。毒やマヒなどのバッドステータスを与える息（ブレス）を吐く。

（＊）《プロテクション》　アコライトのスキル。不可視の壁によってダメージを軽減する魔法。

（＊）《ファイナルモード》　エネミーの特殊能力。ダメージが増加するが、そのラウンドの最後には死亡してしまう。

（＊）《引き寄せ》　エネミーの特殊能力。蔦などで相手を自分の懐へと引き寄せることができる。

（＊）《ボルテクスアタック》　ウォーリアのスキル。シナリオ中に一回だけ白兵攻撃によるダメージを増やす。

（＊）《マジックフォージ》　メイジのスキル。シナリオ中に一回だけ魔術によるダメージを増やす。










エンディングフェイズ









◆エンディング　01◆ありがとう。そして……




　階段を上がった先は、大型実験場の外へと繫つながっていた。

　そこには試験の終わった学生を誘ゆう導どうするためであろう、ひとりの教きよう師しが椅い子すに腰こし掛かけており、ファムたちにも早く大講こう堂どうへと行くように指し示じを出す。

　ファムたちが教師に言われるままに大講堂へと向かおうとした時……。




ＧＭ：それではエンディングフェイズになります。無事、ダンジョンをクリアしたあなたたちは、出口にいた教師に大講堂に行くように促うながされます。

カッツ：終わった、終わった。

ヴァリアス：どうにか試験はクリアできたようだな。

ファム：そうですね。ありがとうございましたっ！

カミュラ：いえいえ。それほどのことではありません。

ＧＭ：さて、外に出てみんなが大講堂へと向かう途と中ちゆう、「ありがとうございました」ペコっとプリシアがお辞じ儀ぎをしてお礼を言います。

ファム：お礼なんていいですよ。プリシアさんを最後まで守るのが試験ですし。

ＧＭ／プリシア：え？　えっと、そ、そうですよね。あはははは……。

カッツ：なんか怪あやしいな。

ＧＭ／プリシア：それじゃ、ここからはひとりで帰れますから。

カッツ：いや、そりゃ帰れるだろう。

ＧＭ／プリシア：それじゃ、またっ！

カミュラ：帰してもよいのですか？

ヴァリアス：なにかできるわけじゃないし、帰してもいいんじゃない？

ファム：んー、なにかあるような気がするんですけど……。

ＧＭ：では、プリシアはそのままタッタカタと走って行きますが……。

カッツ：行きますが？

ＧＭ：あなたたちの方をちらっと振ふり返って見た瞬間に、石に躓つまずいてドテッと転びます。

一同：どこのドジッ娘こだっ！（笑）

ＧＭ：痛いたいなぁ、もうっという感じでドタバタと立ち上がり、再び走って行きます（笑）。

カミュラ：行っちゃった。

ＧＭ：と、みんなでプリシアを見送っていると、大型実験場の方から大おお慌あわてな様子で先生が走ってきます。

ヴァリアス：ま、まさか、試験に落ちたんじゃ……。

ファム：え？　だってちゃんと最後の部屋まで行けたし、プリシアさんも守れたし。

ＧＭ／先生：もうしわけない。ちょっと試験に手て違ちがいがあってな。

カミュラ：手違いですか？

ＧＭ／先生：ダンジョンで運んでもらうものが間違っていたんだよ。試験ではこっちのキングホーク（巨大な鷹）の卵たまごを運んでもらうはずだったんだ。

カッツ：なんだってっ！

ファム：じゃあ、さっきのプリシアさんは？

ＧＭ／先生：おそらくなにかの手違いとは思うんだが……。

ヴァリアス：まさか、試験をやり直しとかっ！

ファム：えっ！　そ、そんなぁ……。

ＧＭ／先生：いやいや、とりあえずダンジョンを突とつ破ぱしたことは間違いないし、別のものであったが最後まで守り抜いたことには違いない。正式な発表はこの後になるが、おそらく合格ということになるだろう。

ファム：ほっ……。

ＧＭ／先生：とりあえず知らせるだけでもと思ってな。では、私はこれで失礼する。君たちも早く大講堂に行きたまえ。

ファム：どういうことでしょう？

ヴァリアス：ファムの名前も知っていたみたいだし。

カッツ：ファムとキャラもかぶってるしな（笑）。

カミュラ：分かりました。きっと、ヒロインを乗っ取るつもりなのよ（笑）。

ファム：そ、そうなんですかっ!?　それは困こまりますっ！

カッツ：ファムリシア、危あやうし（笑）。

ファム：ぜったいに、ヒロインの座は譲りませんよぉ（笑）。

ヴァリアス：でもさ、真面目な話……。

ファム：プリシアさんって、何者なんでしょう？




　プリシアが走り去った方を見やるファム。

　だが、そこにはもう誰もおらず、エルクレストを囲んでいる市壁へと沈もうとしている夕日が見えるだけだった。







◆エンディング　02◆今日からよろしくっ！




　大講堂へと戻ったファムとヴァリアス。

　ずらりと並ならんだ新入生たち。最初の時よりもやや人数は減へっているものの、見知った顔はほとんど残っている。アルヴィンやリースも無事、試験に合格したようだ。

　試験結果の発表、エルクレスト代表アルフレッド・ヨークの祝辞、学長エルヴィラ・アルディリケの挨あい拶さつなどが式次し第だいのとおりに進んでいく。

　そして学長から渡わたされるカレッジのローブ。学校、そして寮りようのシンボルが刺し繍しゆうされた正式なローブだ。

　ファムリシアは、受け取ったローブを両手で受け取るとぎゅっと抱だきしめる。

　これが夢ゆめの第一歩なのだ。




ＧＭ：それではエンディングですが……。

カッツ：いいか、この学園で生き残るための、色んなことが分かっただろう。私もこうやって３年間生きてきたんだ。

ＧＭ：え？

ヴァリアス：先せん輩ぱい！　オレは先輩として、尊そん敬けいします！（笑）

カッツ：いいか？　頭は低く（一同笑）。

ヴァリアス：はっ！　頭は低く！

カッツ：従じゆう順じゆんに。

ヴァリアス：はっ！　従順に！

カッツ：だが、心の底では、自分の大事な柱を守り通すのだ。それが折れた時は、この学園のただの木で偶くと化すぞ。

ヴァリアス：はっ！　分かりました。

カッツ：まぁ、そんな適てき当とうなことを寮の部屋でぬかす（笑）。

ヴァリアス：オレたちのエンディングはこれで終了で。

ＧＭ：ま、まぁ、いいですが（笑）。では、ファムとカミュラの方も部屋でのエンディングにしましょう。

カミュラ：では、ファムと一いつ緒しよに部屋へと戻ります。すると、部屋の様子が変わっています。

ファム：変わっているんですか？

カミュラ：部屋の境さかいのテープが真ん中にきています。

一同：いつの間にっ！

カミュラ：ダンジョンに行く前に部屋を広げておいたのです。

ＧＭ：さすがカミュラ！　最初からこれを狙っていたんですね。

ファム：あら？　部屋が広くなっているような？

カミュラ：気のせいじゃないですか？

カッツ：なんて作さく為い的なんだっ！（笑）

ファム：これは、ときめきますよっ！

ヴァリアス：ときめいたっ！（笑）

カミュラ：そこで、ファムに向かって手を差し伸のべます。あなたはよくがんばりました。

ファム：うーん、ときめかないなぁ（一同爆笑）。




　ときめく必要はありません。




カミュラ：それじゃあ、（恥はずかしそうに）実はあなたのことが好きでした（一同笑）。

ＧＭ：〝ハートフル〟じゃない路線になっています！

ファム：じゃあ、カミュラの手を握にぎった時になにか、ふっと過か去この記き憶おくが一いつ瞬しゆんよぎる感じでどうでしょう？

ＧＭ：なんか前に会ったことあるかなぁ、みたいな感じですか？

ファム：なんか思い出せそうな気がするけど、思い出せません。

カミュラ：どうしたんですか？

ファム：あ……、いえ。なんでもありません。

ＧＭ：というところで、コンコンっと扉とびらをノックする音が。

カミュラ：どなたかしら？　扉を開けます。

ＧＭ：「どもっ！」どこかで見た顔がそこに。

ファム：え？

ヴァリアス：まさか……。

カッツ：たぶんな。

ＧＭ：そのまさかです。入り口のところに鞄を持ったプリシアが立ってます（笑）。

一同：やっぱりーっ！（笑）

ＧＭ／プリシア：ちょっと行く場所がなくなってしまったので、しばらくこの学校にお世話になることになりました。

ファム：え？　ここにですか……。

ＧＭ／プリシア：行くところないですから。

カミュラ：この部屋ということですか？

ＧＭ／プリシア：他に行くところないですから……。

カミュラ：（大きな溜ため息いきをついて）分かりました。この部屋を使用することを認みとめましょう。

ファム：ちょ、ちょっと待ってくださいっ！

カミュラ：ただし、ファムさんのスペースを……プリシアさんとファムさんで一緒に使ってください（笑）。

ヴァリアス：ファムのスペースが半分にっ！（笑）

カミュラ：これでいいですか？

ＧＭ／プリシア：ちょっと狭せまいけど、我が慢まんしますっ！

カミュラ：（先生が生徒を誉ほめるような口調で）いい子ですね。

ＧＭ／プリシア：しばらくの間、よろしくお願いしますっ！

カミュラ：こちらこそ、よろしくお願いしますわ。

ファム：カ、カミュラさん？

カミュラ：どうぞ、こちらへ。

ファム：そ、そんなぁぁぁぁぁっ!!




　ふたりに深々とペコリとお辞じ儀ぎするプリシア。

　そんな彼女の様子を微笑ほほえましく見ているカミュラ。

　そして、しぶしぶながらも部屋へと迎むかえ入れるファム。

　だが、次第に彼女の表ひよう情じようも打ち解とけ、プリシアと冗じよう談だんを言い合うようになっていく。

　こうして、少女三人の奇き妙みような同どう居きよ生活が始まった。
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プリプレイ









◆プリプレイ　01◆今回予告とハンドアウト




　一回目のセッションからちょうど三週間後。

　再ふたたびＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室にプレイヤー全員が集まっていた。

　二回目のリプレイ収しゆう録ろくである。




「そういえば、今日はルールブック持ってきた？」

「大だい丈じよう夫ぶです！　『トラベルガイド』も持ってきました！　がんばって『ルージュ』も読みましたっ！」

「おぉー」

「ダメじゃない。そこでまたルールブック間違えたってドジしないと」

「え？　そ、そうなんですかっ！」

「いや、二度続けて間違えられても困るんですけど（笑）」





＊　＊　＊






ＧＭ：さて、そろそろセッションを開始してもいいですか？　前回は試験のダンジョンを突破するというシナリオでしたが、今回はダンジョンはありません。

カッツ：ダンジョンじゃないのか。

ＧＭ：いろいろなパターンのシナリオをプレイしていこうと思いまして。今回のシナリオは、基本的に学校の中でのストーリーがメインになります。

ファム：まさに学園物ですね。

ＧＭ：はい。〝ハートフル〟で学園物なセッションを目指していきますよ（笑）。それと前回のシナリオで得た成長点を使って、キャラクターのレベルを上げることができると思いますが、それは今回予告を聞いた後でかまいません。

カミュラ：確かにシナリオの内容によって、取得するスキルを変えた方がよかったりしますもんね。

ＧＭ：そうです。せっかくゲームをするんですから、なるべく楽しく遊んだ方がいいですからね。あまり活躍できないとやっぱりつまらないですし。

ファム：そうですね。

ＧＭ：それでは、今回予告を発表します。




　どんな願いでも叶かなうといわれる魔法の品。

　その名はセラフィックポメロの羽根。

　ポメロに翼つばさの生えたレア中のレアなこの霊れい獣じゆうが、

　エルクレスト・カレッジ近くの森に棲せい息そくしているらしい。

　ただし、この霊獣が現あらわれるのはアルトリウス祭の前日の夜のみ。

　それはこの地方に伝わるおとぎ話にも似にた伝説。




　アリアンロッド・リプレイ・ハートフル

　ミッション02『たったひとつの宝たから物もの』




　それはひとりの少女との運命の別べつ離り。




ファム：なんか今回は〝ハートフル〟な話みたいですよ。

ＧＭ：いや、だからこのリプレイのタイトルは『ハートフル』なんですってば（笑）。

ヴァリアス：でも、プリシアみたいなドジっ娘こが出れば〝ハートフル〟というのはどうかと思いますが？

ＧＭ：いや、ドジっ娘は基本ですよ。あとはボクっ娘ならば完かん璧ぺき。

カッツ：さすがゆーらさんっ！（笑）

ＧＭ：とまぁ、それはおいとくとして、今回はシナリオハンドアウトがあります。まぁ、プレイヤー向けの事前情報や設せつ定てい、ＧＭからの希望だと思っていただければよいかと。

カッツ：もし変えて欲ほしい部分があれば、ＧＭに相談するとよいですよ。

ＧＭ：その時はどうぞ。あ、そうそう。前回の話が十月の頭くらいでしたから、それから二ヶ月ちょっと経たって、すでに今は十二月半ばです。

ヴァリアス：はやっ！

ＧＭ：それまでの間に同じ寮りようの同級生の顔はそれなりに覚えてきているでしょうし、同室の先輩ともかなり打ち解けているという前ぜん提ていでプレイしていただけると助かります。それでは、ハンドアウトをひとつずつ読み上げていきますね。




●ファム用ハンドアウト

コネクション：プリシア　　　関係：家族

　突然現われた少女、プリシア。

　なんとなく自分に似ているところがあるが、もちろん姉し妹まいではないし、従い姉と妹こなどの親しん戚せきにいるという覚えもない。

　なにかと付きまとってきて、一いつ緒しよに行動しようとしているのも気になる。

　でも、プリシアといるとなんとなく楽しい気分になる。

　なぜだろうか？




一同：楽しいのか！（爆ばく笑しよう）

ファム：なんとなく仲よくなって、わりとよく一緒に買い物にいったりとかしているという感じですね。

ＧＭ：そうですね。しばらく一緒に生活しているうちに、性せい格かくとか趣しゆ味みとかも似ているんで、意気投合していったということで。

ファム：で、プリシアに正体を訊きこうとすると……。

ＧＭ：「あっちに美お味いしそうな屋台が出ていますよっ！」

ファム：え？　本当ですかっ！

カミュラ：見事にはぐらかされている（笑）。

ＧＭ：そんな感じで、すでに二ヶ月です。




●ヴァリアス用ハンドアウト

コネクション：リース　　　関係：興味

　ここ最近、自分を見つめる視し線せんを感じるような気がする。

　それは主に授じゆ業ぎよう中だったり、寮の中だったり、食事中だったり。

　考えてみればずいぶん身近なところで感じるものだ。

　自分を見ているのは、一体誰だれなのだろう。




ヴァリアス：誰なのだろう……って、ハンドアウトにはしっかりとリースって書いてあるじゃないですか（笑）。

ＧＭ：はい。オープニングでリースに見られているというのは分かりますので問題ありません。あと、関係表にはないですが、関係は「興味」とさせていただきました。

ヴァリアス：了りよう解かいです。

ファム：リースって誰でしたっけ？

ＧＭ：前回のオープニングで登場したＮＰＣのひとりです。

カッツ：あっ、あのボクっ娘こ！

ＧＭ：そうです。前回はあそこにしか登場しませんでしたが、二回目はちゃんとシナリオにからんできます。

ファム：なんだか恋こいの予感がしますね。

一同：またそれかっ！（笑）




●カミュラ用ハンドアウト

コネクション：プリシア　　　関係：借り

　カミュラは大変困こまっていた。

　なし崩くずし的にプリシアを受け入れて、三人で住むことになってしまったが、いつまでもこのままでいいわけがない。

　そんな中、ハウスマスターのモーズレイ先生に呼よびだされた。




カミュラ：また借りですか（笑）。

ＧＭ：まぁ、プリシアにしてみれば住まわせてもらっているわけですし。

カミュラ：（いかにも困っているという感じで）いつまでもこのままというわけにはいきませんしねぇ。

ＧＭ：そんな感じですね。などと考えていると、寮の先生に呼びだされるわけです。心当たりがあるとすれば、同室のプリシアのことくらいしかない。

カミュラ：困りましたねぇ（笑）。




●カッツ用ハンドアウト

コネクション：カミュラ　　　関係：敬けい愛あい

　敬愛するカミュラがモーズレイ先生に呼びだされた。

　おそらく、例の少女の件けんだろう。

　無む理り難なん題だいでなければいいが……。

　アルトリウス祭も近いことだし、カミュラを励はげますためには、なにかプレゼントでも考えた方がいいかもしれない。自分の保ほ身しんのためにも。




カッツ：敬愛!?　敬愛っていうのはちょっと違うんじゃないか？　まぁ、カミュラのために尽くしているのは間違いないが（笑）。

カミュラ：いや、そんなんじゃないですよ。納なつ得とくいかないですよ。

ファム：やっぱり、愛あるからこそ守るんですよ。

カミュラ：愛ですよね。

ファム：愛ですっ！

カッツ：……そこまで言われては仕方ない。愛があるかどうかともかくとして、守らないといけないのは確かだからな。ところで、それはそれとして質しつ問もんがあるのだが。

ＧＭ：なんでしょう。

カッツ：なんか私だけ、ハンドアウトがおざなりなような気がするのだが（一同笑）。

ＧＭ：はっはははは。そんなことがあるわけないじゃないですか。

カッツ：では、その乾かわいた笑いは一体……。

ＧＭ：ま、まぁ、実じつ際さいにはカミュラとほぼ同じハンドアウトなんですが、それだと面おも白しろくないので、ちょっとネタに走ってみました。

カッツ：なんか、今回も幸さち薄うすい気がしてきた……。





＊　＊　＊






ＧＭ：これであとはレベルアップだけですね。あと、前回のシナリオでは特に報ほう酬しゆうとかはなかったのですが、これは学校を舞ぶ台たいとしているのであきらめてください（笑）。

ヴァリアス：なんだって！

ＧＭ：今回のリプレイはＰＣが冒険者ではないので、仕事を引き受けてお金を稼ぐのが目的じゃありませんから。

カッツ：確かにそうだが……。

ＧＭ：とはいっても、それでは困ると思いますので、ＰＣの成長とバランスを取るために、仕送りとか奨学金というような名目でひとり三〇〇Ｇずつ差し上げますので、これでアイテムなどをそろえてください。それではＰＣのレベルアップをしましょう。







◆プリプレイ　02◆そしてレベルアップ




　前回のセッションで得た成長点を使用して、レベルアップをはじめるプレイヤーたち。




ＧＭ：レベルアップするとスキルがふたつ取れるようになります。

ファム：新しいスキルを取るんですか？

カッツ：すでに取得しているスキルのレベルを上げてもＯＫですよ。

ＧＭ：たとえばファムは《エアリアルスラッシュ》を２レベル持っていますから、これを３レベルにすることができます。

ファム：ふむふむ。

ヴァリアス：すいませーん。誰か五Ｇ貸かしてくださいっ！

ファム：お金貸しましょうか？　ＭＰポーション三本買ったけど、まだお金余あまってますし。

カミュラ：じゃ、わたしは四本買おっと！

ファム：負けませんよ！　あたしは五本っ！

カミュラ：じゃあー、六本っ！

カッツ：そんなところで張り合うなっ！（笑）




　とまぁ、こんな感じでにぎやかに相談や質問しながら、上じよう昇しようさせる能のう力りよくや新たに取得するスキル、新たに購こう入にゆうするアイテムなどを選んでいく。





＊　＊　＊






ＧＭ：では、どのように成長したか申告をお願いいたします。




●ファムのレベルアップ

ファム：能のう力りよく基き本ほん値ちは【敏びん捷しよう】【知力】【感知】を上げました。これで【敏捷】と【感知】が１ずつ上がって、ちょっとだけ避よけられるようになったり、行動が早くなったりしました。

カッツ：行動値は重要だからな。

ファム：はいっ！　あとスキルは《マジックブラスト》を新しく取ろうかと思ったんですが、もっとダメージを上げるために《ウィンドセイバー》（＊）の方にしました。

ＧＭ：《ウィンドセイバー》ということは、学校で勉強してみたら、実は〈風〉の魔ま法ほうの素質があったことが判明したという感じですね。

ファム：はい。あとは《エアリアルスラッシュ》を２レベルから３レベルにしましたので、これで〈風〉の魔法のダメージは３Ｄから５Ｄになります。

ヴァリアス：〈風〉の魔法は、レベルが上がっていくと命中しやすくなるしなぁ。

ＧＭ：まさにパーティの攻こう撃げきの要かなめという感じですね。

ファム：あとグリモアを買って、ＭＰポーションを三つ買い足しました。それ以外の装備は変わりません。

ＧＭ：グリモアで命中率りつもさらに上がるというわけですね。

ヴァリアス：今回も頼たよりにしてるぜっ！（笑）




●ヴァリアスのレベルアップ

ヴァリアス：能力基本値は【筋きん力りよく】【器用】【精せい神しん】を上昇。スキルは新しく《スピアマスタリー》を取得、あとは《バッシュ》のレベルを上げた。

ＧＭ：これでようやく槍やりの使い方をちゃんと覚おぼえたということで。

ヴァリアス：今までは振り回していただけ（笑）。で、これを機会にロングスピアをトライデントに新調。攻撃力もアップ！　あと、念のためにナイフも買って、ファムからの借金でＭＰポーションを買い足した。

カッツ：そうそう、いいことを教えてあげよう。

ファム：なんでしょう？

カッツ：ゲーム中にＯはたのキャラにお金貸したり、ご飯をおごったりすると忠ちゆう誠せい度がググッと上がるよ（笑）。

ファム：ほんとですかっ！

ヴァリアス：おう、任まかせておけやっ！（笑）




●カミュラのレベルアップ

カミュラ：えーっと、能力基本値は【敏捷】と【感知】と【精神】が上がって、わたしもちょっとだけ回避と行動値が上がりました。

ＧＭ：やっぱり、みんな回避と行動値が上がっていきますね。

カッツ：クラスによらず戦せん闘とうで必要な部分だからな。

カミュラ：装そう備びは変へん更こうありません。スキルはいろいろと悩なやんだんですけど、結局《プロテクション》と《サモン・フェンリル》を両方２レベルにしました。

ＧＭ：攻撃と防ぼう御ぎよを両方強化するというわけですね。ファムが単体火力特化と考えると悪くない選せん択たくですね。

カッツ：これでちょっとは《カバーリング》する時も安心できるぞ。

カミュラ：あとはＭＰポーションを三つ買って、それで終わりです。前回は【ＭＰ】ぎりぎりでしたからね。ファムとわたしでこれだけＭＰポーションを買っておけば、たぶん大だい丈じよう夫ぶでしょう。

カッツ：おっ、ちゃんと考えているなー。

カミュラ：プリフェクトとして当然です（笑）。




●カッツのレベルアップ

カッツ：最後は私の番だな。上昇させた能力基本値は【筋力】【敏捷】【感知】の三つ。スキルは新しく《コンフロントマスタリー》（＊）と《アイアンフィスト》（＊）を取得して、命中とダメージの両方を強化した。

ＧＭ：これで名実共に前線役として活かつ躍やくできるように。

カッツ：前回は《カバーリング》要員だったからな。まぁ、レベルアップしてもそのこと自体は変わらないんだが。

ＧＭ：どんどんＧＭ泣かせのキャラになっていく。

カッツ：あとサークレットも買ったので、防御力がさらに２上がるよ。

ＧＭ：うぐっ！　さらに硬かたくなった……。でも命中とダメージも上げちゃったのね……。ううっ、かわいそうに（泣）。

カッツ：なにっ！　それはどういう意味だっ！

ＧＭ：ふっふふふふ。それは……。

カッツ：それは？

ＧＭ：もちろん秘ひ密みつです（笑）。

カッツ：おいっ！




　こうしてレベルアップ、アイテムの購こう入にゆうが終わった。

　ギルドレベルは上がっていないので、ギルドスキルは前回取得した《蘇そ生せい》と《目め利きき》のふたつを選択し、これでゲームの準じゆん備びは終了。




ＧＭ：それでは第二回のセッションを開始します。

一同：はーい。





（＊）《ウィンドセイバー》　メイジのスキル。〈風〉の魔術を操る才能があることを示している。〈風〉のダメージを与える魔術のダメージが増える。

（＊）《コンフロントマスタリー》　モンクのスキル。格闘武器の命中判定のダイスを増やす。

（＊）《アイアンフィスト》　モンクのスキル。格闘武器のダメージを増やす。










オープニングフェイズ









◆オープニング　01◆プリフェクトとして　～十二月十日（風曜日）十二時三十分～




　オルランド寮りようのハウスマスターを務つとめているモーズレイに呼よびだされたカミュラ。

　呼びだされた理由は、うすうすではあるが分かっていた。

　おそらく十月から居い候そうろうしている少女──プリシアのことだろう。




ＧＭ：最初のシーンはカミュラとカッツからです。

カミュラ：一緒なんですか？

ＧＭ：ハンドアウトを配る時にも言ったんですけど、今回のシナリオではカミュラとカッツの導入は同じなので、オープニングも一緒になっています。

カッツ：なるほど。

ＧＭ：ただ、最初はカミュラがモーズレイ先生に呼びだされているところから始まりますので、カッツは好きなタイミングで登場していただければと思います。

カッツ：いつでもいいんだな？

ＧＭ：はい。もし、登場できそうもなければ新しくシーンを作りますので。

カッツ：分かった。

ＧＭ：ということでよろしくお願いします。さて、シーンの舞ぶ台たいはモーズレイ先生の執しつ務む室の扉とびらの前で、呼よびだされたカミュラが部屋の前までやってきたというところです。

カミュラ：では、扉をノックします。

ＧＭ：すると中から「どうぞ」と声が聞こえてきます。

カミュラ：な、なにかご用でしょうか？

カッツ：なんで、そんなにブルブル震ふるえてるんだよ。

カミュラ：無実です、わたしは（笑）。




　まだなにも言ってません。




ＧＭ／モーズレイ：大したことではないんですけどね。今、カミュラさんとファムリシアさんの部屋に、もうひとり学生ではない子がいますよね。

カミュラ：プリシアさんのことですか？

ＧＭ／モーズレイ：そうです。さすがに他の学生に示しめしがつかないのですが……。

カミュラ：どういうことでしょうか？（一同笑）

ＧＭ／モーズレイ：一部屋ふたりというのが決まりになっているのですよ。

カミュラ：あ、大丈夫ですよ。わたしのスペースは変わらないんで（一同笑）。

カッツ：そういう問題かいっ！

ＧＭ／モーズレイ：いや、あなたのスペースを問題にしてないんで。とりあえず、学長の方からは特に気にするなとは言われているのですが……。

ヴァリアス：言われてるんだ（笑）。

ＧＭ／モーズレイ：やはり規き律りつというか、規則というか。そういうところで学生の模も範はんとなるプリフェクトなのですから……。

カミュラ：はっ！　そうだ、わたしは模範とならなければいけなかったんだわ！（笑）

カッツ：忘わすれてるし（笑）。

ＧＭ／モーズレイ：今すぐとは言いませんが、なるべく早く対たい処しよするように。

カミュラ：分かりました！　ファムさんをなんとかします！

ファム：どきっ！　こっち!?（一同爆笑）

カミュラ：お任せください！

ファム：あの……、いきなりピンチです。いきなりピンチな香かおりがします（一同爆笑）。

カミュラ：では、失礼します♪

カッツ：なんで、こんな嬉うれしそうなんだ（笑）。

カミュラ：ちょっと、ワクワクして帰ります（笑）。困こまった顔見るのが好きなんで（笑）。

カッツ：では、そこで登場しよう。モーズレイ先生からのお話は終わりましたか？

カミュラ：簡かん単たんな話でした。

カッツ：ほう、ひとり消せばいいんですね。

カミュラ：なんで知ってるの？（一同爆ばく笑しよう）

カッツ：いや、聞き耳を立ててたんで。

カミュラ：なんて汚きたない（笑）。

カッツ：それは、あなたに仕込まれたんですよ。

カミュラ：そんなことはしてません♪　さて、どっちを選びましょう？

カッツ：そうですね、私としては、反はん抗こう的な方を消すのがいいと思いますが（笑）。

カミュラ：あぁ、なるほど～。ってことは……、ファムさん？

ファム：来ると思ったー！　絶ぜつ対たい、来ると思った、今っ！（笑）

ＧＭ：ファム、危うし。

カッツ：そうだ。今、いいアイデアが思いつきました。本人同士で争っていただくのはどうでしょう（笑）。

ファム：ちょ、ちょっと待ってくださいっ！

カミュラ：わたしの手は汚よごさずに、ですか？

カッツ：そうです。プリフェクトたるもの、自分の手は汚してはいけません。

カミュラ：わたしは元から自分の手を汚すつもりは、まったくありませんでしたよ？

カッツ：私ですか……、私がやるんですか？（一同爆笑）

ファム：まさか、ヴァリアスさんに貸かした五Ｇが、こんなに早い段だん階かいで役に立つとは（笑）。

ヴァリアス：げぇー。オ、オレがなんとかするのか？

カミュラ：ま、冗じよう談だんはさておき。すぐに決けつ断だんしないで、様子を見ることにしましょう。

カッツ：冗談だったんですね（笑）。

カミュラ：当たり前ですよ。モーズレイ先生もすぐに対処しなさいとは言いませんでしたし。なにかよい手段が見つかるまでは、そのままにしておきましょう。

ファム：よかったです。本当に戦うのかと思ってしまいましたっ！

ＧＭ：いくらカミュラでも、そこまではしないと思いますよ。

カミュラ：でも、いつ冗談じゃなくなるかもしれませんけど（笑）。

ファム：その微笑みが怖いですっ！







◆オープニング　02◆気になる視線　～十二月十一日（水曜日）十六時〇〇分～




　共通語とも呼ばれ、エリンディルでもっとも一いつ般ぱん的なパリス語。エルクレスト・カレッジでもパリス語の読み書きは必ひつ須すの科目である。

　そのパリス語の授じゆ業ぎよう中ちゆう。

　シーンと静まりかえった教室の中、教きよう師しのテキストを読む声だけが響ひびいている。

　そんな中、後ろから自分を見つめるような視し線せんを感じて、ヴァリアスは振ふり返った。




ＧＭ：舞ぶ台たいは教室。授業中です。

ヴァリアス：オレは、真ま面じ目めにビン底眼鏡めがねとかをかけて、学ラン着て勉強してる（笑）。

カッツ：どんなキャラなんだ（笑）。

ＧＭ：それよりも演出の意図を訊きたい気が（笑）。

カッツ：きっと眼鏡を外すと萌もえキャラなんだよ。

カミュラ：美少年が出てくる（笑）。

ファム：おぉ～！

ヴァリアス：最近、視線を感じているんで変へん装そうすれば見られないんじゃないかと（笑）。

ＧＭ：授業に出ていて、変装もないもんだ。

カッツ：まったくだ（笑）。

ＧＭ：先に進めますよ。で、ヴァリアスは授業中に後ろから視線を感じるわけです。

ヴァリアス：では、後ろを見よう。

ＧＭ：ヴァリアスが振り返ると、感じた視線の先にはリースがいます。そして、ニコリとあなたに微笑ほほえみます。

ファム：きっと恋こいの始まりですっ！

カッツ：人生の伴はん侶りよ、いきなりゲット（笑）。

ファム：きっと、その子は窓まど際ぎわの一番後ろの席で、風が吹ふいて髪かみがなびいていますよっ！

カッツ：風も吹いてないのに？

ファム：じゃあ、あたしが魔ま法ほうを使ってヒューっと！

ヴァリアス：なんで、演えん出しゆつしてるんですか（笑）。

カッツ：ファムの魔法だと、髪がなびくというよりは傷きずだらけになっちゃうから（笑）。

ヴァリアス：《エアリアルスラッシュ》だしな。で、リースがなんで見てるんだ？

ＧＭ：と、ヴァリアスが後ろを見ていると頭をテキストでバシっと叩かれます。

ヴァリアス：いてっ！（一同笑）だ、誰だれだっ！

ＧＭ：「私の授業でよそ見をするとは、いい度ど胸きようだな」叩かれた方を見上げると、そこには語学担たん当とうのグリーンヒル先生が。

カッツ：グリーンヒル？

ＧＭ：前回のシナリオで一番最初のギルマンの問題を出した先生です。せっかくなので再さい登場です（笑）。「どっちを見ている」

ヴァリアス：未来を見ておりました！（笑）




　そんな言いわけをする人は普通いません。




ＧＭ／グリーンヒル：そうか、未来を見ていたのか。なら、今指定したところの場所くらいは分かるな。そのテキストを読みあげたまえ。

ヴァリアス：あ、あ、あ、えーと。

ＧＭ：すると、隣となりの席のアルヴィンがこっそりと「二十六ページの三行目」と教えてくれる。

ヴァリアス：助かったぜ。

ＧＭ／アルヴィン：情じよう報ほう料りようは一〇〇Ｇな。

ヴァリアス：な、なに？　金を取るのかっ！　先生、一〇〇Ｇください（一同笑）。

ＧＭ／グリーンヒル：「なに、バカなことをいっている。もっと授業は真面目に……」と言ったところで、鐘かねがカラーンカラーンと鳴ります。

ヴァリアス：ほっ、助かった。

ＧＭ／グリーンヒル：「もうそんな時間か。では、これで授業は終わりにする。きちんと復ふく習しゆうをしておくように」と言い残して、先生は教室を出て行きます。

ヴァリアス：まさかあそこで指されるとは、危あぶないところだったぜ。

ＧＭ／リース：「ボクのせいで、さっきはごめんね」と後ろから声を掛かけて来る女性がいます。もちろん、リースです。
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ヴァリアス：おかげでひどい目にあった。というわけで、一〇〇Ｇを払はらってもらおうか（笑）。

ＧＭ／リース：え？

ヴァリアス：いや、こっちの話（笑）。

ＧＭ／リース：お金に、困ってる……の？

ヴァリアス：かなり（笑）。そんなことよりも、なにか用があるのか？

ＧＭ／リース：「用ってわけじゃないんだけど……」と、言って真面目な顔になって……。

カミュラ：ズボンのチャック開いてます……（一同爆笑）。

ヴァリアス：げぇー！（笑）そういうことは、ちゃんと言うなー！（笑）俺はあまりの恥ずかしさに悶もん絶ぜつし、そしてヴァリアスここに死す（笑）。




　お願いですから、そんなところで死んでないで話を進めてください。




ヴァリアス：やりなおし、やりなおし。で、一体、なんの話だ？　ここじゃ話せないのか？

ＧＭ／リース：そんなことはないんだけど、こんど相談に乗って欲ほしいんだよ。

ヴァリアス：相談？　まぁ、同じ寮りようなんだし、相談くらいならいつでもいいぜ。

ＧＭ／リース：「その時はお願いするね。それじゃ、先に寮に戻もどってるよ」と言って、ニコッと笑うと教室を出て行きます。

ヴァリアス：相談ってなんだろう？　なんか真面目な顔してたけど。

ＧＭ：と、悩なやんでいるヴァリアスの後ろからガバッと肩かたを抱だいてくる奴やつが。

ヴァリアス：だ、誰だっ！

ＧＭ：そして耳元で囁ささやく。「早く一〇〇Ｇよこせ」（一同笑）

ヴァリアス：あれは冗談じゃなかったのかっ！

ＧＭ／アルヴィン：もちろん冗談だ。で、リースはなんだって？

ヴァリアス：よくわからん。なにやら相談事があるらしい。

ＧＭ／アルヴィン：お前に？　相談だったら俺が乗ってやるのに。

ヴァリアス：お前に相談すると、金取られそうだからな。

ＧＭ／アルヴィン：そんなことするもんか。俺は女じよ性せいには優やさしいんだよ。しかし、お前のどこがいいんだろね。

ヴァリアス：おい！（笑）　しかし、本当に一体なんだろ？







◆オープニング　03◆ファムとプリシア　～十二月十一日（水曜日）十六時三十分～




　オルランド寮の談話室。

　そこは学生たちが仲のよい友人たちと語らい、そしてくつろぐ憩いこいの部屋。

　放課後ともなると学生たちで賑にぎわうその場所に、所在なげに座すわっている少女がひとり。




ＧＭ：それではオープニングフェイズ最後のシーン、もちろんファムです。

ファム：はいっ！　あたしはどこにいます？

ＧＭ：授じゆ業ぎようが終わり、教室の中でなにやらアホなことをしている級友を横目で見ながら……。

ヴァリアス：アホとはなんだ、アホとはっ！

ファム：ちょっとだけ微笑ほほえましくそれを見ながら、スルーします（笑）。

ヴァリアス：スルーされたっ！　これもアルヴィンのせいだ……。

ＧＭ：そして寮に帰ってきた途と端たん、「ファムさーんっ！」と談話室から大きな声が聞こえてきます。もちろん声の主はプリシア。ファムが帰ってくるのを談話室で待っていたようです。

ファム：談話室で？　お部屋の中ではなくて？

ＧＭ：そう。もう寮の中を好きにうろうろしています（笑）。

ファム：ありゃりゃ。隠かくしてはないんですね。

ＧＭ：前のセッションから二ヶ月くらい経たっていますからね。最初はあまり部屋から出なかったんですけど、最近はもう割わりと好き勝手に出歩いている感じです。

ファム：他の人はプリシアについてどう思っているんでしょう？

ＧＭ：人によりけりですね。気にしている人もいれば、気にしていない人もいます。まぁ、ファムに似にているので、姉し妹まいとか親しん戚せきとか思っている人も多いでしょうし。

ファム：一いち応おう、人の目もあるのでプリシアも連れて部屋に戻ります。

ＧＭ：了りよう解かい。では、その道すがらプリシアはファムにいろいろと訊きいてきます。

ファム：訊いてくる？

ＧＭ：好きな食べ物は？　とか、なんで学校に入ったの？　とか、たわいもないような話です。ただ、これは今回に限かぎらず、とにかくプリシアはファムのことについていろいろと聞いてくることが多いと思ってください。

カッツ：きっと君の情報を得て、君に成り代わろうとしているのだ。

カミュラ：そして、乗っ取られる（笑）。

ファム：そ、そうなんですか？　ほんとにそんなことを狙ねらっているんですかっ！

ＧＭ：さぁ（笑）。それはプリシアに訊いてみないと分かりません。さて、そんな感じでふたりは部屋につきます。

ファム：ただいま、戻りました。

ＧＭ／プリシア：ただいまー。

カミュラ：お帰りなさい。ファムさん、授業お疲つかれ様でした。ところでプリシアさん？

ＧＭ／プリシア：は、はい？

カミュラ：お願いしておいたお掃そう除じ、終わったかしら？

ＧＭ／プリシア：そ、掃除？「え、えっと……終わりましたっ！」

カミュラ：（意地悪そうな声で）え～？　（指先で埃ほこりを拭ふき取る仕草）ここに埃があるのは、わたしの見み間ま違ちがいかしら？

ＧＭ／プリシア：す、す、すいません……。

カミュラ：あなたは授業受けていないのですから、これぐらいして当然でしょう。そうよね？　ファムさん。

ファム：あ、あたしも手伝いますっ！

ＧＭ／プリシア：いいんです。あたしがやりますから。

ファム：いえ、なんか無む性しように掃除をやりたくなったな～なんて、思ったりして。

カミュラ：じゃあ、しょうがないですね。

ファム：ありがとうございますっ！

カッツ：なんでそこでお礼を言う（笑）。

カミュラ：じゃあ、ファムさんは水みず拭ぶき。乾から拭きをプリシアさんがお願いしますね。

ＧＭ／プリシア：分かりましたっ！

ファム：プリシア、がんばろうっ！

ＧＭ／プリシア：がんばりましょうっ！

ファム：というわけで、ふたりで掃除します。キュッキュッキュ（笑）。

カミュラ：ふたりとも息が合っていますね。こうして見ていると姉妹みたいです。

ＧＭ：そうすると、プリシアが嬉うれしそうな顔をします。

カミュラ：そんなふたりを別れさせるのは……（笑）。

カッツ：なんかものすごく楽しそうに「別れさせる」とか言ってるんですけど（笑）。

カミュラ：そんなことはないですよ。これからふたりに大切な話をしなければならないんですから。（ちょっと咳せき払はらいして）先ほどモーズレイ先生にあることを言われたのです。

ファム：なんですか？

カミュラ：このお部屋ってふたり部屋じゃないですか。ですから、ここに三人いることがやはり問題らしいのですよ。

ファム：は、はい……。

カミュラ：なので、ひとり消え……じゃなくて、出て行ってもらわないといけないのです。

ファム：消え？　今、消えって言いませんでしたか？（一同笑）

カミュラ：聞き間違いです。

ＧＭ／プリシア：すぐ出ていかないといけないんですか？　あとちょっとでいいんです。あと数日……。

カミュラ：無理です。わたしが怒おこられちゃいますから（一同笑）。

ＧＭ／プリシア：お願いです。カミュラさんにもファムさんにも迷めい惑わくはかけませんから。

ファム：あたしからもお願いしますっ！

カミュラ：……。

ファム：せっかくお友達になれたんですよ。だから……。

カミュラ：……仕方ありませんね。先生にはわたしから頼たのんでおきます。

ファム：カミュラさんっ！

カミュラ：でも、数日ですからね。

ファム：やっぱり、カミュラさんって優やさしいんですねっ！

カミュラ：そ、そんなことありません！　先生もすぐに解決しろと言っていなかったし、数日くらいなら問題ないとわたしが判はん断だんしたからです。

ＧＭ／プリシア：ありがとうございますっ！

ファム：プリシア、よかったね。

ＧＭ／プリシア：はい！　ファムさんもありがとうございますっ！








ミドルフェイズ









◆ミドル　01◆願いを叶えるアイテム？　～十二月十六日（光曜日）二十時三十分～




〝神しん聖せい王おう〟アルトリウス。

　かつて〝風の時代〟に栄えた神聖王国を治めていた最後の王。この伝説の王の生せい誕たんを祝い、再さい臨りんを願うための祭。それがアルトリウス祭である。

　オルランド寮りようでもアルトリウス誕生を祝う飾かざり付けがなされ、いつもの風景とは違う華はなやかな雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。




ＧＭ：では、ここからミドルフェイズに入ります。オープニングフェイズから五日程経たったと思っていただければと思います。このシーンは全員が登場で、場所は談話室です。

カミュラ：また、談話室なんだ（笑）。

ＧＭ：便利なんですよ。適てき当とうな大きさがあって、しかも不都合なく全員が集まれますし。ＮＰＣとかも登場させやすいですからね。

ファム：なるほど～。

ＧＭ：さて。今回予告でも言ったとおり、せっかく学園物なのでそれっぽいイベントをご用意いたしました。

カッツ：それがアルトリウス祭だな。ちなみに、アルトリウスは〝風の時代〟という遥か昔の王の名だ。〝古の都〟ティンダージェルで部下に裏切られて死んだ悲劇の王だな。

ＧＭ：そうです。アルトリウス祭は、そのアルトリウスの誕生を祝うお祭りですね。我々の世界でいうクリスマスみたいなものだと思ってください。

カッツ：パーティー開いたり、プレゼント交こう換かんとかするわけだな。

ファム：ダンスパーティーはありますか？

ＧＭ：オルランド寮ではやりませんが、ダンスパーティーを開く寮もあるということで。その辺りはそれぞれの寮の特とく徴ちようとなっています。

ヴァリアス：オルランド寮のイベントは？

ＧＭ：アルトリウス祭の前日──十二月二十二日の夕方くらいから二十三日の夜の十二時まで開かれるパーティーが恒こう例れいとなっています。この日だけは消しよう灯とうはありません。

カッツ：それはヘビーだ（笑）。ところで、カミュラを励はげますためにはなにかプレゼントでも考えようって、ハンドアウトに書いてあるんだけど、なんで励ますの？（笑）

カミュラ：（とても悲しそうな声で）先生に怒おこられて、評ひよう価かが下がってしまったわ……。

カッツ：そうか、それは励まさなきゃいけないな（笑）。

ＧＭ：とまぁ、そんな感じで、寮の中はうかれた雰囲気が漂っています。

カミュラ：（妖あやしい笑い方で）うへ、うへへ。

ファム：（同じく妖しい笑い方で）うへへ（笑）。




　それじゃ危あぶない人です。




ＧＭ：まぁ、そんな感じかどうかはおいといて、みんなで歓かん談だんしているところに、アルヴィンがやってきます。

ヴァリアス：アルヴィン？

ＧＭ：キミが授業中に一〇〇Ｇの借りを作った友人。

ヴァリアス：げぇーっ！　マジだったのか。

ＧＭ／アルヴィン：「いや、冗談だ。そんなことより面おも白しろい情じよう報ほうを仕入れてきたぞ」もう二ヶ月ほど経っているのでヴァリアスは知っているのですが、アルヴィンは情報通として同級生の間ではすでに有名になっています。

カミュラ：へぇ～。

ヴァリアス：また、ガセネタじゃないだろうな？（笑）

カッツ：ガセネタばかりかよっ！

ＧＭ／アルヴィン：いや、今回は大だい丈じよう夫ぶだって。どうやら、学校の近くにセラフィックポメロが棲すんでいる森があるらしいぜ。

カッツ：なに？　セラフィックポメロ！

ＧＭ：というわけで、エネミー識しき別べつをどうぞ。

カッツ：聞いただけでしてもいいの？

ＧＭ：どうぞ。この判はん定ていに成功すれば、知識として知っていたということになります。

カミュラ：６＋２Ｄで……（コロコロ）15です。

ファム：13ですっ！

カッツ：知力は……２？　そんなの分かるわけないって。（コロコロ）えっと８。

ヴァリアス：（コロコロ）はっはははは。先せん輩ぱいよりも高いぞ、10！

カッツ：生意気じゃないか。あのツリーの飾かざりにしてやろう（笑）。

ヴァリアス：げぇーっ！　やめてくれーっ！（笑）

ＧＭ：では、11以上の方は知っています。セラフィックポメロとはポメロによく似にた霊れい獣じゆうで、鳥の翼のようなものが生えています。アルトリウス祭の夜、しかも雪の降ふる日にしか現あらわれないと言われていて、目もく撃げき例れいもほとんどありません。

カッツ：時間ポップというわけだな。

カミュラ：しかも一年ポップですよ（笑）。

ＧＭ：ＭＭＯ的に言うとそうですね。




　時間ポップとはＭＭＯ・ＲＰＧの用語である。

　一度倒たおされたモンスターがすぐに復ふつ活かつせずに、一定の時間経った後に出しゆつ現げんすることを言う。出現時間の間かん隔かくによって、一時間ポップ、二十四時間ポップなどというように使用する。




ＧＭ：で、このセラフィックポメロがドロップする超ちようレアアイテムの〝聖せい雪せつの羽根〟は、どんな願いでも叶かなえられるという噂うわさがあります。

一同：おおー。

ファム：聖雪の羽根ですか。あたしたちのギルドネームにピッタリですよ。

ヴァリアス：ギルドネームなんだっけ？

ファム：マジックフェザーですっ！

カッツ：狙ねらってシナリオ作ったの？

ＧＭ：なんとびっくりなことに偶ぐう然ぜんです。

ファム：偶然なんですか？

ＧＭ：二本目のシナリオの基き本ほん部分は、前回のセッションよりも前に作っていますから。

ヴァリアス：こういう偶ぐう然ぜんって、ＴＲＰＧではよくあるよな。

カッツ：うんうん、あるある（笑）。ところで質しつ問もんがあるのだが……。

ＧＭ／アルヴィン：なんでしょう？

カッツ：その願いは現金でもいいのか？（一同笑）

ＧＭ／アルヴィン：現金が欲ほしいなら、たぶん聖雪の羽根を売った方が早いと思いますよ。裏うら市場での取引価か格かくは一〇〇メガとも一ギガとも言われてますから。あくまでも噂ですけど。

ファム：メガ？

カッツ：一メガは一〇〇万。だから一〇〇メガだと一億だ。

ヴァリアス：しかし、そんな情報どこで仕入れてくるんだ（笑）。

ＧＭ／ヴァリアス：ニュースソースは秘ひ密みつだ。まぁ、そんなに簡かん単たんに市場の流通に乗るような代しろ物ものじゃあないからな。相場なんてあってないもんだがな。

カッツ：で、今回予告からするとこの時期に現われるということだな。

ＧＭ：今日が十二月十六日ということで、あと一週間ですね。ということで、みなさんの願いをここで考えていただこうかと思います（と言いながら、一枚まいの紙をテーブルに出す）。

カッツ：なにこれ？

ＧＭ：〝わたしのお願いチャート〟です。




　わたしのお願いチャート。

　それはこのシナリオのために作ったチャートである。

　Ｄ66でダイスを振るだけで、キャラクターが叶えたい夢ゆめやお願いが決定できるという、便利なもの。もちろんＲＯＣ（Roll or choice）なので、ダイスを振っても振らなくてもＯＫとなっている。
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ファム：わざわざこの表を作ったんですかっ!?

ＧＭ：はい、このシナリオのために作りました。

ヴァリアス：表があるなら、それは振らねばならないな（笑）。

ＧＭ：そうそう、ぜひ振ってください。

カッツ：ダイスを振っても選んでもいいんだよね。

ＧＭ：一応、ＲＯＣですから。

カッツ：どれどれ……。あっ、私は31の「お金が欲しい」ということで（笑）。

ＧＭ：いきなりお金ですかっ！

カッツ：だって、ハンドアウトがそういう内ない容ようだし。

ＧＭ：ファムの願いはどれにします？　この辺とかきれいですよ。「争いがなくなりますように」とか。

ファム：じゃあ、清せい純じゆん派はだからそれで（笑）。

カッツ：そんなことを言っている場合じゃないだろう。部屋から追い出されるかどうかの瀬せ戸と際ぎわだよ。

ＧＭ：じゃあ、「部屋を追い出されないように」とか（笑）。

ファム：え？　そんなのあるんですか？

ＧＭ：もちろんあります（笑）。

カッツ：え？　本当だっ！　って、そんな願いこのシナリオ限げん定ていじゃないか。

ＧＭ：それはこのシナリオのために作ったチャートですから。

ファム：せっかくなので振ってみますね。（コロコロ）51です。

ＧＭ：「争いがなくなりますように」

ファム：ほら、やっぱり世界平和ですよ、清純派ですから。大魔ま法ほう使つかいになって、世界を平和にするんです。

ヴァリアス：なるほど。

カミュラ：わたしも振ってみよっと……（コロコロ）63です。

ＧＭ：「世界を支配する皇帝になりたい」（一同笑）。

ヴァリアス：次はオレ……（コロコロ）14は「かっこよくなりたい」？

カッツ：ここはオレに任せて先に行けっ！　とか。

ヴァリアス：それだっ！　かっこよく散ってこそ、男の美学！

カッツ：かっこ悪く散ってることが多いけどな（笑）。




　しばらく〝わたしのお願い表〟に夢む中ちゆうになるプレイヤーたち。

　そして表をＲＯＣした結果は次のとおり。




ファム：争いがなくなりますように。

ヴァリアス：かっこよくなりたい（かっこよく死にたい）。

カミュラ：世界を支配する皇帝になりたい。

カッツ：たくさんお金が欲ほしい。




ＧＭ：で、あれが欲しい、これが欲しいなどの妄もう想そうをみんなで言い合っているわけです。カッツだけは、妙みように現実味を帯びていますが（笑）。

カッツ：それだけ切実なんだよっ！

ＧＭ：そんな馬ば鹿か話をしている中、プリシアが「それでそのセラフィックポメロってどこに現われるんですか？」とヴァリアスに訊ききます。

カッツ：そうだ。それこそ重要な情報だ……って、プリシアも真ま面じ目めに狙っているのか？

[image: ]

ＧＭ／プリシア：えっ？　そ、そんな夢みたいな話、信じるわけないじゃないですか～。

カミュラ：そうですよねぇ。あるわけありませんよね。

ＧＭ／プリシア：ですよねぇ。

カミュラ：でも、ちょっとしたお祭りのイベントとして、行ってみるのもいいかなぁ、と思ったりして（笑）。

カッツ：そ、そのとおりだ。お祭りのイベントだよ。

ファム：宝たから探さがしみたいなものですねっ！

カッツ：そうそう。誰もホントにいるなんて思っていないから。

ＧＭ／プリシア：……怪あやしいです。

カッツ：なにを言っているんだね。私の目を見たまえ。これが噓うそをついている目だとキミはそう言うのかね？　それよりも、なぜそんなに出現場所を気にしているのだ？

ＧＭ／プリシア：えっ？　いや……。あははははは。

カッツ：プリシアこそ怪しいぞ。そもそも、なんでこの寮に居い着ついているんだ？

ＧＭ／プリシア：「そ、そんな理由なんてなにもないですよ」とプリシアが言い訳わけしたところで、消灯時間となり、シーンも終了します。

カッツ：怪しい。怪しすぎる……。







◆ミドル　02◆リースの誘い　～十二月十七日（風曜日）十六時十分～




　翌よく日じつ。

　アルトリウス祭が近いとはいっても、授じゆ業ぎようが早く終わるわけではない。

　かといって、年に一度のイベントともなれば、学生たちは早く授業が終わることを願い、退たい屈くつな時間に耐たえるしかない。

　そして、ここでも……。




ＧＭ：授業が終しゆう了りようしたところからスタート。登場しているのはファムとヴァリアスです。

ヴァリアス：では、ホガッ！　とか言いながら顔を上げます。

ＧＭ：寝ねてたんかい（笑）。

カッツ：大丈夫。私は真面目に勉強しているぞ。

ＧＭ：って、なんでカッツがいるんですか？

ヴァリアス：カミュラに色々と用事を言いつけられるので、単位が足りないとか？

ＧＭ：なるほど。この授業の単位を落としたわけですね。

カッツ：……なんだかプレイが進むごとに、ダメなキャラクターになっていくなぁ（笑）。

ヴァリアス：学園生活を犠ぎ牲せいにしてまで、カミュラに尽くすなんて（笑）。

ＧＭ：では、登場しているのはファム、ヴァリアス、カッツということで。そこにリースが登場します。リースはヴァリアスの方をチラッと見て、ニコッと微笑ほほえんだ後、ファムに声をかけます。

ヴァリアス：今度はファムの方？

ＧＭ／リース：そうです。「そういえば、モーズレイ先生から聞いたんだけど」

ファム：はい？

ＧＭ／リース：実はボクの部屋がひとり分空いているんだけど。

ファム：おぉ！　これはチャンスですっ！　空いているんですね？　今、もう空いているんですね？　それともこれから空くんですか？

ＧＭ：ファムのマシンガンのようなトークにちょっとリースは引いています（笑）。

ファム：ごめんなさい、ごめんなさいっ！

ＧＭ／リース：え？　別に謝あやまることじゃないけど。えっと、同室の子が学校を止やめることになって、数日中に空くことになったんだよ。もしよかったら、ボクの部屋に移うつってこないかなぁ、と思って……。

カッツ：いい話じゃないか。これで部屋から追い出されなくて済すむぞ。

ファム：それはグッドタイミングですっ！　行き……。

ＧＭ：と、いうところにガラガラと教室の扉とびらが開いて「ファムさーん」とプリシアが登場。

ファム：え？　プリシア？　学校に来ちゃったの？

ＧＭ：まぁ、すでに放課後ですし。学生も教室にはそれほど残っていませんから。それに、今までも何回かは来たことがあるということで。

ヴァリアス：とすると他の学生も、なんだまた来たぞ、とかいうぐらいか。

ファム：どうしたの？

ＧＭ／プリシア：えっと、昨日の羽根の話なんだけど、場所分かったかな～と思って……。

カッツ：そんなに早く分かるなら誰も苦労はしない（笑）。

ＧＭ／プリシア：（しょんぼりと）まだ分からないですか……。

ヴァリアス：なんだか、プリシアが一番羽根を探さがす気があるような気がする（笑）。

ＧＭ：「え？　そんなことないよ」とプリシア。そんなことを話しているとリースが「そろそろボクは寮に戻るよ。部屋の返事はまた今度でいいよ。部屋が空くまでにまだ時間があるし。じゃあ」と言って、その場を去ろうとします。

ファム：あぁ、希望の灯ともし火びが（笑）。

ＧＭ：そして、教室の出口へと向かう途と中ちゆう。すれ違いざまにヴァリアスの耳元にこっそりと囁ささやきます。

一同：おぉー。

ファム：愛の告白ですよっ！（笑）

ＧＭ／リース：ファムさんが危き険けんなの。助けてあげて。

一同：えっ！

ファム：あたし？　危険!?

ヴァリアス：え？　どういうことだ？

ＧＭ：ヴァリアスが後ろを振ふり向いた時には、すでにリースは教室を出た後です。もちろんこの声はヴァリアスにしか聞こえていません。聞こえていたことにしたい方は【感知】判はん定ていをどうぞ。

カッツ：ここはどっちの方が面白いだろうか（笑）。

カミュラ：それはもちろん……聞こえていない方でしょう（一同笑）。

カッツ：だよな。一いち応おう判はん定ていはしておこう……（コロコロ）10。ダメだな、こりゃ。

ファム：あたしも振ります。（コロコロ）11です。

ＧＭ：ふたりとも気がつきません。

ヴァリアス：げぇーっ！

カッツ：どうやら一番重要な情報を摑つかんだようだな。がんばれよっ！

ヴァリアス：うぉー、どうしたらいいんだ～（笑）。

ＧＭ：と、ヴァリアスが葛かつ藤とうしている中、シーンは次へと移うつります。







◆ミドル　03◆あたし、狙われているっ!?　～十二月十八日（水曜日）十時三十五分～




　エルクレスト・カレッジでは、学生が自由に科目を選せん択たくするシステムを取っている。

　もちろん、共通語、歴史といった必ひつ須すの単位もあることにはあるが、学生が希望する進路に合わせて、自分で受ける授業を選ぶことができるようになっている。

　自じ律りつ自じ助じよ──それがエルクレスト・カレッジの教育理念でもある。




ＧＭ：そんなことがあった日の翌日。温室での薬草学のシーンです。

ヴァリアス：この草は食べられるとか？

カッツ：一番最初が食べられるかどうかなのかよっ！（笑）

ヴァリアス：一番重要じゃないですか！　サバイバルの基き本ほんですよ。

カミュラ：食べられるかどうかは別としていろいろと使えるかどうか、ですよね。

ＧＭ：まぁ、冒ぼう険けん者しやになるならば役に立つ知ち識しきですからね。あとは、エルーラン王国のルネスという街には、ヒーラーと呼よばれる薬草のエキスパートもいますから。




　ヒーラーは『トラベルガイド』によって追加されたクラスである。薬草によって魔ま法ほうの効こう果かなどを高めることを得意としている。




ＧＭ：さて、この授業は必須科目ではないので、ファム以外は登場するかどうかは自由です。

ヴァリアス：一応、冒険者を目指しているので登場する。リースのセリフも気になるからな。

カミュラ：途中からでも登場できるんですよね？

ＧＭ：登場判定が必要となりますができます。もちろんＧＭの許可は必要ですけど。

ファム：登場判定？

ＧＭ：『上級ルールブック』で追加されているルールですね。その場に偶然登場できるかどうかを判定して決めるルールです。難易度７の【幸運】判定に成功すれば登場できます。

カッツ：さらにコネクションを持っているキャラクターが登場していれば、ダイスを１個増やすことができる。

カミュラ：では、ここは様子をみます。なにか、事じ件けんの予感がしますし（笑）。

カッツ：私もここは様子見ということで。

ＧＭ：では、登場しているのはファムとヴァリアスですね。さて、次の授業は薬草学と言いましたが、正確には温室に向かうところになります。そうですね、ファムとヴァリアスは先生に用事を言いつけられて、教室を出るのが遅おそくなったという感じで。

ヴァリアス：じゃあ、ちょっと急がないと。

ファム：はい。

ヴァリアス：よし、走るぞっ！

ＧＭ：と小走りに温室へと向かうと、同じ授業を取っている友人たちの背せ中なかが見えてきます。三人でおしゃべりしながら歩いています。

ファム：間に合いそうですよっ！

ＧＭ：あなたたちの声に気づいたのか友人のひとりが振り向いて「早くしないと遅おくれるよー」と声を掛かけてきます。

ファム：今いきまーす！

ＧＭ：では、ここでファムは【幸運】判定をお願いします。難易度は８です。

ファム：えっ！　【幸運】ですか……（コロコロ）３＋２Ｄで10ですっ！

ＧＭ：それなら大丈夫ですね。ファムが友人たちの方へと走りだした瞬間！　後ろからパリンッとなにかが割れる音が！

ヴァリアス：なに？　なにが起きたんだ？

ＧＭ：後ろを振り返ると、そこには粉々に割れた植うえ木き鉢ばちが。

ヴァリアス：植木鉢っ!?　なんでそんなものが落ちてくるんだ？

ファム：あたしの後ろですか？

ＧＭ：そうです。ちょうどファムの真後ろですね。

ファム：こわっ！

カミュラ：命狙われている？

カミュラ：ちっ……………（一同爆笑）。

ヴァリアス：舌した打うちが聞こえたっ！

ファム：えー!?　えーっ!?（笑）

カッツ：カミュラが犯はん人にんかよっ！（笑）

ファム：と、とりあえず周りを牽けん制せいします……あれ？　牽制じゃないですね。牽制してどうするんですか（笑）。

ヴァリアス：それを言うなら警けい戒かい。ファム、落ち着くんだ（笑）。

ＧＭ：そうすると校こう舎しやの三階の窓まどから、ふっと人ひと影かげが消えるのが見えます。

カミュラ：（全員がカミュラの方を見る）なんでわたしを見ているんですか？（一同爆笑）




　舌打ちするからです。




ＧＭ：登場している人は【感知】判定をどうぞ。難易度は10です。

ファム：（コロコロ）８です。

ヴァリアス：（コロコロ）15っす。

ＧＭ：では、ヴァリアスだけ分かります。その人物はプリシアのように見えました。

ヴァリアス：ん？　バカな、プリシアが？

ファム：プリシア……。プ、プリシアッ!?

ヴァリアス：まさか部屋がそんなに欲しいなんて（笑）。

ファム：言ってくれたら部屋くらい譲ゆずったのに（一同笑）。

ヴァリアス：いったいどういうことだ？

ファム：なんであの子が？

カッツ：（いきなり古畑○三郎風に）そこに事件の鍵かぎがあるんですよ。

ＧＭ：って、誰ですかっ！（一同笑）

ファム：なぜ、古○さんみたいなしゃべり方にっ！

ヴァリアス：いつものことだから気にしないでください（笑）。

カッツ：（まだ古○風）んー、そんなこと言わないでください。話を元に戻しましょう。（ファムに向かって）あなたは、要いらない子だったんですよ……。

ファム：要らない子……ですか？

カッツ：（まだまだ古○風）……そうです。

ＧＭ：はいはい、登場していない人は余計なちゃちゃ入れないでくださいね（笑）。

ファム：（息を呑のんでかすかな声しかでないような演えん技ぎで）あぁ……。こ、これは……。やられる前にやるしかないですね。やらないと危あぶないっ!?

ＧＭ：なんでいきなり発想がそこまで飛ぶんですか（笑）。







◆ミドル　04◆学長からの依頼　～十二月十八日（水曜日）十二時三十分～




　エルクレスト・カレッジの学長室。

　その部屋の中の調度品は、どれも一見質素なものに見えるが、ある程てい度どの鑑かん識しき眼がんを持っている者が見れば、多くのマジックアイテムが置かれていることが分かることだろう。




ＧＭ：次は前のシーンに登場していなかったカミュラのシーンになります。

ヴァリアス：舞ぶ台たいは屋上で。

カミュラ：ちっ……（一同笑）。

ＧＭ：やっぱり犯人？（笑）

ファム：待ってください。カミュラさんが犯人になっちゃったんですか？

ＧＭ：そんなわけありません。場所は学長室です。今度はモーズレイ先生ではなくて、学長のエルヴィラに呼びだされています。

カミュラ：学長はプリシアのことを気にしていないんですよね？

ＧＭ：そうです。「まぁ、いいじゃないですか」くらいにしか言わない感じですね。

カミュラ：なにか理由があって黙もく認にんしているという雰ふん囲い気きなわけですね。直ちよく接せつ学長に訊きいてみないと分かりませんね、それは。

ファム：なるほど。直接学長さんに訊くという方法があったんですね。

カッツ：小暮さんもだいぶゲーム慣れしてきたからなぁ。

ＧＭ：さすがですね。

カミュラ：では、学長室の扉をノックして中に入ります。失礼いたします。




「どうぞお入りなさい」

　部屋の中から聞こえるよく澄んだ声。カミュラは静かに扉を開けて中に入る。

　部屋の奥おくには壁かべ全体を占しめるような大きな窓があり、その前に置かれている執しつ務む用のデスクではひとりの女性が静かに瞑めい想そうしていた。

　その女性の名はエルヴィラ・アルディリケ。エルクレスト・カレッジの学長である。




ＧＭ／エルヴィラ：わざわざ呼びだしてすいませんね。

カミュラ：いえ。それよりもなにかご用ですか？

ＧＭ／エルヴィラ：実はあなたと同室のファムリシアのことですが……。

カミュラ：またですか……。

ファム：待ってください！　あたしはなんにもしていないです、まだっ！（一同笑）

カミュラ：それよりも彼女がどうかしたのでしょうか？

ＧＭ／エルヴィラ：これは予言というよりは神しん託たくに近いものなのですが、彼女の運命になにか黒い闇やみのようなものが見えるのです。すでにその予よ兆ちようも現あらわれているようです。

カミュラ：それをどうしろと？　わたしには関係ないですよ（一同笑）。

ＧＭ／エルヴィラ：いえ、あなたはオルランド寮りようのプリフェクトでしょう。

カミュラ：しまった……。そういえばそうでした（笑）。

ＧＭ／エルヴィラ：それならば……。

カミュラ：あっ！　今、いいことを思いついたんですけど、ちょっといいですか？

ＧＭ：はい？

カミュラ：ファムって将しよう来らいは邪じや悪あく化かするんですよね？

ファム：えっ！　もう邪悪化は決まってるんですか？

ＧＭ：いえ、まだ決まったわけじゃありません。ライフパスの運命はそういう可能性があるということを示しめしているだけです。

ファム：（安心したように）ほっ！

ＧＭ：ルール的に強きよう制せい力があるわけではないですし、どちらかといえばシナリオのネタに使用するためのものです。

ファム：それなら問題ありませんね。

ＧＭ：でも、その可能性はあるわけです。未来の暗示ですから（笑）。

ファム：えーっ！

カミュラ：で、考えたわけです。実は学長さんはファムの未来のことを知っているんですよ。

ＧＭ：ふんふん。

カミュラ：そして、学長さんはファムの邪悪化を防ふせぐために、わたしのペンダントを渡わたしたのです。つまり、ファムがかけているペンダントはわたしがファムにあげたのです。

ＧＭ：なるほど。それがライフパスの［借り］になると。

カミュラ：そうです。

ＧＭ：で、ファムはそのことを憶おぼえていないわけですね。ん？　とすると、カミュラの本当の年ねん齢れいっていくつなんでしょう？

カミュラ：それは秘ひ密みつです。女性に年齢を訊くものじゃありません（笑）。

カッツ：ってまだ十代だろうが。

カミュラ：さぁ。それこそ秘密です（笑）。

ファム：あたしは偶ぐう然ぜん助けられたのかな。

カッツ：どうなんだろ、そこは……。どっちが都合がいいですか？（笑）

ＧＭ：知ってる方がいろいろと面白くないですか？　将来的にファムがエルクレスト・カレッジに来ることを知っていて、あらかじめカミュラに依い頼らいしていたとか。

カミュラ：あ、それいいですね。

ＧＭ：そして、プリフェクトの地位を与あたえられて……。

カッツ：学園内で行動できるようになった。で、ファムと同じ部屋になるようにした。

カミュラ：それは話が変わってきますよ（笑）。

ＧＭ：話だけじゃなくて、学長とカミュラのやりとりも変わります。え～っと……。





＊　＊　＊






ＧＭ／エルヴィラ：わざわざ呼びだしてすいませんね。

カミュラ：いえ、それよりもなにかご用ですか？

ＧＭ／エルヴィラ：ファムリシアのことですが……。

カミュラ：彼女にまたなにか？

ＧＭ／エルヴィラ：あのペンダントによって彼女が邪悪化することを一時的に防ぐことはできました。しかし、再び彼女の運命に黒い闇のようなものが見えてきています。

カミュラ：それは本当ですか？

ＧＭ／エルヴィラ：すでにその予兆も現われているようです。どうやら、ファムリシアの運命にはあのプリシアという少女が関わっているようです。私が彼女をオルランド寮から追い出さない理由はそこにあります。

カミュラ：そういう理由があったのですね。

ＧＭ／エルヴィラ：いいですか、ファムリシアから目を離はなしてはいけません。

カッツ：つまり殺せということですよ（笑）。

ファム：えっ？　違いますよねっ！　違いますよねっっ！

カミュラ：監かん禁きんしろってことですかね（笑）。

ファム：それも違いますよね？　お願いですから違うと言ってくださいっ！

ＧＭ：さすがにそんなことは言いませんから、安心してください。

カミュラ：ファムの運命ってどんな感じなんでしたっけ？

ＧＭ：えっと……。「あなたは邪悪化し、邪神や魔族の下げ僕ぼくとなるだろう。あなたが目指すものは世界の破は滅めつ、そして邪神復ふつ活かつとなるだろう。なんとしても、この運命は避さけなければならない。それがあなたの宿命なのだ」とライフパスには書いてあります。

ファム：や、やばい……（一同笑）。

カッツ：今のうちに、悪の芽は摘つみ取るべきだと思います（笑）。

カミュラ：だって、悪かどうかも分からないんですよね？

ＧＭ：そうですね。学長はファムの運命に黒い闇が見えるとしか言っていませんから。

カミュラ：分かりました。とりあえず、監かん視ししておきます。お任まかせください。まぁ、監視するのは、わたしじゃないですけど（笑）。

カッツ：（どこからともなく現われる）お呼びになったでしょうか？（一同笑）

ＧＭ：ちゃんと断ことわってから登場して欲しいんですけど。

カッツ：おっと。……ＧＭ、登場してもいいですか？（笑）

ＧＭ：いや、別に登場判定に成功すれば、登場するのはかまいませんけど……。しかし、本当にカッツは神出鬼き没ぼつですね（笑）。

カッツ：カミュラ特とく殊しゆ工作部隊だからな。……（コロコロ）成功。なにかご用でしょうか？

カミュラ：ファムを監視するのです。

カッツ：ご安心を。話はすべて聞いておりました。ところで……。

カミュラ：なんでしょうか？

カッツ：監視をするのは構かまわないのですが、また授業に出られなくなるのですが（一同笑）。

カミュラ：え？　出ればいいんじゃないですか？

カッツ：でも、出たら監視ができなくなります。

カミュラ：それは仕方ないですね。では、監視をお願いします。

カッツ：……そうですか。やっぱり授業は出られないらしい。それにカミュラを慰なぐさめるために授業よりも金稼かせがなきゃいけないんだけど（一同笑）。

ＧＭ：それはセラフィックポメロの羽根を手に入れれば、万事解決。

カッツ：なるほど、それだっ！　よし、さっそく監視を開始しよう。







◆ミドル　05◆襲われるファム　～十二月十八日（水曜日）十六時三十分～




　放課後の外出。

　それは学生たちの憩いこいの一時でもある。

　気の合う友人とカフェでお茶したり、新しい洋服を買ったり、なんの役に立つのか分からないような奇き妙みような日用雑ざつ貨かを眺ながめたり、学校や寮では味わうことができない楽しみがそこにはある。




ＧＭ：それでは、せっかくカッツが監視することになったので、次は監視するシーンにしましょう（笑）。

カッツ：監視するシーンか。

ＧＭ：そうです。

カッツ：よし。ファムの真後ろの席に座すわって監視しよう。

ＧＭ：もう、授業終わっているんですけど。

カッツ：うわぁー！（一同笑）いや、監視するシーンだって言うから。

ＧＭ：たとえば、授業が終わった後、買い物とかするために街に出たりすることもあるじゃないですか。

ファム：じゃあ、カッツさん。一いつ緒しよにお買い物しましょう。

カッツ：いえいえ。監かん視しということなので、ファムの足あし下もとぐらいに視線を固定しつつ、ちょうど30メートル離はなれて尾び行こうする。

ファム：ついてこられているんですね？

ＧＭ：判定します？

ファム：判定しますよ。ここで気がつかないと、ずっとついてこられるような気がします。

カッツ：ここで見つかってはシーフとしての存そん在ざい意い義ぎがなくなってしまうので、もちろん対たい抗こうするぞ。

ＧＭ：では、ファムが【感知】、カッツが【敏びん捷しよう】で対決しましょう。なにか後ろから気配がするなぁ……。

ファム：（コロコロ）５＋５で10ですっ！　なんか見られているような……。

カッツ：ふっふふふふ。私の【敏捷】はなんとっ！　５もあるのだ。

ＧＭ：いや、ファムの【感知】と一緒だから、それ。

ファム：同じでーすっ！

カッツ：あれ？（一同笑）

ＧＭ：ダイス目勝負ですね。

カッツ：私も……（コロコロ）。

ファム：１、１出ろっ！




　２Ｄで１は出ません。




カミュラ：11？　お、高いっ！

ヴァリアス：おぉ、凄い。

ファム：うわー！　高いっ！

ＧＭ：ということは、なんか後ろから誰か見ているような気がするなぁ、と思って振り向くけど誰もいない。

ファム：気のせいかしら？

ＧＭ：で、誰もいないなぁと前に向き直ると、なにかが空から飛んできます。

カッツ：なにが飛んできたんですか？

ＧＭ：エネミー識しき別べつで判定してください。

ヴァリアス：エネミー識別っ！　それって、まずいんじゃ……。

カッツ：エネミー識別は【知力】っと……。おっ！【知力】は２しかないって……。

カミュラ：おバカさん（笑）。

カッツ：（コロコロ）しかも、ピンゾロかよっ！

カミュラ：（呆あきれたような声で）おバカさん（笑）。

ファム：（コロコロ）あたしは15です。

ヴァリアス：おぉー、凄すごい。

ＧＭ：では、ファムは知っています。イルネスという魔ま族ぞくです。




イルネス

　翼つばさの生えた小悪魔に似にた魔族。他の魔族が使い魔としてよく使用する。両手の鋭するどい爪つめで相手を攻こう撃げきする。
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カッツ：イルネスか……。しまった！　ファムとの距離は30メートルとか言っちゃったよ。

ヴァリアス：移動力いくつでしたっけ？

カッツ：……14だから、14メートル移動できるけど……。

ＧＭ：マイナーアクションとメジャーアクションの両方で移動しても、ファムのところまで届とどきませんね。

ヴァリアス：２ラウンド目には到とう達たつできますよ。……って、ダメだぁー。それじゃ遅いじゃないですかっ！

ＧＭ：イルネスは二体で、上空からファムの方へと舞まい降おりてきます。街の中は急に魔族が現われたのでパニックになって、蜘く蛛もの子を散らすように人々が逃にげていきます。

ＧＭ：（ポーンを置きながら）配置はこんな感じです。ここにファムとイルネス二体がエンゲージしてます。そして、30メートル離れてカッツが（一同笑）。

カミュラ：カッツさん、役に立ちませんね（笑）。

ヴァリアス：シーンに登場できますか？

ＧＭ：判定に成功すればできます。偶然、街に買い物に出てきていたとかそんな感じですね。登場したい方は、登場判定をお願いします。

ヴァリアス：ここは絶ぜつ対たいに判定に成功しないと……。

カミュラ：そうですね。カッツさんが役に立っていませんものね。

カッツ：なにも言い返せないのが辛つらい（笑）。

ＧＭ：ただし、一話の最初に言ったとおり、今回は街の中での戦闘なので使用できる武器に制限があることを忘れないようにお願いします。

カミュラ：格闘と短剣と鞭でしたっけ？

ＧＭ：そうです。

ヴァリアス：大丈夫だっ！　こんなこともあろうかとナイフを買っておいたぜ。ダンジョンじゃないって言われたから、そんな予感がしていたんだよな。

ファム：さすがですっ！　ヴァリアスさん！

ヴァリアス：問題は登場できるかどうかだがな（笑）。

ＧＭ：では、その問題の登場判定をどうぞ。あと、不ふ意い打うちというわけでもないので、武器は装備している状態でＯＫです。

ヴァリアス：判定は……（コロコロ）13で成功っ！

カミュラ：わたしも成功です。

ＧＭ：ではふたりとも登場することができます。ただし、ファムと同じ場所──エンゲージすることはできません。一回の移い動どうで届く範はん囲い内であればＯＫです。

カミュラ：では、わたしもちょうどお買い物に来ていたことにします。キャーっていう悲鳴を聞いて、みんなが逃にげている方向とは逆ぎやくに来てみたら、ファムが襲おそわれているところに出くわしたという感じで。距きよ離りはカッツとファムのちょうどまん中くらいの場所にします。

ヴァリアス：なんで私の前にいるんだよっ！（笑）

カミュラ：そうしないと全員に魔法が届かないじゃないですか。

ＧＭ：ちゃんと考えていますね。

カミュラ：当然です。

ヴァリアス：オレはぶらぶら散歩している時に出くわしたということで。カッツ先輩とは反対側で、５メートルくらいの場所に配置しよう。

ＧＭ：では戦せん闘とう開始っ！





＊　＊　＊
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ＧＭ：まずはセットアッププロセス。

カッツ：私に《ヘイスト》を！　１点でも行動値が上がれば１ラウンド目にファムとエンゲージすることができる。

ヴァリアス：このままだとファムが二体に攻撃されてしまう。

ファム：えぇ～！　それは死にますっ！

カミュラ：判定は……（コロコロ）成功です。効こう果かは……あら？　１です（笑）。

カッツ：大丈夫。これで行動値が10になるので、15メートルまで移動できるようになる。《ヘイスト》を取っておいてよかったな。

カミュラ：誉ほめて、誉めて（笑）。

ファム：カミュラさん、ありがとうございますっ！

ＧＭ：マイナーアクションとメジャーアクションの両方を使って移動ですね。

カッツ：（ポーンを動かしながら）おうっ！　マイナーで移動、そしてメジャーでも移動。ファムにエンゲージするっ！　シパーンッ！

ファム：カッツさんっ！

カッツ：そして行動終了。危あぶないところだったな……、と言いながら、30メートル全力疾しつ走そうして、吐はきそうになっています（笑）。

カミュラ：ちょっと、おっさんくさくないですか？　運動不足ですよ（笑）。

カッツ：えーい、誰の命令で監視していると思っているんだ。

カミュラ：30メートルも離れろなんて言った覚えはありません（笑）。

ＧＭ：では、最初のイルネスがファムに攻撃します。マイナーで《スマッシュ》（＊）、メジャーで《連続攻撃》。

カッツ：向こうはドカドカと殴なぐってくるぞ。当たると死ぬぞっ！

ファム：本当ですかっ！

カッツ：可か能のうな限かぎり《カバーリング》するけどな。《連続攻撃》（＊）は片かた方ほうしか《カバーリング》できないのだよ。

ＧＭ：では一回目の攻撃……（コロコロ）うぐっ！　ファンブルです（笑）。

ファム：助かりましたっ！

ＧＭ：気を取り直して二回目は……（コロコロ）命中は11。

ファム：（コロコロ）回かい避ひは８です！　避よけられませんっ！

カッツ：大だい丈じよう夫ぶ。それは予定のうちだ。その攻撃を《カバーリング》する。

ファム：ありがとうございますっ！　カッツさん、いい人です！

カッツ：いい人なのだよ（笑）。

ＧＭ：（コロコロ）ダメージは18点だが……。

カッツ：私の防ぼう御ぎよ力は12あるので、６点しか通らない。

ＧＭ：しかし、もう一体がやっぱりファムに攻撃する。

カッツ：次は避けてくれっ！

ＧＭ：６＋２Ｄで……（コロコロ）14です。

ファム：（コロコロ）３＋７で10です。また、避けられませんっ！

カッツ：では《カバーリング》。さっきの攻撃は右腕うでで受けたので、今度は左腕でハシッと。

ＧＭ：（コロコロ）あ、出目が低い……６＋３で９！

カッツ：これは避けられるだろう。落ち着いて、相手の攻撃を見るんだ。

ファム：はいっ！　３＋６で９？

ＧＭ：同じ値の場合は防御側の勝利となります。

ファム：やりました！　避けましたよっ！




　ぎりぎりでイルネスの攻撃を避けたファムが、反撃とばかりに《エアリアルスラッシュ》を使って魔法で攻撃。そして……。




ヴァリアス：ここで借金してまで買ったナイフが役に立つぜっ！　もう一体のイルネスへ向かってナイフを投げる。もちろん《バッシュ》も使う。命中判定は９＋２Ｄ！

ＧＭ：９＋２Ｄっ!?

ヴァリアス：トライデントの命中修正がつかないからな。……（コロコロ）ダイスは11だから、合計で20！

ＧＭ：それは、いくら白兵型のイルネスでもクリティカルしないと避けられない……（コロコロ）回避は失敗。ヴァリアスの投げたナイフがイルネスの肩に突き刺さる！

ヴァリアス：よしっ！　ここで《ブルズアイ》を使用する。ダメージは１＋６Ｄだから……（コロコロ）10、20……24点！




　いきなりの加か勢せいで戸と惑まどうイルネスたち。そこへ追い打ちをかけるように狼おおかみにも似にた幻げん影えいが二体のイルネスに襲いかかる。

　逃げまどう人々の向こうに立っている金きん髪ぱつの少女──カミュラが放った《サモン・フェンリル》の魔ま術じゆつである。
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ＧＭ：しかし、まだイルネスは倒れない。次のラウンド。セットアップはなにもなし？　とすると、イルネスの行動値ちは９でカッツと一いつ緒しよだから、カッツの方が先ですね。

カッツ：ファムが攻撃した方に《ペネトレイトブロウ》で攻撃する。５＋３Ｄで……（コロコロ）おっ！　クリティカル！

ファム：おおっ！

ヴァリアス：さすが先輩。

ＧＭ：回避はクリティカルのみ……（コロコロ）回避失敗。

カッツ：クリティカルしたのでダメージは６＋４Ｄに！（コロコロ）防御力無む視しで22点のダメージ！

ＧＭ：それはさすがに耐たえきれません。カッツのバグナウがイルネスの腹はらに突つき刺ささり、そのまま塵ちりとなって消しよう滅めつします。だが、残っているもう一体がファムに攻撃します。マイナーで重じゆう圧あつを解かい除じよして、メジャーで《連続攻撃》。（コロコロ）命中は13。

ファム：（コロコロ）11です。またまた回避失敗ですっ！

ＧＭ：《カバーリング》は？

カッツ：いや、ここはスルーする。二回目の攻撃がクリティカルすると大変だからな。

ＧＭ：ならば、ここででかいダメージを出せば……（コロコロ）３？　えー、ダメージは８点しかいきません（笑）。

ヴァリアス：スルーしたら８点！　尊そん敬けいの眼まな差ざしでカッツを見るぞ。この先輩、ダメダメかと思ったが、実はすごい人なんじゃ（笑）。

カッツ：今いま頃ごろ気づいたのかね。実はすごい人なのだよ（一同笑）。

ＧＭ：しかし、８点といえどもメイジのファムには結けつ構こう痛いたいはず。

ファム：はいっ！　防御力は４点しかありません。

ＧＭ：もう一回攻撃がきますよ。（コロコロ）６＋11で17で命中です。

ファム：回避しますっ！　……（コロコロ）ファンブルですっ！

カッツ：《カバーリング》！　ファム！　なにやってるんだ、自分から頭を差し出して、と言う（笑）。
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ファム：すいません、すいません！

ＧＭ：（コロコロ）ダメージは15点。

カッツ：ふっ、かすり傷きずだな。防御力を引いてＨＰダメージは３点。

ＧＭ：さすがに硬いなぁ。次はファムですね。

ファム：はいっ！　この調子でもう一体も倒してしまいましょう。《エアリアルスラッシュ》で攻撃しますよっ！




　このファムの魔法によって、残ったイルネスも塵となって消えた。

　ちなみにドロップ品は、ギルドスキルの《目め利きき》の効こう果かもあり、レザージャケットと魔ま族ぞくの翼つばさであった。





＊　＊　＊






ＧＭ：イルネスが倒されると、街の人たちも安あん堵どの表ひよう情じようを浮かべて、戻もどってきます。「学生さんがやっつけてくれたぞ」「この場にいてくれて助かった……」とか言っています。

ファム：任せてくださいっ！

カミュラ：街中で魔法とか使っても平気なんですね。

ＧＭ：エルクレスト・カレッジは精せい霊れい魔ま術じゆつで有名な学校ですからね。そこの学生なら、魔法を使ってもおかしくありませんし、今回のような緊きん急きゆう事じ態たいなら特とく別べつに配はい慮りよされます。

カッツ：しかし、ファムを襲おそうために現あらわれたようにしか見えないのが気になるな。

ファム：でもなんで魔族が……？

カミュラ：なにか魔族に恨うらみを買うようなことでもしたんじゃないですか？

ファム：そんな心当たりありませんよぉ。

ヴァリアス：いや、待った。例の植うえ木き鉢ばち！

ファム：あっ！　あれってもしかして魔族の仕し業わざ？

ヴァリアス：かもしれないな。

ＧＭ：では、みなさん。ここで【感知】判はん定ていをどうぞ。難なん易い度は12です。

カミュラ：（コロコロ）７です。

ファム：（コロコロ）８！

ヴァリアス：（コロコロ）あれ？　……ファンブル。

カッツ：ここまで全員失敗か。ここは成功しておきたいところだが……（コロコロ）12。ぎりぎり成功だ。

ＧＭ：では、カッツだけが、その場を急いで走り去っていく女じよ性せいが建物の陰かげに消えていくのを目の端はしに捉とらえることができるだけですね。

カッツ：今、現場を離れようとする女性が……。さっきの植木鉢のことからすると、まさかプリシアか？

ＧＭ：確かにプリシアに似ていたかもしれませんね。

ヴァリアス：もしかして、あの植木鉢が落ちてきたのも事じ故こなんかじゃなかったのかも。

カッツ：となると、今回の件けんもプリシアと関係があるという線が濃のう厚こうになってくるな。

ファム：でも、本当にプリシアかどうかは分からないじゃないですか。

カッツ：だが、この現場をプリシアらしい人物が逃げるように走って去っていったんだぞ。

ファム：きっと怖こわかったんですよ。

カッツ：いや、きっとカミュラの部屋に残りたかったのだよ（一同笑）。

カミュラ：まぁ、ファムさんがいなくなれば、彼女が部屋に残れますね。

ファム：いくらなんでも、部屋に残りたいだけで、そこまでしませんよ。

カッツ：人なんてすぐに裏うら切ぎるものだよ。

ファム：あたしを悪の心に染そめないでください！　あたしは清せい純じゆん派はでやってますからっ！（一同笑）

カミュラ：冗談はさておき、まず、本人に確かく認にんしましょう。アリバイさえ証明してもらえば、すべては解決します。（ＧＭに）プリシアにアリバイを訊くシーンが欲しいのですが？

ＧＭ：分かりました。では、次のシーンは寮りようの部屋ということにしましょう。





（＊）《スマッシュ》　ウォーリアのスキル。渾身の力を込めて攻撃する。

（＊）《連続攻撃》　エネミーの特殊能力。一回の行動で二回攻撃する。









◆ミドル　06◆疑惑の眼差し　～十二月十八日（水曜日）十七時〇〇分～




　学校へと戻ったカッツたちは、さっそくプリシアに話を訊くことにした。

　幸いなことにプリシアはすぐに見つかった。




ＧＭ：プリシアは、カミュラとファムの部屋にいました。今日もお掃除しています（笑）。

カミュラ：ただいま。

ＧＭ／プリシア：あっ！　お帰りなさい。どうですか？　今日はきれいに掃除できたと思うんですけど……。

カミュラ：（辺りを見渡して）そうですね。ところでプリシアさん？

ＧＭ／プリシア：はい？

カミュラ：ちょっとお訊きしたいことがあるんですけど？

カッツ：（古畑○三郎風に）えー、これは我々とは全然関係のない、当たり障りのない話なんですけど。今から二十三分前に、あなたは、ん～一体どこにいましたか？




　だから、なんで質問する時にそういう口調になるんですか？




カッツ：（まだまだ古○風に）いえ、これは一応みんなに訊いていることなんですよ。

ヴァリアス：誰にも訊いてないって（笑）。

ＧＭ／プリシア：え？　部屋にいましたよ。

ファム：そうですよね！　ほら、ちゃんと部屋にいたっていってますよ！

カッツ：それを証明することはできますか？

ＧＭ／プリシア：できるわけないですよ。ずっと、この部屋で掃除していたんですから。

ファム：そうですよね！

カッツ：できない？　できないっ!?

ＧＭ／プリシア：だって……。

カッツ：いえいえ、できない、ということだけ分かればいいんですが？

ＧＭ／プリシア：……できません。

カッツ：じゃあ、これはみんなに訊いている話なのですが……。

ヴァリアス：だから、誰にも訊いてないって（笑）。

カッツ：あなたは誰かを狙ったりとか、恨みを抱いている人はいたりしますか？

ＧＭ／プリシア：いませんよ、そんな人。この学校の人はみんな親切ですし。

カッツ：んー、本当に？

ＧＭ／プリシア：いません。

カッツ：絶対？

ＧＭ／プリシア：いません！

ファム：事実ですよ！　これが事実なんですよ！　やっぱり気のせいだったんです。

カッツ：実はですね。ファムさんの命を狙う人がいるんですよ。

ＧＭ／プリシア：えっ！

カッツ：そして、その現場にあなたを見たという人もいるんですよね。ん～、おかしくありませんか？

ＧＭ／プリシア：あたしじゃありませんっ！

カッツ：学長が言っていました。ファムの将来に黒い闇が見えると。もしかすると、それに関係のあることなんじゃないですか？

カミュラ：そんなペラペラしゃべっていいんですか？

カッツ：（元の口調に戻って）あっ！　いや、なんでもない……なんでもないぞ、とわざとらしく言い訳しておこう。

ヴァリアス：こんなところで情報の共有が（笑）。




　わざとボロを出し、情報を他のＰＣに伝えるカッツ。さすが菊池たけし、侮り難し。




ファム：で、闇ってなんですかっ!?（笑）

ＧＭ／プリシア：そんなことないです。ファムさんの将来に闇なんて、絶対にそんなことあるわけないですっ！

カッツ：なんでムキになるんだ？　そこで。

ＧＭ／プリシア：え……？

カミュラ：闇がどうかなさいましたか？　なにか気になることでも……。

カッツ：それになにか知っているようだが？

ＧＭ／プリシア：……いえ、なんでもないです。すみません……………。

カミュラ：怪しいですよね。

カッツ：怪しいですね。

ＧＭ／プリシア：「怪しくなんかないですっ！」結局、プリシアはこれ以上話す気配はないですね。

ヴァリアス：これ以上訊いてもムダみたいですよ。

カッツ：しかし、プリシアがなにか隠していることだけは分かったな。







◆ミドル　07◆リースの告白　～十二月十九日（地曜日）八時〇〇分～




　部屋でのやりとりから考えても、プリシアはおそらくなにかを隠している。

　そう考えたカッツはプリシアのことを調べることにした。




カッツ：やはりどう考えてもプリシアが怪しい。とりあえず調べてみよう。確たしか、ヴァリアスの友人に情じよう報ほう通のヤツがいたよな。

ヴァリアス：アルヴィン？

カッツ：そうだ。とりあえずそのアルヴィンに訊いてみてくれ。

ヴァリアス：分かった。

ＧＭ：次はヴァリアスのシーンということでよろしいですか？

ヴァリアス：うすっ！

ＧＭ：では、翌よく日じつ。まだ授じゆ業ぎようが始まる前ということにしましょう。場所は談話室です。

ヴァリアス：アルヴィン！　アルヴィン！

ＧＭ／アルヴィン：なんだよ、朝っぱらから。なにか用か？

ヴァリアス：プリシアっていう子が居いるだろう。あいつについてなにか知らない？

ＧＭ／アルヴィン：五Ｇ。

ヴァリアス：ここでも金取るのかぁぁぁっ！（笑）

ＧＭ／アルヴィン：冗じよう談だんだよ。プリシアってアレだろ？　あのファムの同室にいる。

ヴァリアス：ああ、そうだ。

ＧＭ／アルヴィン：分からん。

ヴァリアス：な、なんでだ！

ＧＭ／アルヴィン：単純に情報がないんだよ。この俺の手に掛かかっても、不思議なくらいにまったく情報が入ってこない。

ヴァリアス：この二ヶ月で、学園中のすべての人間を網もう羅らしたお前が分からんとは（笑）。

ＧＭ／アルヴィン：そうなんだよ。普ふ通つう、どこから来たのかとか、家庭の事情とか、その程てい度どの情報は入ってくるわけよ。でも、それがまったくない。

カッツ：つまり、情報が漏もれないようにしているか……。

ヴァリアス：普通の人間ではないということ？

ＧＭ／アルヴィン：そこまで言わないけどな。ただ、理由があるのだけは確かだろうな。

ヴァリアス：なるほど……。

ＧＭ／アルヴィン：すまんな役に立てなくて。

ヴァリアス：まぁ、分からないんじゃしょうがないな。それとセラフィックポメロの方は、なにか情報あったか？

ＧＭ／アルヴィン：えっ!?　あの伝説を真面目に信じてるのか？　まぁ、じゃあそっちも調べておくか。まぁ、期待しないで待ってくれや。

ヴァリアス：おう。期待しないで待ってるぜ（笑）。





＊　＊　＊






ＧＭ：さて、アルヴィンが談話室を出て行くのと入れ替かわるようにリースがやってきます。

ヴァリアス：リース？　あっ、そういえばファムに気をつけろって言ってたっけ。

カッツ：忘わすれていたのかっ！（笑）

ＧＭ：せっかく情報を渡わたしたのに。え～、やってきたリースはヴァリアスに向かって、「前にお願いした相談のことなんだけど……」

ヴァリアス：相談？　もしかして、ファムのことか？

ＧＭ／リース：リースはこくりと頷きます。「どう？　あれから、ファムさんが危険な目にあったりとかしてない？」

ヴァリアス：いや、二度ほどそういうことがあった。

ＧＭ／リース：やっぱり……。

ヴァリアス：なにか知ってるのか？

ＧＭ／リース：……そうだね。ヴァリアスくんはファムさんと仲がいいみたいだから、教えておいた方がいいかもしれないね。

カッツ：お、こんなところから情報が。

ＧＭ／リース：たぶん、こんな話をいきなりしても信じてもらえないと思うけど……。

ヴァリアス：ん？

ＧＭ／リース：このままだと、ファムさんが大変なことになっちゃうんだよ。

ヴァリアス：大変なこと？　大変なことってなんだ？

ＧＭ／リース：実は……ファムさんはとある魔ま族ぞくの転生なんだよ。

ヴァリアス：魔族？　そんなバカなっ！

ＧＭ／リース：そうだよね。こんなことすぐには信じられないよね。

ヴァリアス：そういえば、カッツ先輩がファムの将しよう来らいに闇やみが見えるとか言っていたな。

ＧＭ／リース：（大きく頷うなずく）それがファムさんの中に封ふうじられている魔族の魂たましいだよ。

ヴァリアス：そんなこと急に言われても……。

ＧＭ／リース：今は彼女の持っているペンダントがその力を抑おさえているんだけど……。

カミュラ：ペンダントの設せつ定ていがこんなところで（笑）。

ＧＭ：せっかくなので使わせていただきました。

カッツ：つまり、学長はこのことを知っていてカミュラにペンダントを託たくしたというわけか。

ＧＭ：そうです。ですが、リースの話はこれだけではありません。

ヴァリアス：まだなにかあるのか？

ＧＭ／リース：そのペンダントの力を失わせようとしている魔族がいるんだよ。

ヴァリアス：なんだって！　どこのどいつだ？

ＧＭ／リース：いつもファムさんと一緒にいる……。

ヴァリアス：プリシア？　まさか、プリシアが魔族？

ＧＭ／リース：そうだよ。

一同：なんだって!!

ファム：あたし？　あたしは魔族なんですか？

ヴァリアス：魔族だって!?　そういえば思い当たる節が……多すぎる（一同笑）。

カッツ：そういえば街に現われたイルネスって、魔族の使い魔だったな。

ＧＭ／リース：プリシアは聖せい雪せつの羽根を使って、ペンダントの力を失わせようとしているんだよ。このままだとファムさんは魔族になっちゃう。そして、エリンディルの南半分は……甦よみがえった魔族によって一面荒こう野やに……。

ヴァリアス：でも、そんなことを知っているなんて。リース、キミは何者なんだ？

ＧＭ／リース：ボクはファムさんの孫だよ。

ヴァリアス：孫!?

ＧＭ／リース：正確にはファムさんの孫になるはずの魂って言い方が正しいけど。ファムさんを助けたくて、神様に仮の身体を作ってもらったんだよ。未来のことを知っているのは、この魂が転生した後の記憶なんだ。

ヴァリアス：よく分からんのだが……。

ＧＭ／リース：人は死ぬとその魂は幽ゆう界かいという世界に行って、そこで次の転生を待つんだ。だからボクは、このままなにもなければファムさんの孫として生を享うけるはずなんだよ。




『アリアンロッド』の背景世界となっているエリンディルには、次元的にしている別の世界が存在する。人間たちの世界である物ぶつ質しつ界かい、魂や半神たちの世界である幽界、神々の世界である神しん界かい、そして邪神や魔族たちが封印されている魔ま界かいである。




ＧＭ／リース：でも、ファムさんが魔族になっちゃうとボクは、ファムさんの孫じゃなくて別の人として生まれ変わることになるんだ。そんなことはイヤだし、エリンディルが滅びるのだってイヤだ。

ヴァリアス：それは分かる。

ＧＭ／リース：だから、ボクは神様にお願いしたんだ。ファムさんを魔族の企みから守るために、この世界での身体をくださいって。

ヴァリアス：じゃあ、別に未来から来たとかそういうわけじゃないんだな？

ＧＭ／リース：今のボクはファムさんの孫としての存在だから、あり得るべき未来の記憶は持っているけどね。だけど、未来のことが分かっていても、ボクにはなんの力もない……。

ヴァリアス：………。

ＧＭ／リース：ボクはヴァリアスくんに頼むしかできないんだよ。

ヴァリアス：分かった。そこまで言われたんじゃ断わるわけにはいかないな。ファムはオレが守るよ。

ＧＭ／リース：ほ、ほんと？

ヴァリアス：まぁ、エリンディルを滅ぼすわけにもいかないしな。

ＧＭ／リース：じゃあ、もうひとつ頼みがあるんだけど。

ヴァリアス：まだあるのか。

ＧＭ／リース：このことは誰にも言わないで。

ヴァリアス：げぇー！　説明しないと協力してもらうのも大変じゃないか。

ＧＭ／リース：このことを知っている人が多くなると、どこまで歴史が変わってしまうか分からないから……。

ヴァリアス：そういうことか。分かった。もう、ウダウダ考えるのはオレには似合わねぇな（笑）。できる限り協力するぜ。







◆ミドル　08◆ファムの夢、プリシアの夢　～十二月二十日（火曜日）十六時三十分～




　エルクレスト・カレッジの大図書館。

　この巨きよ大だいな建けん造ぞう物ぶつの中には、ヴァンスターの帝てい国こく図書館、エルーランの宮きゆう廷てい図書館と並ならび称しようされるほどの蔵ぞう書しよが収おさめられている。

　それゆえ、多くの図書に触ふれる機会を設もうけるという名目の下もと、カレッジの学生たちはこの図書館の掃そう除じを交代で担たん当とうすることになるのである。




ＧＭ：では次はファムのシーンとなります。場所は学校にある大図書館です。ここの図書館は無茶苦茶大きいので、学生たちが交代で掃除をすることになっています。

ファム：なるほど。じゃあ、ホウキで床ゆかを掃はいています。

ＧＭ：そして、プリシアもお手伝いしまーすと言って、一緒に図書館に来ています。

カッツ：君しかいないところに、プリシアがやってきたんだよ。

ヴァリアス：今、目もく撃げき者しやはいない？

カッツ：そう、誰もいません。危あやうし、ファム！（笑）

ファム：でも、プリシアの不ふ穏おんな動きに気がつかないんですよね？

ＧＭ：というか、特に不穏な動きはしてませんよ。ファムと一緒に普通に掃除しています。

ファム：じゃあ、仲よく掃除をしているということで、はい。

ＧＭ：で、ここで誰か登場したい人はいますか？

カッツ：監かん視ししていたいのだが。

ＧＭ：なるほど。確かにそういう話になっていましたっけ。でも、30メートル離れると、まったく見えませんが（笑）。

カッツ：確かにそうだ。では、28メートルに……。

ヴァリアス：２メートルしか変わらないじゃないですかっ！

カミュラ：本ほん棚だなと本棚の隙すき間まから見ているんでいいじゃないですか（笑）。

ファム：監視に気づきますか？

カッツ：君は気づきたいのかね？

ファム：一緒に掃除していただこうかな、と思いまして。




　理由はそっちですかっ！




カッツ：私としては掃除はしたくないので……（コロコロ）13！

ファム：【感知】ですよね。９以上はちょっと難しいですけど、とりあえず普ふ通つうに振ります……（コロコロ）やっぱりダメです。

ＧＭ：では、カッツの監視には気がつかないということで。





＊　＊　＊






ＧＭ／プリシア：プリシアは特に怪あやしい素そ振ぶりは見せずに、一所懸けん命めい掃除しています。そして、掃除が一段落して、ふたりで休きゆう憩けいしているところでプリシアがまたファムに質しつ問もんしてきます。「そういえば、まだちゃんと教えてもらっていなかったんだけど、ファムさんはなんで魔法使いになったんですか？」

ファム：大魔法使いになるためですっ！

ＧＭ／プリシア：それって、すごい魔法使いってことですか？

ファム：そうです！　すごい魔法を使えるから、大魔法使いってことですっ！

カミュラ：なんか、頭悪そうな会話です（笑）。

カッツ：でも、ファムとプリシアっぽいといえば、それっぽいかも。

ファム：どういうことですかっ！（笑）

ＧＭ／プリシア：いや、私もなんか頭悪いなと思っていたりして（笑）。でも、プリシアはそのまま質問を続けます。「大魔法使いになって、どうするつもりなんですか？」

ファム：もちろん、世界を平和にするためです。

ＧＭ／プリシア：世界を平和に……ですか。それって、あたしのお祖ば母あちゃんと一いつ緒しよです。

ファム：えっ？

ＧＭ／プリシア：あたしのお祖母ちゃんって、エリンディルを破は滅めつから救った伝説の魔法使いだったらしいんですよ。

ファム：え？　そうなんですかっ！

ＧＭ／プリシア：あんまりそういう話を人にしたことないんですけど……。お祖母ちゃんの話聞きます？

ファム：それはすごい聞きたいです！　すごく語ってくださいっ！（一同笑）

ＧＭ／プリシア：そうすると、まるで物語のようなこんな活かつ躍やくをした、あんな活躍をしたという話をしてくれます。「あと、この学校の話も聞きました。でも、あたしもそんなに知っているわけじゃないんですよ。お祖母ちゃんはあたしが小さい頃ころに亡なくなっていて……」

ファム：あぁ……。

ＧＭ／プリシア：本当はあたしも魔法使いになりたいんだけど……。お母さんが許ゆるしてくれなくて。

ファム：お母さんが？

ＧＭ／プリシア：だから、この学校にちょっと居い候そうろうっていうかなんていうか……。

カッツ：入学しろよっ！　とか陰かげで突つっ込こみいれてます（一同爆ばく笑しよう）。

ファム：……そうだったんだ。でも、なんでお母さんは許してくれないの？

ＧＭ／プリシア：お祖母ちゃんが大魔法使いとか英えい雄ゆうとか呼よばれて、若わかい頃にものすごく大変だったことをお母さんが一番よく知っているから。それで、あたしには魔法使いとか、冒ぼう険けん者しやとかになって欲しくないみたい。

カッツ：いい話だ……。今度は陰でぽろりと涙なみだを流している。

ヴァリアス：シーンに登場してまでなにをしてるんですか、いったい（笑）。

ＧＭ／プリシア：だけど、あたしはお祖母ちゃんみたいな、すごい魔法使いになりたい……。

ファム：その気持ちが大事だと思いますっ！

ＧＭ／プリシア：え？

ファム：あたしも、プリシアのお祖母ちゃんみたいなすごい魔法使いになりたいですっ！

ＧＭ／プリシア：大丈夫。ファムさんならきっとなれます。ずっと思い続ければすごい魔法使いになることができますっ！

ファム：一緒にがんばりましょうっ！

ＧＭ／プリシア：はいっ！　そうだ、ファムさんにだけ見せてあげます。

ファム：なにを？

ＧＭ／プリシア：「お祖母ちゃんの形見のペンダントです」プリシアは首からペンダントを外してファムに見せてくれます。

[image: ]

　それはファムがいつも掛けているペンダントによく似ていた。ただ、石の色が透きとおるような鮮やかなエメラルドグリーンで、中央になにか白い羽根のような物が見えるという点が違う。それにやや古びており、銀色に輝く石の土台部分に大きな傷もあった。




ファム：わたしもそれとそっくりのペンダント持っているんですよ。いつから持っているかちょっと憶おぼえていないんですけど。

カミュラ：なぜか手放しちゃいけないというふうに、なんとなく思っているんですよ。

ファム：そうなんですか？

カミュラ：そうなんです（笑）。

ファム：それじゃあ、仕方ないですね。（プリシアに向かって）なんか綺麗だから、ずっと持ってるんですよ（笑）。




「でも、本当にそっくりですね」

　自分のペンダントとプリシアのペンダントを交互に見比べるファム。そんなファムの様子を嬉しそうに見つめるプリシア。

「いいお話ですね」

　楽しそうに会話しているふたりの後ろから、澄んだ美しい声が聞こえてきた。




ファム：誰ですかっ!?

ＧＭ：学長のエルヴィラです。

ファム：学長先生!?　こんなところにどうしたんですか？

ＧＭ：「いえ、ちょっと調べ物があって」ファムとプリシアの方を見て、ニコリと笑えみを浮うかべます。そして学長に向かって、プリシアがペコンとお辞じ儀ぎをします。

ファム：あっ、プリシアのことはまずいかな。なにか説明した方がいい？

ＧＭ：前にも言ったとおり、特に気にしている様子はないです。ですから、エルヴィラはプリシアについてはなにも言わず、辺りを見渡すと「掃そう除じも終わったようですね。明日は実習ですよ。そろそろ寮りようにお戻もどりなさい」とだけ言います。というようなところでシーンは終わります。

カッツ：しまった。隠れたままでなにもしなかった（笑）。

ＧＭ：というか。なんで登場したんですか？

カッツ：いいシーンを目撃して、情じよう報ほうを収しゆう集しゆうするためだ。これがシーフの生き様なのだよ。







◆ミドル　09◆秘密の場所は……　～十二月二十一日（闇曜日）十四時四十分～




　エルクレスト・カレッジの授じゆ業ぎようは学内だけで行なわれるわけではない。

「知ち識しきだけでは役に立たない。その知識を活いかす場が必要である」という学長の方ほう針しんもあって、学外での実習も重じゆう要よう視しされているのである。




ＧＭ：次のシーンは学外での実習のシーンになります。前のシーンであった薬草学の実習のために、エルクレスト近くにある〝恩おん寵ちようの森〟という場所に来ています。

ヴァリアス：実習ということは、オレとファムは登場しているということだな。

ＧＭ：そして、なぜかプリシアも付いてきています。

ヴァリアス：なんでプリシアがいるんだっ！

ＧＭ：面おも白しろそうだから（笑）。で、カッツだけど……。

カッツ：やっぱり監視？　また自分の授業に出られないのか。

カミュラ：いえ、カッツさんは薬草学の単位は落としていて、この授業には出なければならないんですよ（笑）。

カッツ：私もかっ！（笑）

ＧＭ：では、カミュラはプリフェクトとして先生の手伝いのために来ているということで。

カミュラ：分かりました。

ＧＭ：とまぁ、五人は森の中にいるわけです。そして、先生の講こう義ぎというか説明を聞いた後、自由行動という形になります。そして、五人がなんとなく固まっているところに「こんな所にいたか、探さがしたぜ」とアルヴィンが登場。

ヴァリアス：おう、どうした？　まさか、セラフィックポメロの情報が手に入ったのか？

ＧＭ／アルヴィン：このアルヴィン様にまかせなさい。

ファム：頼たのもしいです！

ヴァリアス：ほんとに見つかったのか。

ＧＭ／アルヴィン：「苦労したぞ。はい」とヴァリアスに手を出すアルヴィン。

ヴァリアス：ん？

ＧＭ／アルヴィン：情報料は五Ｇな。

ヴァリアス：いや、だから今五Ｇもないどころか借金が（笑）。

ＧＭ／アルヴィン：冗談だ。で、例のポメロの話なんだけども……。

ヴァリアス：ちょっと待て。プリシアは？

ＧＭ：一緒に話を聞いていますが。

ヴァリアス：なんでお前がいるんだ。

ＧＭ／アルヴィン：いいじゃないか。

ヴァリアス：いいや、よくない。

ＧＭ／プリシア：なんでよくないんですか？

ファム：そうですよ。みんなで聞いた方が楽しいですっ！

ＧＭ／プリシア：そうです。みんなで聞いた方が楽しいに決まってますっ！

ヴァリアス：……なんか、仲よくない？

ファム：仲よいですよ（笑）。

ヴァリアス：アドヴェンチャーゲームでフラグが立った、というかなんというか（笑）。

ＧＭ／アルヴィン：で、話を続けていい？

カミュラ：あ、どうぞ。

ＧＭ／アルヴィン：で、例のセラフィックポメロの話なんだけども、どうやらこの森に現あらわれるらしいんだよ。

ファム：この森ですかっ!?

ＧＭ／アルヴィン：あ、ああ。ただし二十二日の夜十二時、つまり二十三日の〇時にならないと現われないという話だけどな。

カッツ：今日は何日だ？

ＧＭ：二十一日。そして二十二日と二十三日は休みで、パーティーは二十二日から二十三日の夜まで続きます。

カッツ：あまり時間がないな。

ＧＭ／アルヴィン：まぁ、この地方に伝わる伝説だし、学校にも見たという学生がいるというレベルの噂うわさだけどな。

ヴァリアス：プリシアもいるんだよね？

ＧＭ：いますよ。その情報を聞いてプリシアも「ほんとですかっ！」と身を乗り出すように話を聞いています。

カッツ：（プリシアに）一緒に行こうな（笑）。




　なぜかプリシアに優しくなっているカッツ。




ヴァリアス：な、なんでそんなことになってるんだ！（一同笑）

カッツ：だって、ヴァリアスが持ってるリースからの情報は知らないもん。

ヴァリアス：そういえばそうだった……。

カッツ：それに図書館のシーンで感動して、プリシアに感情移入しているのだよ（笑）。

ＧＭ／アルヴィン：一緒に行こうな、って……本気にしてるんですか？

カミュラ：本気になんてしてませんよ。（叱るような感じの声で）でも、プリフェクトの立場からすると、夜に森にいくような危険なことを許すわけにはいきません。

ＧＭ：「そうだよ。夜に森に行ったら危あぶないよ」と後ろから声が。

ヴァリアス：その〝だよもん口調〟はもしや……。

ＧＭ／リース：もちろんリースです。「……ごめん。ちょっと聞こえちゃったもんだから」

ファム：こ、この人は、この間告白していた……。

カッツ：誰に？（笑）

ファム：ヴァリアスさんにです。

ヴァリアス：そ、そんなんじゃない。

ＧＭ：リースは信じているよ、みたいな表情を浮かべてヴァリアスを見ています。

ヴァリアス：うっ……。相談に乗っていただけだ。

カミュラ：なんか、アイコンタクトしてますわ（笑）。

ファム：やっぱり愛ですね。愛コンタクトですねっ！




　辺りを包み込む、一瞬の沈黙。




カミュラ：いつから、そんな駄だ洒じや落れキャラになったの？

ファム：す、すいませんっ！

カッツ：清せい純じゆん派は、清純派（笑）。

カミュラ：ヒロイン、ヒロイン（笑）。

ファム：すいません、すいません（笑）。

ＧＭ：するとプリシアも「なんの話？　なんの話？」とか、会話に参加してくる。

ファム：リースさんがヴァリアスさんに告白していたんですよ。

カミュラ：あそこのふたり、いい感じらしいわよ。

ファム：ええ。邪じや魔ましちゃいけないと思います。

ヴァリアス：うぉー！　誤解だっ！　勝手に話を進めないでくれっっ！




　リースの腕を掴み、その場から離れるヴァリアス。




ヴァリアス：どういうつもりだっ！

ＧＭ／リース：なんか羽根の話をしていたみたいだから……。ボク、ファムさんのことが心配で……。

ヴァリアス：そっちの方はオレがなんとかするからっ！

ＧＭ／リース：じゃあ、ヴァリアスくんはファムさんのことを気をつけてあげて。ボクはプリシアのことを見張っているから。

カミュラ：（わざとらしく）どうかしましたか？

ヴァリアス：いえ、なんでもありません。（リースに）なっ！

ＧＭ／リース：「え？　え～と、なんでもありません」とカミュラにリースは答えた後、ヴァリアスに言います。「じゃあ、また後でね」そしてその場を小走りに去っていきます（笑）。

カミュラ：後でですってよ。

ファム：やっぱりですね（笑）。

ヴァリアス：おいっ！　誤ご解かいを招まねくようなことをさらに言うなっ！

カミュラ：では、余よ計けいな人はいなくなりましたので、セラフィックポメロ狩がりは明日の夜出発ということでよろしいですね？（笑）

カッツ：やっぱり行くのかよ！　で、羽根の権けん利りはどのようにしますか？（一同笑）

カミュラ：もちろん、ポメロを倒たおした人に羽根の権利があるということで。あと、抜ぬけ駆がけは許しませんからね。

ヴァリアス：うしっ！

ファム：はーい♪

ＧＭ：というところでシーンは終しゆう了りよう～。







◆ミドル　10◆ヴァリアスの悩み　～十二月二十二日（休みの日）十九時〇〇分～




　オルランド寮恒こう例れいのアルトリウス祭のパーティーが始まった。

　色とりどりの飾かざり付けがなされた談話室では学生たちが飲み物を片かた手てに談笑し、食堂のテーブルにはさまざまな料理やお菓か子しなどが所狭せましと並ならべられている。

「もしかすると今夜は雪になるかもしれないわね」

　カップルらしきふたりの学生が窓まどから外を眺ながめながら嬉うれしそうに呟つぶやいている。

　だが、そんな楽しそうな光景とは裏うら腹はらにヴァリアスは部屋で悩なやんでいた。




ＧＭ：次はヴァリアスのシーン。場所は自室です。ちなみにヴァリアスしかいません。

カミュラ：カッツにはパーティーの準じゆん備びをさせています。

カッツ：……カミュラの手伝いをしているそうです。

ＧＭ：それはちょうどいいかも（笑）。

カッツ：そして、ヴァリアスにだけ情報が渡されるわけだ。がんばれっ！（笑）

ＧＭ：そのとおり。コンコンと扉とびらをノックする音がします。

ヴァリアス：どうぞ、開いてるぜ。

ＧＭ：そこにはもちろんリースがいます。しかも切せつ迫ぱくした表情をしています。

ヴァリアス：どうした？

ＧＭ／リース：プリシアが聖雪の羽根を取りにいったみたい。

ヴァリアス：なに？　もう動いただと!?

ＧＭ／リース：とりあえず、ボクはプリシアを追って、彼女に羽根が渡らないようにするから、ヴァリアスくんはファムさんを守ってあげて。

ヴァリアス：分かった。気をつけろよ。

ＧＭ／リース：「ありがとう」と部屋を出て行きます。

カッツ：よし！　ここで登場するぞ。そろそろヴァリアスからリースの情報を仕入れたいところだしな。

ヴァリアス：それは助かる！

ＧＭ：では、登場判定をどうぞ。難易度は７です。

カッツ：３＋２Ｄで……（コロコロ）９！　登場は成功だ。

ＧＭ：どのように登場しますか？

カッツ：リースが部屋を出た瞬間に、ドンと入れ違いにぶつかるというのはどうだ？

ＧＭ：ＯＫです。リースは突然現われたカッツに一瞬びっくりしますが、そのまま慌てたように部屋を走って去っていきます。

カッツ：あっ、すまん（笑）。悪かった。ほんとごめん（扉を閉しめる真ま似ね）。




　そこで扉を閉めてどうするんですか。




ヴァリアス：え？　違う、違いますから。そういうのじゃないから。

カッツ：そういうのじゃないって。お前、なにやったんだよっ！（一同笑）

ヴァリアス：だから、なにもしてないって！

カッツ：先輩がなんでも相談に乗るぞ（笑）。

ヴァリアス：よしっ！　ここで話さないとチャンスを逸するような気がする。先輩、ここだけの話なんですけど……。

カッツ：ん？

ヴァリアス：実はリースに聞いたんですけど、プリシアがどうやら聖雪の羽根を取りにいったらしいんですよ。で、そこであの……。

カッツ：（話を遮さえぎるように）なんだとっ!?　ちょっと待ってろっ！　で、ファムたちの部屋に行き、バンッ！（扉を開ける音）

ヴァリアス：はやっ！（笑）

カッツ：ファム、プリシアはどうした？

ＧＭ：ちょっと待った。えっと、その前にファムの方のイベントもやっておきたいので、ここで一度シーンを変えます。







◆ミドル　11◆ポメロ争奪戦、開始！　～十二月二十二日（休みの日）十八時五十分～




　パーティーの準備を終えたファムは、プリシアを呼びに部屋に戻った。

　だが、部屋の中にプリシアの姿すがたはなかった。




ＧＭ：えー、カッツが部屋に来るほんの少し前です。

ファム：では、プリシアをパーティーに誘うために部屋に戻ります。

ＧＭ：すると、そこには誰もいません。

ファム：あれ？　どこにいったのかな。

ＧＭ：するとファムの机つくえの上に手紙が置いてあります。

ファム：なにかしら？　ガサガサと手紙を開きます。




「これから聖雪の羽根を取りにいきます。

　本当のこと、話せなくてごめんなさい。

　全部終わったらすべて話します。


プリシア」






ファム：大変！　みんなを呼びに行こうとしますっ！

カッツ：ばーんっ！（一同笑）

ファム：そこで来る、そこで来ますかっ！（笑）

カミュラ：キャーってやんなきゃ、キャーって（笑）。

カッツ：そんなことはどうでもいいっ！

カミュラ：（突とつ然ぜん現われる）なんですか、騒さわがしい。あっ！　登場判定は必要ですか？

ＧＭ：いえ必要ありません。このシーンは全員登場になります。




　部屋へやってきたカッツとヴァリアス、そして部屋へと戻ってきたカミュラは、ファムからプリシアの残した置き手紙を受け取り、目を通した。




ファム：あのー、ひとりで行っちゃったんですよね。森の中って、危あぶないですよね。

ヴァリアス：そんなことよりも、彼女が羽根を手に入れるとまずいんだよっ！

カッツ：それはまずいだろう。我われ々われが手に入れることができなくなる（笑）。

カミュラ：そうですよ。皇こう帝ていになるというわたしの夢ゆめが（笑）。

ヴァリアス：そうじゃなくてっ！　分かった。こーなったら、リースから聞いたことをここで全部ぶちまける（笑）。実はプリシアはファムを狙ねらっているんだよ。

ファム：あたしを？

カミュラ：プリシアって、そういう趣しゆ味みだったの？

ファム：そんな……あたし、困こまりますっ！（笑）

ヴァリアス：そうじゃなくてだなっ！　いいか、よく聞けよ。




　リースから聞いた話をファムたちに告げるヴァリアス。

　リースがファムの孫であること。

　プリシアが魔族であること。

　プリシアの狙いは聖雪の羽根で、それを使ってファムを魔族にするためにやってきているとのこと。




ファム：プリシアが魔族だなんて、そんなことあるわけないじゃないですか。

カッツ：だが、学長も言ってたな。ファムの将来に闇のようなものが見えると……。

カミュラ：（毅然とした言い方で）カッツ！　軽々しくそういうことを言わないように！

ファム：カミュラさん、闇ってなんですか？

カミュラ：（溜息をつきながら）……仕方ありません。いいですか、ファムさん。落ち着いて聞くのですよ。

ファム：……はい。

カミュラ：ファム。あなたの中には、とある魔族の力が封印されているのです。

ファム：そ、そうなんですかっ！

カミュラ：その力を封じているのが、そのペンダントです。もし、ペンダントが壊れてしまったり、なくしてしまったりすれば、あなたの身体は魔族に乗っ取られてしまうのです。

ＧＭ：なんか設定が繫がりましたよ。というか、ＧＭいらないんじゃ（笑）。

ファム：でも、プリシアがそんなことするわけないですよ。だって、彼女はお祖母ちゃんに憧れて、魔法使いになりたいって言ってたんですよ。あたしはプリシアを信じますっ！

カッツ：だが、リースの言うことも一貫しているぞ。プリシアらしき人影を見たというのも事実だしな。

カミュラ：とにかくこうなった以上、ふたりから直接話を訊くしかないようですね。わたしも学長から頼まれていますから、このまま放っておくわけにもいきませんし。

ヴァリアス：とにかく急ごう！




　急いで装備を調ととのえたファムたちは、アルトリウス祭で賑わっている寮を後にすると、夜の森へと向かっていった。







◆ミドル　12◆花香の悪夢　～十二月二十二日（休みの日）二十時〇〇分～




　夜の森は、昼のそれとはまったく異ことなる姿すがたを見せていた。

〝恩おん寵ちようの森〟は、ほんの入り口のところまでしか人間が立ち入ることはない未開の森である。だからこそ、いまだ知られざる幻げん獣じゆうが棲すんでいても不思議はない。

　薄うす明あかるいランタンの灯あかりの中、うっそうとした暗い森の中を四人は駆かけ抜ぬけていく……。




ＧＭ：さて、四人が森の中をしばらく進んでいくと、急に目の前が開けます。空は今にも雪が舞まい降おりてきそうな曇くもり空。そして、ランタンの灯りに照らされて見るそこは一面、スズランの花。

ファム：花畑みたい？

ＧＭ：そうです。その中央に花びらを象かたどったドレスを着た女じよ性せいのような姿すがたも見えます。

ヴァリアス：ドレス？　プリシアでもリースでもない？

カッツ：というか、こんな夜よ更ふけに花畑に立っている女性なんて無茶苦茶怪あやしいって（笑）。

ＧＭ：さらに目の前の草、というか触手のようなものがうねうねと動きだし、それに気づいたのかドレスの女性があなたたちの方にずるずると近ちか寄よってきます。

ヴァリアス：ずるずるっ!?

ファム：夜にこの光景はとても怖こわいですっ！

ＧＭ：相手がなにかしてくるまで時間がちょっとはあるので、全員がエネミー識しき別べつできます。ドレスの女性か、その手前にいる三体ほどの草かを指定してからエネミー識別を行なってください。

カッツ：じゃあ、ドレスの女の方を【知力】の高い人──ファムかな？　が判定するということで。

ファム：はいっ！

カッツ：清せい純じゆん派はなら分かるはずだ。

ファム：はいっ！（コロコロ）13です。

ＧＭ：ちょっと足りないですね。

ファム：分かりませんっ！

カッツ：もう清純派じゃないな（笑）。

ファム：えっ！　それは困ります。




　だが、カミュラ、カッツも立て続けにドレスの女性のエネミー識別に失敗。ヴァリアスはそちらをあきらめて、手前の草のエネミー識別に成功し、ディオネスと判明した。
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カッツ：ディオネスはレベル１のエネミーだから、それほど強い相手じゃない。さっさと奥の敵を倒して、先を急ぐぞ！

ヴァリアス：さらに〈地〉属ぞく性せいなので、ファムの魔法がよく効きく。

ファム：じゃあ、あたしの出番ですね。

カミュラ：でも、ドレスの女性の方が謎なぞのままですが……。

カッツ：とはいえ、もはや調べようがない。

ＧＭ：ちなみにドレスの女性は、名前を変えさせていただきましたが、東京都の齋さい藤とうひかりさんからの投とう稿こうです。『無印』リプレイのエイジやシグをいじめて欲ほしいとのことでしたが、カッツとヴァリアスで我が慢まんしてください（笑）。
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ヴァリアス：なんか嫌いやな特とく殊しゆ能のう力りよくとか持ってそーなんですけど。

ＧＭ：ちなみに、配置はＰＣから５メートルほど離れたところにディオネスが三体がエンゲージしています。その後ろ10メートルの位置にドレス姿の女性ということで（ポーンを並べる）。では、戦せん闘とう開始っ！





＊　＊　＊
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ＧＭ：第一ラウンドのセットアッププロセスからです。なにかしますか？　ちなみにドレスの女性の行動値ちは12、ディオネスは４です。

ヴァリアス：はやっ！

カミュラ：《ヘイスト》を誰かにかけますか？

カッツ：ファムの行動値を上げても、一回の魔法で後ろのドレス女を倒たおせるとは思えないからな。ここは【ＭＰ】を温おん存ぞんした方がいいかも。

カミュラ：そうですね。

ＧＭ：では、ドレス女がセットアップで特殊能力を使用します。四人に向けて、花か粉ふんみたいなものがプファーと飛んできます。

ヴァリアス：毒かっ!?

ＧＭ：男性陣じんは【精せい神しん】判定をどうぞ。

カッツ：は？

ヴァリアス：男性だけ？

カミュラ：あれですよ、誘ゆう惑わく、誘惑（笑）。

ヴァリアス：いきなりそう来るか。（コロコロ）８。

カッツ：（コロコロ）こっちは12。

ＧＭ：ふたりとも失敗ですね。《誘惑花粉散さん布ぷ》で、バッドステータスの放心を受けます。

ヴァリアス：うぉっ！　放心か。

ファム：どうしたんですかっ？

ＧＭ：ヴァリアスとカッツは花粉みたいのを受けてフラフラとしてます。ちなみに、ファムとカミュラは全然平気。

カッツ：なんて美しい（笑）。

ヴァリアス：なんだかいい気分だぁ（笑）。

ファム：なんか、ふたりともおかしくなっていますっ！




　ドレス姿のエネミー──リリー・オブ・ザ・バレーの花粉を受け、放心してしまうカッツとヴァリアス。見事に攻撃が決まりました。齋藤ひかりさん、ありがとうございました～。




ＧＭ：そして間かん髪ぱつ入れずに行動値12でこちらの行動。範はん囲い攻こう撃げきで葉っぱがシパパパパと飛んできます。命中は……（コロコロ）19です。放心している人は回かい避ひ判はん定ていのダイスが１個こ減へるので忘わすれないように。




　元々【敏びん捷しよう】の高くないファムとカミュラは回避に失敗。そして放心しているヴァリアスとカッツもこの攻こう撃げきを避さけることができなかった。




ＧＭ：ではダメージ行きます。

カッツ：待った。ファムに《カバーリング》！

ＧＭ：了りよう解かい。ではダメージは……あら？　ダイス目が走っちゃった（笑）。ダメージは26点の物理です。

カッツ：は？

ヴァリアス：でかっ！

カッツ：それはちょっと痛いたいかも……。26点が二回か……。《プロテクション》カモーン！

カミュラ：え？　でも、それだと私が死んじゃうんですよ？

カッツ：防ぼう具ぐの分を減らしていくつ？

カミュラ：19ダメージです。

ヴァリアス：【ＨＰ】は？

カミュラ：24です。

ヴァリアス：５点しか残りませんね。

カッツ：自分に《プロテクション》をかけていいです。こっちはたぶんまだ平気……じゃないかと……。

カミュラ：では《プロテクション》を使用します……（コロコロ）７ですから、【ＨＰ】が12点残りました。

ヴァリアス：こっちは残り16点。いきなり半分近く持っていかれた。先せん輩ぱいは？

カッツ：まだまだ平気。

ヴァリアス：そうなんですか？

カッツ：14点残っている。

ヴァリアス：あれを二回受けて14点も残るのか。すごいな……。

カッツ：この痛み、倍にして返してやろう。マイナーで移い動どうして、ディオネスに普通に攻撃する。命中は５＋３Ｄで……（コロコロ）13。

ＧＭ：（コロコロ）11だから回避は失敗。しょせん草花か（笑）。

カッツ：ダメージは……（コロコロ）12点。




　カッツのバグナウがランタンの灯りを反射してきらめくと同時に、ディオネスの巨大な捕虫葉が切り裂かれる。




カッツ：今ので半はん減げんといった感じか。ファムやヴァリアスならば一撃で倒たおせるな。

ファム：はい、分かりました！《エアリアルスラッシュ》いきますっ！　11＋２Ｄで……（コロコロ）17です。

ＧＭ：それはさすがに……（コロコロ）ムリです。

カッツ：これで一撃で倒せれば、清せい純じゆん派はだ。

ファム：マジですかっ！　よぉぉぉしっ！（コロコロ）ダメージは22点ですっ！

ＧＭ：〈風〉ですよね。ということはダメージ素す通どおしなので、きっかりと【ＨＰ】が０です。

ファム：よしっ♪

カッツ：よくやった。武ぶ闘とう派清純派の称しよう号ごうをあげよう（笑）。

ファム：そんな称号はいりませんっ！

ＧＭ：次はヴァリアスとカミュラですね。

ヴァリアス：では、先に行動します。マイナーで移動、メジャーで《バッシュ》を使用して、まだダメージを受けていないディオネスを攻撃。（コロコロ）命中は15です。

ＧＭ：（コロコロ）その攻撃も回避失敗。

ヴァリアス：ダメージは９＋５Ｄ……（コロコロ）23！

ＧＭ：ディオネスの物理防ぼう御ぎよ力りよくは０なので、こっちも倒れます。

ヴァリアス：よしっ！

カミュラ：では、わたしは《ヒール》を使用します。

ヴァリアス：カッツ先輩を回かい復ふくさせるといいんじゃないですか？

カミュラ：自分を回復させるに決まってるじゃないですか（笑）。

ヴァリアス：え？　……そりゃ、そうですね。

カミュラ：カッツさんを回復させた方がいいですか？（笑）

カッツ：いや、《カバーリング》しなければ、たぶん一撃くらいなら耐たえられるかと。

カミュラ：ですよねぇ。自分に《ヒール》します。（コロコロ）判定は成功です。（コロコロ）あ、満タン（笑）。




　そして最後に一体だけ残ったディオネスが放心しているカッツを攻撃する。




ＧＭ：（コロコロ）命中は13です。放心しているのを忘わすれないでくださいね。

カッツ：それでも２Ｄ振れるから、７以上で回避成功だ。……（コロコロ）。

一同：ピンゾロッ！（爆ばく笑しよう）

カミュラ：おいしすぎ（笑）。

ＧＭ：ダメージは……（コロコロ）15点です。

カッツ：ええいっ！　３点のダメージを受けた。

ＧＭ：《バインド》の効果を受けます。触手が絡からみついて、次の行動でマイナーアクションを使って振ふり解ほどかないと移い動どうできません。

カッツ：きっと、花粉のせいで甘かん美びな感覚に囚とらわれているのだ。この締しめ付け具合が～（笑）。

カミュラ：……変へん態たい（笑）。




　だが、ＰＣたちを追い込んだのもここまでだった。

　ドレス姿すがたの女性型エネミー、リリー・オブ・ザ・バレーの《誘ゆう惑わく花粉散さん布ぷ》はカッツにしか効きかず（「ああ、カッツさんがまた」「誘ゆう惑わくに弱いのよ、あの人……」）、しかも攻撃はファンブルして失敗。

　さらに壁かべ役のディオネスはカッツに倒され、リリー・オブ・ザ・バレーもファムの《エアリアルスラッシュ》とヴァリアスの《バッシュ》により瀕ひん死しになる。

　念のためにカミュラはカッツを《ヒール》し、体たい勢せいを整える。

　そして次のラウンド。
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ＧＭ：接せつ近きんしているヴァリアスに《誘惑花粉散布》。

ヴァリアス：（コロコロ）13で抵抗に成功だぜ。

カミュラ：では、ここでファムに《ヘイスト》をかけます。

ヴァリアス：４以上で先せん制せいが取れる？

カッツ：フェイトを使えば、ほぼ確かく実じつに敵てきよりも早く行動できるかと。

カミュラ：４以上でしょ？　大丈夫です。

ヴァリアス：なんだかよく分からないが、ものすごい自信だ（笑）。

カミュラ：いきますよー。（コロコロ）ほら！

ヴァリアス：お、５！　素晴らしいっ！

ファム：では、いきますね。《エアリアルスラッシュ》です。こんどこそ、倒します。命中は……（コロコロ）22です。

ＧＭ：それはクリティカル以外はムリ……（コロコロ）ダメです。

ファム：（コロコロ）ダメージは20点ですっ！

ＧＭ：〈地〉属ぞく性せいなのでダメージは素通しになるので……（パタンとポーンを倒す）。

ファム：倒しました？

ＧＭ：ヘナヘナとその場で枯かれていきます。

ファム：やりました！　余よ裕ゆうですっ！




　多少苦戦しながらもなんとかエネミーを倒した一行は、ドロップ品の判定、そして【ＨＰ】と【ＭＰ】を回復させ（《ヒール》で一回ファンブルが出て、ちょっぴり【ＭＰ】を無む駄だにしたが）、先へと急いだ。

　そして運命の時は、ついに来た……。








クライマックスフェイズ









◆クライマックス　01◆真実と虚偽と　～十二月二十三日（光曜日）〇時〇〇分～




　いつの間にか雪が降ふりはじめていた。

　この地方で、アルトリウス祭の日に雪が降ることは珍めずらしい。

　四人は舞まい落ちる粉雪を振ふり払はらいながら、森の中を駆かけ抜ぬけていった。

　そして……。




ＧＭ：それでは、ここからクライマックスフェイズとなります。木々がまばらに生えている小高い丘の上で、ここからだと〝恩おん寵ちようの森〟を見み渡わたすことができるような景色のよい場所です。うっすらと森の木々が雪で薄うす化げ粧しようしています。

ファム：雪？

カミュラ：これでセラフィックポメロがポップする条じよう件けんが整ったということですね。

カッツ：なんとしても先に羽根を手に入れる。そして現金を（笑）。

ファム：それよりもプリシアですよっ！

ＧＭ：というところで、ようやくあなた方の目の前にプリシアの後ろ姿すがたが……。

カッツ：ようやく追いついたっ！

ＧＭ：見えたと思った瞬間、プリシアがガクッと倒れ込みます。

ヴァリアス：え？

ＧＭ：そして、プリシアの陰かげになって見えなかった向こう側が顕あらわになります。そこには、右手に白い羽根を持ち、左手を手前に伸のばしたリースが立っています。その手の先からは、おそらく魔ま法ほうを使ったのでしょう。陽炎かげろうのようなものがゆらゆらと立ち上っています。

ヴァリアス：よくやったー！

一同：おい！（笑）

ヴァリアス：いや、オレの聞いている情じよう報ほうからだと、話的にそういうようになったりするんですが。たぶん、オレの方が騙だまされているような気がするけど。

カミュラ：それはこれから分かりますよ。さぁ、羽根をこちらにお渡しなさい。これはプリフェクトとしての命令です（笑）。

一同：おいっ！（笑）

ファム：みんな、私し利り私し欲よくに走りすぎですっ！　そんなことよりもプリシアですっ！　心配して駆け寄ります。大丈夫？

ＧＭ／プリシア：「あの羽根、羽根を……」と苦痛に呻きながら呟いています。

カッツ：その羽根を使って、君はどんな願いを叶かなえようとしたのだ？

ＧＭ／プリシア：「あの羽根は願いを叶える力なんて持ってない！〈光〉の霊れい獣じゆうのセラフィックポメロの力で邪じや悪あくなるものを浄じよう化かすることができるだけ……」

カッツ：なんだってっ！

ヴァリアス：ということは、それを奪うばったリースは……。どういうことなんだ、リース！　まぁ、予想はしていたけど（一同笑）。

ＧＭ／リース：まだ、そんなことを言ってるの？

ファム：本当は、リースさんが悪い人だったんですねっ！

ヴァリアス：そ、そうなの？　助けを求めるようにリースを見ますが……。




　学校の中では見せたことのない、妖よう艶えんな笑えみを浮かべるリース。




ヴァリアス：ちょっと待て。ということはファムを狙ねらっていたのも……。

ＧＭ／リース：リースは笑えみを浮うかべたまま、その場でくるっと回るとプリシアの姿へと変わります。「それはこういうことだよ」

ヴァリアス：げぇーっ！　そういうことかっ！　全部お前の仕し業わざだったんだなっ！

ＧＭ／リース：「もうちょっと役に立ってくれると思ったのにな」プリシアの声でリースは呟きます。

ヴァリアス：騙だましたのかっ！

ＧＭ／リース：騙したわけじゃないよ。ボクがファムの孫ってのは本当。ただし、ファムが魔族としての力を得た時の話だけどね。ファムさんが魔族になれば、ボクはその孫として今よりも強大な力を得ることができるんだ。

ヴァリアス：なんだって！

ＧＭ／リース：神様にお願いしたのも本当。もっともキミたちが邪神って呼んでいる神様だけどね。

ヴァリアス：ぐっ！

ＧＭ／リース：ね、嘘じゃないでしょ？

ヴァリアス：た、確かに……。

カッツ：そこで納得してどうするっ！（笑）

ＧＭ／リース：あっ！　ごめんひとつだけ嘘ついてた。ボクは魔族だから、ボクの魂がいたところは幽界じゃなくて魔界の方だね。ごめんね。

カッツ：……謝るのはそこかい（笑）。

ＧＭ／リース：でもまさかこんなに早く、こっちに来るとは思わなかったよ。

ヴァリアス：あれは予想以上の早さだった。まさか、カッツ先輩がまっさきにファムのところに行くとは思わなかった（笑）。

ＧＭ／リース：「そうだよ。おかげでこっちの準じゆん備びが全然できなかったよ。先輩を誘ゆう惑わくした方がよかったかもね」元の姿に戻りながらカッツを誘惑するような目付きで見ます。

カッツ：私が誘惑に負けるわけないじゃないか。

カミュラ：カッツさんはすでにわたしに誘惑されているんで。

カッツ：おいっ！（笑）




　カミュラだけでなく、女性の姿とはいえ草にも誘惑されていますが。




ヴァリアス：もう、カッツ先輩を許ゆるしてやってください。

カッツ：私をかわいそうな目でみるな（一同笑）。

ファム：リースさん。その羽根をどうするつもりですか？

ＧＭ／リース：この羽根の力さえなければ、キミを真の運命に導みちびくことができるんだよ。

ファム：真の運命？

ＧＭ／リース：そうだよ。世界を滅ほろぼす魔族となる、それがキミの運命。ファムさん、キミはそっちにいる人じゃないんだよ。

ファム：そ、そうなんですか？

カミュラ：（シリアスな口調で）そんなことはありません。あなたがそんなだから、周りに迷めい惑わくがかかるんです。もっとしっかりしなさい。

ファム：カミュラさん？

カミュラ：（諭すような声で）ファムさん、あなたが諦めたらそれですべて終わりなんですよ。あなた自身の運命です。あなたが諦めてどうするんですか？　もっと自信を持ちなさい。

ファム：自信？

カミュラ：そして仲間を信じるのです。

カッツ：おっ、なんか〝ハートフル〟な感じ（笑）。

カミュラ：頼りにならない人もいるかもしれませんが、彼だって一所懸命やっているのです。

カッツ：彼って……私かよっ！（一同笑）　なんで最後でオチつけるんだよ。

ＧＭ／プリシア：カミュラさんの言うとおりです。

カッツ：ちょっと待て。ＮＰＣにまで言われたくないぞっ！（笑）

ＧＭ／プリシア：えっ？　あっ！　そういう意味じゃなくて（笑）。大丈夫、ファムさんは絶対に運命に負けたりしませんってことです。ここにあたしがいるのが、その証拠です！

カッツ：証拠？　証拠……。なるほど……そういうことか！

ヴァリアス：なにか分かったんですか、先せん輩ぱいっ！

カッツ：まぁな、後で教えてやろう。だが、とりあえずまずはこいつを倒さないとな。

ＧＭ／リース：「倒せるものなら倒してみてよっ！」リースはその場でくるりと回ると、学校のローブなどの洋服がすべて消え、黒いアンダウェアや水着のような衣装を身に纏まとった姿に変わります。さらに髪かみも腰こしまで伸のび、背せ中なかにはフクロウのような羽根が生えてきます。
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ファム：変身しましたよっ！

ＧＭ／リリス（リース）：「ボクの本当の名前はリリス。〝暗い月〟なんていうふたつ名で呼ばれることもあるけどね。見てのとおり人間じゃない。……魔族だよ」

カッツ：悪い奴やつだったんだな。

ヴァリアス：悪い奴ですよ。だから、オレは騙だまされたと言ったじゃないですか！

カミュラ：男ってやーね。

ファム：ええ、色仕掛けで惑まどわされたんですね。

ヴァリアス：色仕掛けじゃないっ！　ファムの名前を出されたから、ということで一応納なつ得とくしていただきたい（笑）。

カミュラ：うわっ！　それって愛の告白っ!!

ファム：本命は、あたしだったんですね!?（一同笑）

ヴァリアス：いや、それは、まぁ、その……。それよりも、今はコイツを倒さないと。

ファム：がんばります！　絶対、悪には屈くつしませんっ！







◆クライマックス　02◆魅了の翼　～十二月二十三日（光曜日）〇〇時十分～




「さぁ、おいで！　ボクのしもべたちっ！」




　リース、いや魔族リリスの声と共に、鳥の頭を持つ異い形ぎようの魔族ハルパス、そしてバスタードソードを構かまえた鎧よろいの死者リビングアーマーたちが出現する。
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「ボクはこの時代に本来いない存そん在ざいだからね。かなり力を制せい限げんされちゃうけど、それでもこのくらいのことはできるんだよ」
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　ハルパスはジリジリとファムたちの方へとすり足で近ちか寄より、リビングアーマーはリリスを守るようにその周囲を固める。




「悪いけど、手て加か減げんはしないよ」




ＧＭ：では、クライマックスの戦闘を開始しましょう。

ファム：はい！　がんばりますっ！
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ＧＭ：ＰＣから５メートルの場所に鳥頭の剣士が一体、そこから15メートル離れた場所にリリスと剣を持った鎧三体がエンゲージしている状態です。リリスの行動値は13、鳥頭が11、鎧が５です。まずはセットアップから。

カミュラ：《ヘイスト》使いますか？

カッツ：敵てきの能のう力りよくが分からないのでなんとも言えないが、私にかけてもらえれば突つっ込こんで壁かべになることができる。敵が範はん囲い攻こう撃げきを持っていると《カバーリング》できる私がエンゲージに残っている方が有利。

ＧＭ：こちらはリリスが鳥頭に《ウィークポイント》（＊）を使用。（コロコロ）判はん定ていは成功です。

カッツ：ということは前に出て、魔族を足止めした方がいいな。私に《ヘイスト》をください。できれば４以上をお願いします。

カミュラ：４以上を出せるかどうか。とりあえず判定……（コロコロ）成功。

カッツ：４以上でお願いします（笑）。

ヴァリアス：そういう時はフェイトを……。あっ！

カミュラ：（コロコロ）１足りません。３でした（笑）。

ヴァリアス：遅かったか……。

ＧＭ：それじゃあ、仕方ないですね（笑）。では、リリスの行動が先になります。ビシっ！

ヴァリアス：なんで、オレを指さすんですかっ！

ＧＭ：【精せい神しん】の対決です。

カッツ：どんな攻撃をしてくるんだ？

ＧＭ：相手を魅み了りようして対象を操あやつり、一回だけメジャーアクションを行なわせます。テイマーの《マニュピレイト》のエネミー能力版ばんですね。




テイマー

　サプリメント『リインフォース』に掲けい載さいされている上級クラス。《マニュピレイト》では人間、妖よう魔ま、魔族を操ることはできないが、ここではエネミーの特とく殊しゆ能力ということでそれを可か能のうとしている。

ＧＭ：こちらは８＋２Ｄで……（コロコロ）16です。フェイトを使いますか？

ヴァリアス：げぇー！　ここで操られるとＰＣの誰かを攻撃することになるのか！

ＧＭ：そうです。しかも《バッシュ》で（笑）。

ヴァリアス：ここで負けるわけにはいかないな。フェイトを２点使用！　３＋４Ｄで……（コロコロ）18！　お前の手口はもう分かっているんだっ！

ファム：さすがです、ヴァリアスさん！

カッツ：なんてえげつない攻撃だ。《カバーリング》するためにエンゲージしていると、操られて守ろうとしている人を攻撃してしまうというわけか。

ＧＭ：そういうことです。次は《ヘイスト》で行動値が上がっているカッツですね。

カッツ：どうするか……。《カバーリング》が半分くらい封ふうじられているし、このままなし崩くずし的に鳥頭にエンゲージされるよりはいっそのこと……。

ファム：こっちは大丈夫ですから、あたしたちのことは気にしないでください。

カッツ：分かった。よし、先手必勝！　マイナーで移動して鳥頭にエンゲージ、メジャーで《ペネトレイトブロウ》で攻撃するっ！　命中は５＋３Ｄで……（コロコロ）17！

ＧＭ：回かい避ひは８＋２Ｄ。（コロコロ）回避は失敗。

カッツ：ここでフェイトを２点使って攻撃力を上げる。なるべく早くこいつを倒さないとまずい。５＋５Ｄで……（コロコロ）装そう甲こう無む視しで25点のダメージ。

ＧＭ：だが、それでは倒れない。カッツの攻撃を受けたまま、反撃に出る。マイナーで《飛鳥の構かまえ》、そしてメジャーで《連続攻撃》。

ヴァリアス：《飛鳥の構え》ってどんな能力だっけ？

ＧＭ：回避判定のダイスが１個減へります。ということで《連続攻撃》を受けてみよ！　素早い剣けん捌さばきでカッツを攻撃する。一回目……（コロコロ）クリティカル！




　剣の持ち手を隠すかのように身体を捻り、背中を相手に向けた状態から繰り出す変則的なハルパスの二撃。タイミングを外され、持ち前の機敏さを奪われたカッツは、この攻撃を両方とも受けてしまう。




カッツ：《飛鳥の構え》のせいで、《バタフライダンス》（＊）の意味がない時に限ってクリティカルとは……（コロコロ）クリティカルは出ない。

ＧＭ：ダメージは14＋２Ｄで、さらにクリティカルで＋２Ｄ。（コロコロ）29点！

カミュラ：《プロテクション》を使用します。（コロコロ）10点軽減です。

ヴァリアス：おっ！　出目がいいっ！

カッツ：助かる。物理防ぼう御ぎよ力は12だから、ＨＰダメージは７点だな。

ＧＭ：７点しか通らないのかっ！　二回目は……（コロコロ）18で命中。

カッツ：これもクリティカルのみ……（コロコロ）ダメ。回避失敗だ。

ＧＭ：（コロコロ）ダメージは22点。

カミュラ：《プロテクション》いります？

カッツ：いや。《プロテクション》は一回のメジャーアクションで一回しか使えないので、今回は使えないんですよ。だからこっちの防御力だけ引いて10点のダメージ。これで【ＨＰ】は20点。

ＧＭ：まだ20点もあるの？　さすがに硬いっ！

カッツ：壁役として特化させたからな。まだまだいけるぞ（笑）。

ＧＭ：魔族の行動は終了。次はファムですね。

ヴァリアス：とりあえず先に近くの魔族を倒すんだ。エンゲージされると、こいつをリリスが操って二回攻撃される可能性がある。

ファム：分かりましたっ！《エアリアルスラッシュ》を使います。11＋２Ｄで……（コロコロ）17ですっ！

ＧＭ：また９以上で回避か。（コロコロ）げっ！

カミュラ：ファンブル（笑）。

ファム：おっしゃー！（笑）

ＧＭ：こんなところでファンブルが出るとは……。ダメージをどうぞ。

ファム：では、ダメージいきますよ……（コロコロ）えーっと、19です。

ＧＭ：19から魔法防御力を引いて……まだ大丈夫。

ファム：ダメでした……。

カッツ：いや、おそらくさっきのダメージと合わせて、あと一撃というところだろう。

ヴァリアス：オレが落とした方がいいですかね？

カッツ：そうだな。カミュラは範囲攻撃の魔法を持っているから、リリスとその周囲を攻撃してもらった方がいいな。

ヴァリアス：では、オレも鳥頭にエンゲージ。そして《バッシュ》で攻撃する。（コロコロ）低いっ！　ここで外すわけにはいかない。フェイトを使って振り直して……（コロコロ）さっきよりも下がった！　命中は12。

ＧＭ：それは……（コロコロ）余よ裕ゆうで回避（笑）。

カッツ：まずいな。敵てきの戦せん術じゆつが増ふえただけじゃないか（笑）。

カミュラ：どっちを攻撃します？

カッツ：どっちでもあまり変わらないけど……。後ろの連中に動かれても困こまるし、最初の予定どおりでいいんじゃないかな。ダメージが入ればバッドステータスの重圧も入るし。

カミュラ：そうですね。では、フェイトを１点使って《サモン・フェンリル》を使います。

カッツ：ここでクリティカルが出ればっ！

カミュラ：（コロコロ）14ですね。

ＧＭ：リリスの回避は……（コロコロ）失敗。そして、鎧よろいたちは回避判定のダイスを３個振りますね。

ヴァリアス：３個？

カッツ：こいつら、強いぞ!!




　フェンリルの幻げん影えいがリリス、そしてリビングアーマーに襲おそいかかる。だが、カミュラの予想よりもリビングアーマーたちの動きは素早かった。

「《サモン・フェンリル》だよ！　避けてっ!!」

　リリスの指示に従したがい、鈍どん重じゆうなはずの鎧が機き敏びんに動き、一体はフェンリルの攻撃を避け、そのままリリスを守るために盾たてのようにフェンリルに立ち塞ふさがる。




ＧＭ：一体だけ回避に成功。回避に成功した奴やつがリリスを《カバーリング》します。

カッツ：こいつらリリスを守るための盾役だ。《カバーリング》要員だよ。おそらく、このまま突っ込んでこないぞ。

カミュラ：ダメージはどうしましょう？　フェイト使います？

カッツ：フェイトは味方からの攻撃を回避するために取っておいた方がいいかも（笑）。

ヴァリアス：１点でもダメージが入ればいいんです。《サモン・フェンリル》はバッドステータスの重圧を与えることができるからな。

カッツ：６の目をいっぱい出せばいいんですよ（笑）。

カミュラ：じゃあ、普通にダメージを振ります。いきまーす（コロコロ）。

カッツ：（６の目が見える）おっ！

カミュラ：あ……６、１、１で８点です。

ヴァリアス：一瞬期待したのに、このオチはなに？（笑）

ＧＭ：大丈夫。ダメージは通るので、重圧にはなります。では、次は《カバーリング》要員たちの行動。マイナーで重圧を解かい除じよ、メジャーで《ソニックブーム》。

ヴァリアス：えぇーっ！

ファム：そにっくぶーむ？

カッツ：衝しよう撃げき波はを放つことで、離はなれた相手に武ぶ器きで攻撃するスキルだ。そんなものまで持っているのか……。




　三体のリビングアーマーは、カッツを除のぞく三人に対して《ソニックブーム》で攻撃。しかもリリスの《援えん護ご》の効果を受けるため、すべての行こう為い判はん定ていのダイスが１個追加されているので、命中判定は３＋４Ｄとなるのだ。

　ヴァリアスは回避に成功し、カミュラは攻撃を受けるものの《プロテクション》でＨＰダメージを１点に軽減。

　そして……。




ＧＭ：で、最後はファムに攻撃。

ファム：お手て柔やわらかに、お手柔らかに！（笑）

ＧＭ：命中は……（コロコロ）３＋15で18です。衝撃波が空を裂さいて飛んでくる！

ファム：それはちょっと難しいです……（コロコロ）９で回避失敗ですっ！

ＧＭ：ダメージは９＋２Ｄ……（コロコロ）ちょっと低いかも。15点です。

カミュラ：《プロテクション》を使用します。

カッツ：これで11を出すとＨＰダメージは０になる。

カミュラ：いえいえいえ、そんなそんな（笑）。たぶん、２ですよ。

ファム：そんなこと言わないでくださいっ！

カミュラ：えいっ！（コロコロ）10です。

ヴァリアス：おぉー！

ファム：ということは、１点だけですか？　カミュラさん、ありがとうございますっ！




　リリスを守るリビングアーマーが放った衝撃波がファムに襲おそいかかる。

　避けることができないっ！　そう思ったファムは思わず目を閉とじる。

　だが、いつまで経たっても身体からだを切り裂さくような感かん触しよくはこない。

　恐おそる恐る目を開いたファムは、自分の目の前に透とう明めいな円形のシールドが張はられていることに気がついた。カミュラの張った《プロテクション》が、リビングアーマーの《ソニックブーム》を防ふせいだのだ。

　もちろん完全にその威い力りよくを防いだわけではない。衝撃波の余よ波はで制せい服ふくのローブが多少切り裂かれ、胸むねのペンダントの台だい座ざの部分にも傷きずは付いていた。




カミュラ：ペンダントに傷？　それって……。

ＧＭ：秘密です（笑）。

ファム：秘密なんですかっ！（一同笑）

カッツ：プリシアのペンダントにも傷があっただろう。つまり……。

ＧＭ：それは後のお楽しみということで（笑）。では、次のラウンド。
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　第二ラウンドのセットアッププロセスで、リリスは《ウィークポイント》を自分のエンゲージに対して使用。カミュラがフェイトを使用してヴァリアスに《ヘイスト》を使用するも最終的な行動値は11でリリスに届とどかない。

　そしてリリスは再ふたたびヴァリアスを操ろうとするが、ヴァリアスはフェイトを注ぎ込んでこれになんとか耐たえる。




ＧＭ／リリス：ずいぶんと抵てい抗こうするね。そんなにムリしなくてもいいのに。

ヴァリアス：周りにずいぶん迷めい惑わくをかけちまったからな。これ以上迷惑はかけられないのさ。

ファム：ヴァリアスさん、さすがです！

ＧＭ：次は鳥頭の魔族の行動ですね。

ヴァリアス：行動値ちいくつだっけ？

ＧＭ：11ですね。

ヴァリアス：ならばこっちと同じ。同じ場合はＰＣが優ゆう先せんとなるはずっ！

ＧＭ：え？　11だっけ？

カッツ：《ヘイスト》がかかっているからな。

ＧＭ：そっか。ここで先手取られると……。

カミュラ：ずいぶんドラマチックになったんじゃない？

ＧＭ：ドラマチックというか、できすぎです（笑）。

ヴァリアス：というわけで、鳥頭を攻撃するぜ。

カミュラ：わたしのおかげよ（笑）。

ファム：がんばれっ！

ヴァリアス：《バッシュ》を使用して、命中は……（コロコロ）18！

ＧＭ：魔族はその攻撃を避けようとするが……（コロコロ）おしいっ！　１足りない。

ヴァリアス：いままでに相当ダメージを喰くらっているからな。足にきてるんだよっ！　ダメージは……（コロコロ）23点！

ＧＭ：それはさすがに耐えきれないっ！




　ヴァリアスのトライデントが魔族ハルパスの腹ふく部ぶに突つき刺ささる。

　信じられないものを見るような目で、自分を貫つらぬいている槍やりを見下ろすハルパス。そして、その目線を正面に立つ、憎にくき人間へと移うつす。だが、彼にできたのはそこまでだった。

　ハルパスは槍に突き刺されたまま、黒い靄もやとなって消しよう滅めつしていった。




ファム：すごいです、ヴァリアスさんっ！

ＧＭ：まさか《ヘイスト》がこんなところで役に立つとは。これで魔ま族ぞくの行動がなくなってしまったので、次はカッツの番ですね。

カッツ：よしっ！　この勢いきおいに乗じて、マイナーでリリスとエンゲージ、メジャーでリリスを《ペネトレイトブロウ》で攻こう撃げきするっ！　命中は……（コロコロ）14！（池○秀一風に）落ちろっ！

ＧＭ：（コロコロ）リリスは回避に失敗。だが、すばやく鎧よろいその１がカッツの前に立ち塞ふさがります。リリスを《カバーリング》！

カッツ：それは計算のうちだ。《カバーリング》要員の【ＭＰ】を減らしつつ、先に倒すのが目的。ダメージは……（コロコロ）20点。これで倒れるか？




　相手の懐ふところに密みつ着ちやくした状じよう態たいで震しん動どうを打ち抜くカッツの攻撃。だが、そのスキルをもってしてもリビングアーマーを倒すことはできなかった。




カッツ：こいつ【ＨＰ】も高いぞ。回避も高いし、遠えん距きよ離り攻撃も持っている。早めに片かた付づけないとまずいぞ、これは。

ファム：次はあたしですね。

カッツ：マイナーアクションを使う行動ってなにか持っていたっけ？

ファム：ないです。

カッツ：ならば、私が届く距離──つまり14メートルのところまで移動してくれ。そうすればいざという時に移動して《カバーリング》することができる。壁役の敵は動かないはずだ。

ファム：なるほどっ！　分かりました。マイナーで10メートルだけ前に出て、メジャーで《エアリアルスラッシュ》をリリスにっ！




　ファムの《エアリアルスラッシュ》の回避に失敗したリリスは、再びリビングアーマーに《カバーリング》させる。しかし、もともと魔法に対する防ぼう御ぎよ力が低いリビングアーマーは、このファムの攻撃によって倒される。

　続けてファム同様前進したカミュラが《サモン・フェンリル》を放つ。リリス、リビングアーマーを蹴散らすように狼の王の幻体が暴れ回る。だが、やはりリリスへの攻撃はリビングアーマーの《カバーリング》によって防がれてしまう。




ＧＭ：そろそろダメージがきびしい……。しかし、ここで攻撃の手は緩めません。鎧たちがファムとカミュラに《ソニックブーム》を使用します。しかも《ウィークポイント》のおかげでダメージが＋８されています。まずはカミュラから……（コロコロ）命中は17！

カミュラ：それはさすがに……（コロコロ）回避できませんね。

ＧＭ：ダメージは……（コロコロ）21点！

カミュラ：《プロテクション》で……（コロコロ）ダイス目は７ですから、ＨＰダメージは７点ですね。




　再びファムを《ソニックブーム》が襲う。カミュラの《プロテクション》でなんとかダメージを軽減するが、この攻撃によってファムの【ＨＰ】の残りは10点となってしまう。

　そして、次のラウンド。リリスは再ふたたびセットアップでリビングアーマーたちに《ウィークポイント》を使用。そして自らの行動でカミュラを操あやつり、カッツへ《サモン・フェンリル》を撃うたせ、カミュラの【ＭＰ】を減へらし、さらにカッツを重じゆう圧あつにすることを狙ねらうが、抵抗されてあえなく失敗。

　カッツはファムを《カバーリング》するために、メジャーアクションでエンゲージを離り脱だつ。これと呼こ応おうするようにファムがリリスに《エアリアルスラッシュ》で攻撃。これによりリリスをかばったリビングアーマー一体を吹き飛ばすことに成功した。




ヴァリアス：よし、これで守りはあと一体……そうか！　マイナーアクションで12メートル移動して、リリスと鎧を《ブレス》で攻撃っ！　これなら範囲に攻撃できるっ！

　だが、ヴァリアスの《ブレス》はリリスに回避されてしまい、リビングアーマーに《カバーリング》させることに失敗。そのため、リビングアーマーも大したダメージを受けることはなかった。残り【ＭＰ】に不安を感じたカミュラは、ここでＭＰポーションを使用する。

　そして最後のリビングアーマーがファムに向かって、《スマッシュ》＋《ソニックブーム》を放つ。しかもこの攻こう撃げきには《ウィークポイント》が加算されていた。




カッツ：これはさすがにファムは耐たえきれないだろう。《カバーリング》！

ファム：す、すいませーん。

ＧＭ：今までのものとは比くらべものにならないほど巨きよ大だいな衝しよう撃げき波はがカッツに襲おそいかかる。ダメージは23＋２Ｄ！

カッツ：うぇっ！　マジかよ……。

ＧＭ：ダイスは……（コロコロ）６ゾロッ！　35点のダメージっ！

カッツ：こんなところで６ゾロだすかっ！　物理防ぼう御ぎよの12点減らしても耐えきれない。《プロテクション》！《プロテクション》を頼たのむ！

カミュラ：（満面の笑顔で）ん～♪

カッツ：そんな笑顔じゃなくて、《プロテクション》が欲ほしいんですが（笑）。

カミュラ：しかたないですねぇ。えいっ！（コロコロ）５点。

カッツ：残り【ＨＰ】が５点。し、死ぬかと思った……。
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　そして戦いの次のラウンドへ。

　だが、いまだリリスは無傷。

　一方ＰＣたちは疲ひ弊へいしきっていた。




ＧＭ：セットアップでリリスは《ウィークポイント》を使用。対象は……ファム。

ファム：あ、あたしですかっ！

カッツ：ファムを誘惑するつもりかっ!?

ＧＭ／リリス：そのとおりです。ファムを誘惑します。「キミのいる場所はそこじゃないんだよ。ほら、周りを見てごらん。みんなキミを利用しようとしているだけなんだよ」（コロコロ）こちらは13。

ファム：そんなことありませんっ！　ここで操られてしまってはまずいので、フェイトを１点使用します。

カミュラ：８以上出せば大丈夫だから。

ファム：はいっ！　せーのっ！（コロコロ）

ヴァリアス：耐えたっ！

ファム：ハハハハハハ！　むだじゃーっ！（一同爆笑）

カッツ：それ、キャラ違うから（笑）。

ファム：ムダです！　余よ裕ゆうですっ！




　ファムがリリスの誘惑をはね除けたことで形けい勢せいは一気に変化していく。

《ウィークポイント》がかかったファムの魔ま法ほうによって最後のリビングアーマーがついに倒たおれ、そしてヴァリアスはついにリリスへ一撃を加えることに成功したのである。
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ヴァリアス：ここで《ボルテクスアタック》も使用。これでダメージは９＋７Ｄ！　いくぜっ！　よくも騙だましてくれたなっ！（コロコロ）39点っ！

ＧＭ／リリス：ヴァリアスのトライデントがリリスの脇腹を貫つらぬき、そのまま背せ中なかの羽根まで突つき抜ぬける。だが、彼女は笑みを浮うかべたままヴァリアスに言う。「ヴァリアスくん、それは違うよ。ファムさんが魔族の生まれ変わりなのは本当なんだよ。騙されているのはキミの方だよ」

ヴァリアス：黙だまれっ！　たとえそうだとしても今のファムは魔族じゃないんだっ！

ＧＭ／リリス：「だったら、彼女が目の前で魔族に変わるところを見るがいいわ……」そして次のラウンド。リリスはセットアップでカッツに対して《ウィークポイント》を使用します。

カッツ：……やはりそう来たか。

ＧＭ／リリス：そしてカッツにファムを《ペネトレイトブロウ》で攻撃するように誘惑します。「ファムを殺して……。お願いだよ」

カッツ：そう来るのは分かっていたさ。さぁ、判定しようじゃないか。私はそのためにフェイトを残していたんだっ！（笑）

ＧＭ：いきますよ８＋２Ｄで……（コロコロ）19っ！

ヴァリアス：うぉー！

カッツ：ちょ、ちょっと高すぎないですか？（笑）フェイトは３点しか使えないから、５Ｄで15以上か……。

ヴァリアス：一応、平へい均きんを出せば上回るはずですが……。

カッツ：それでもギリギリって感じだな。少しでもダイス目が悪いと失敗ということになる。しかし、ここで出さないと……すべてがムダになるっ！

ファム：がんばってくださいっ！

カミュラ：信じています。カッツさんならできます。

カッツ：カミュラに言われると失敗するような気がするのはなぜだ（笑）。

カミュラ：え、そんなこと言うなんてひどいっ！（笑）

カッツ：えーいっ！　気を取り直して……たぁっ！（コロコロ）

ヴァリアス：……おっ！　これは行けそう？　３、５、６……。

カッツ：……合計は15、20！　よしっ！　耐たえたっ!!

ファム：ありがとうございますっ！

カッツ：ここで決めないと、さすがにやばいっ！　マイナーでリリスとエンゲージして、メジャーで《ペネトレイトブロウ》。これで最後だっ！　命中は……（コロコロ）18っ！

ヴァリアス：カッツ先せん輩ぱいが本気を出したっ！

ＧＭ：回かい避ひは……（コロコロ）失敗。

カッツ：《ウィークポイント》が乗っているのでダメージは20点。しかも素通し！

ＧＭ／リリス：誘惑に成功したと思った瞬しゆん間かん、気がつくとカッツに懐ふところに飛び込まれ拳こぶしが腹部に叩たたき込まれる。「なんで……。誘惑したと思っていたのに……」

カッツ：残念だったな。

カミュラ：カッツさんを甘く見ましたね？

カッツ：そのとおりだ。

カミュラ：カッツさんにあなたの誘惑は効きませんよ。身も心もわたしの下僕なんですから（一同爆笑）。

カッツ：下僕じゃないっ！　まったく……。ファム、次はキミの番だっ！

ファム：はいっ！《エアリアルスラッシュ》です！《マジックフォージ》もフェイトも全部使いますっ！

ＧＭ／リリス：キミは魔族なんだよ。ボクと一いつ緒しよに行こう……。

ファム：そんな言葉には騙されません！　あたしは立りつ派ぱな魔法使いになるんですっ！　プリシアと約束したんですっ！　命中は……（コロコロ）19です。

ＧＭ：それはクリティカル以外に回避はできない……（コロコロ）失敗。

ファム：ダメージを振ります。えっと、５Ｄと２Ｄと３Ｄで10Ｄでいいですか？　ていっ！（コロコロ）10、20、30、32の……えっと、合計40点ですっ！

ＧＭ：40点っ!?　リリスの魔法防御力は７だから、ＨＰダメージは33点！

ファム：どうですかっ！

ＧＭ：こちらの残りの【ＨＰ】は……ちょうど33点です。

ファム：や、やりましたっ！




　ファムの放った風の刃やいばが、降ふりしきる雪を舞まい散らせながら、リリスへと襲おそいかかる。

　だが、リリスはその刃を避よけようともしなかった。

　いや、避けることができなかったのだ。

　それを悟さとった時、彼女は避けることを諦あきらめたのかもしれない。




　リリスがファムに向かって笑みを浮かべた瞬間、風がリリスの身体からだを突き抜け、彼女の長い髪かみをふわりと浮き上がらせる。

「今回はここまでみたいだね。でも、キミはまたボクに遇あうことになるよ……」

　それがリリスの最さい期ごだった。

　リリスの手から雪のように真っ白な羽根が離はなれ、静かに降り積もる雪の上へと落ちる。

　雪が降る中、リリスは音もなく倒れた。





（＊）《ウィークボイント》　セージのスキル。敵の弱点を見抜き、ダメージを増やす。

（＊）《バタフライダンス》　シーフのスキル。回避判定のダイスを１個増やす。










エンディングフェイズ









◆エンディング　01◆聖雪の少女　～十二月二十三日（光曜日）〇時三十分～




　雪が降ふっていた。

　森の緑を埋うめ尽つくすように、真っ白な雪が降っていた。

　その雪の上に、力尽つき倒れたリリスの身体はいつしか消え去り、後には雪のように純じゆん白ぱくな聖せい雪せつの羽根だけが残されていた。




ＧＭ：それではエンディングフェイズになります。んー、一回ぐらいは誰かを操あやつれると思っていたんですけどね。

カッツ：いや、こっちはフェイト使って全力で耐えていたからな。少しでもダイス目が悪かったら、間ま違ちがいなく味方を攻撃していた。

ファム：そうですねっ！　これが絆きずなの力ですよっ！　それでは、落ちている羽根を拾い上げて、プリシアに渡します。はい、これが必要だったんでしょ？

ＧＭ／プリシア：「ありがとう。ほんとにありがとうっ！」プリシアは受け取った羽根を、ファムの胸むねのペンダントへと近づけます。すると羽根は淡あわい光を放って、そのままペンダントの中に吸すい込まれていきます。

ヴァリアス：おおっ！

ＧＭ：そしてペンダントの石の色が次し第だいに薄うすくなっていき、エメラルドのような輝かがやく緑色の石に変わります。

ファム：変わりましたよっ！　色が変わりましたよ。

ＧＭ／プリシア：これで大だい丈じよう夫ぶ。魔族の魂は完全に封ふう印いんされたはずです。

ファム：もうすべて話してもらえますよね。

カッツ：今までの話からだいたい分かってきたけどな。プリシア、君のペンダントを見せてもらえるかな。

ＧＭ：プリシアは素す直なおにペンダントを渡します。

カッツ：では、そのペンダントをファムのものの隣となりに並ならべて見み比くらべる。ファムのペンダントに、さっきの戦せん闘とうでついた傷きずがあるよな。

ＧＭ：あります。

ファム：そういえば、プリシアのペンダントにも傷があったって……。

カッツ：（大きく頷うなずいて）同じ場所に傷があるはずだ。

ＧＭ：そうです。同じ場所にまったく同じ傷がついてます。

カッツ：つまり、これは同じものということだ。もう分かっただろ？

ファム：おーっ！　仲よしですねっ！




　そういう意味じゃありません。




カッツ：気を取り直して……。この先、どうなるか分からないが……。ファム、君は邪じや悪あく化なんかしない。この後、なにがあっても。なぜならば、邪悪化することはまず無いということを、プリシアから聞いてるからだ。

ＧＭ／プリシア：え？　言いましたっけ……？　言ってないですよね？　だって、そんなこと言ってないですよ。

カッツ：そのとおり。君は直ちよく接せつは言ってはいない。だが、君は自分の祖そ母ぼが大魔法使いだといったな。そして、そのペンダントはその祖母の形見だと。

ファム：そういえば……。ということは、プリシアのお祖母ちゃんってもしかすると………あたしっ！（一同笑）

ＧＭ／プリシア：プリシアはコクッと頷きます。「はじめまして、お祖母ちゃん！」

ファム：ちょっと複ふく雑ざつな気持ちです（笑）。

カッツ：そういえば、プリシアとファムリシアだもんな。名前の後ろも一いつ緒しよ（笑）。

ＧＭ／プリシア：そうです。あたしの名前はお祖母ちゃんから頂いただいたんですよ。

ファム：なら、このペンダントは……。

カミュラ：そう、それはあなたの中に眠ねむる邪悪なるものを封じ込めるための封印だったのです（笑）。わたしはそれをこの学校の学長のエルヴィラから託たくされました。でも、その封印は完全なものではないのです。いつか封印が破やぶられることは分かっていました。それを防ふせぐためにわたしと学長はあなたを見守っていたのです。

ファム：そうだったんですかっ！

ＧＭ：またしても、なんかいかにも知ってそうなことを（笑）。まぁ、概おおむね合っているんで別に問題はありませんが（笑）。

ヴァリアス：本当、よく思考が回りますね。

カッツ：職業がらこういうの得意なんだよな、ホント。

ＧＭ：こういうのって、ＧＭとしては嬉しいところですよね。

カッツ：いつも助かってます、ハイ（笑）。





＊　＊　＊






　雪が降る中、四人はプリシアから話を聞いた。

　プリシアはファムの孫として転生するはずの幽界で休息している魂であること。そして、神様に仮の身体を作ってもらったこと。プリシアとしての身体を得た時、その記憶も持っていること。

　それらはリリスがヴァリアスに説明したことと同じ内容であった。

　ある意味でリリスは真実を語っていたのだ。

　いや、逆に真実を語ることで噓を隠していたのかもしれない。




ＧＭ／プリシア：そして、そのペンダントの封印を完全なものにするのが、あたしの役目だったんです。

ヴァリアス：ということは、もうそのペンダントを外しても大丈夫？

ＧＭ／プリシア：はい。でも、まさかこんなに苦労するとは思いませんでした。

カミュラ：リリス……ですね。

カッツ：つまり歴史を改かい竄ざんするためにリリスは来たということか。ファムを邪悪化させて、強力な魔族を誕生させるために……。

ヴァリアス：なんてことだ……。

ファム：見事に騙だまされましたね。

ヴァリアス：すまん、ごめんっ！

カミュラ：でも、プリシアさんはリリスのことは知らなかったんですよね。だったら、わざわざ九月にこなくてもよかったんじゃないですか？　十二月でも間に合ったはずですよね。

ＧＭ／プリシア：えっと、それは……。お祖母ちゃんに早く会って、いろいろと話が聞きたくて……それで………すいません。

カッツ：だからいろいろと話を聞いていたのかっ！

ファム：ちょっとウルッときています。

カミュラ：まだ小さい頃に死んじゃったんですよね？　だから……。

ＧＭ／プリシア：プリシアは大きく頷きます。「でも、会えてほんとによかった。たくさんお話しができてよかった」

カッツ：（なにかを思いついた）ん？　そういえば……。

ＧＭ／プリシア：はい？

カッツ：あなたの時代では、もうファムさんは亡くなっているんですよね。

ＧＭ／プリシア：え？　そうですけど……。

カッツ：やばい、何年何月何日に死んだのか聞きたくなった（笑）。

ファム：あーっ！　それは聞きたくないですっ！




　そんなファムたちの仲よさそうな姿すがたを見て微笑ほほえむプリシア。

　そのプリシアの姿すがたが次し第だいに薄うすれてくる。

　背はい景けいが透すけて見えはじめ、雪もプリシアの身体からだを通り抜けて地面に落ちる。




　最初に異い変へんに気づいたのはヴァリアスだった。

「プリシア、その身体……」

　その問いにニコリと微笑みを返すプリシア。

「もう時間みたい。そろそろ、幽界へ帰る時間みたいです」

　そして、カミュラ、カッツ、そして最後にヴァリアスをじっと見る。

「いろいろとありがとうございました。そして、これからもよろしくお願いします」

　最初に会った時のように、プリシアはペコリとお辞じ儀ぎした。

「お祖母ちゃん……。ううん、ファムさん。今度はあたしの時代で……ね」




　空から舞い落ちる雪にかき消されるようにプリシアの姿は見えなくなった。

　その瞬間、プリシアの目から零れた一筋の涙が降り積もる雪の上へと落ちていった……。
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◆エンディング　02◆別離の後に　～十二月二十五日（水曜日）十七時〇〇分～




　アルトリウス祭の夜以来、プリシアの姿を見かけた者はいない。

　一方、リースは退学したということになっており、結局どうやって彼女がエルクレスト・カレッジに入学したのかも分からなかった。




ＧＭ：それでは最後のシーンです。プリシアがいなくなって、あの部屋は元どおり、カミュラとファムの部屋ということになります。ただし、解決しない問題がひとつ。

カミュラ：カッツの成績（笑）。

ＧＭ：いや、それはもうどうしようもないということで。

カッツ：どうしようもないっていうのは、どういうことだっ！（笑）

ＧＭ：そうじゃなくてですね。アルトリウス祭のパーティーの日の夜間無断外出です。

カッツ：誰が？

ＧＭ：全員（笑）。

カッツ：それはなにかの間違いだ。

カミュラ：わたしは学長にファムを守るように言われて……。ちゃんとした理由がありますよ。わたしだけは（一同笑）。

ヴァリアス：自分だけ助かるつもりですか（笑）。

ＧＭ：それはそれとして。無断外出、しかも夜間。

一同：そんなぁ～。

ＧＭ：ということで、大図書館に所蔵されている本の整理を言いつけられました。

ファム：本の整理って結構ありますよね？

カッツ：エルクレストの図書館って、エリンディルでも有数の巨大な図書館なんですよ。

カミュラ：じゃあ、わたし、本の受け取りとかしているんで（笑）。あとはよろしく。

ファム：えーっ！　カミュラさんだけずるいですっ！

カッツ：結局そうなるんだよな。

ヴァリアス：でも、なんか色々とあったけど、実はなにも変わっていないんだよな。歴史どおりって言えば、そうなのかもしれないけど。




　感慨深げに呟くヴァリアス。




カッツ：そうだな。日ひ々び是これ平へい穏おんなりって感じか。ところで、プリシアがファムの孫ってことは、相手の旦那が居るってことだよな（笑）。

カミュラ：相手はいないかもしませんよ？（笑）

ファム：いやいやいや、いますよ！　きっと大恋愛ですよっ！




　力強く主張するファム。




カッツ：もしかして、ヴァリアスだったりしてな。最後のプリシアの様子もなんだか怪しかったしな。なんで、ヴァリアスをじっと見ていたんだ？

カミュラ：でもヴァリアスさんは気の多い人ですよ。リースさんの方にいったり、ファムさんの方にいったり。あとプリシアさんもですか（笑）。

ファム：気の多い人はイヤです！

ヴァリアス：別に多くはない！　いや、そういう話でもなくて……。

カッツ：なんか、仲よくないか？（笑）

カミュラ：なんか、ラブラブですわね（笑）。




　いつものようにファムをからかうカミュラ。




ヴァリアス：あれは騙されただけだっ！

ファム：信用できませんね！

カッツ：信用できないけど、根はいい奴だぞ？（笑）




　珍しく笑顔を浮かべているカッツ。




ファム：カミュラさんはどう思われます？　噓ついてると思いますか？

カミュラ：男はみんな噓つきです。

ファム：分かりました。信じません！

ヴァリアス：うおー！　信じてください、お願いします！（笑）




　声をあげて笑い合う四人。

　ふと、ファムは窓の外の景色に目をやる。

　そこにはエルクレスト・カレッジの校舎が雪化粧で綺麗に飾られていた。

　自分の道を探す場所。そして友人と誓った場所。

「プリシアとの約束、あたし絶対に守るからねっ！」

　小さな声でファムは呟く。その声に応えるかのように、彼女の胸のペンダントが輝く。

　彼女の決意を祝福するかのように。

　そして、今はまだ生まれていない、かけがえのない友人が応援するかのように。








雪の降る夜Ⅱ～エピローグ～






　窓まどの外では雪が降ふっていた。

　とうに日は落ちて、暗くなった空から舞まい落ちる雪が、部屋の灯あかりに照らされている。




「ほんと？　このペンダントがあれば、あたしもまほうつかいになれるかな？」




　暖だん炉ろの中でゆらめく暖あたたかな炎ほのおに照らされながら、少女がもうひとりの女じよ性せいに問いかける。




「魔ま法ほう使つかいになりたいの？」

「うんっ！　ものすごくりっぱなまほうつかいになりたいの」

「大だい丈じよう夫ぶ。きっと立りつ派ぱな魔法使いになれるわよ」




　女性は笑顔で頷うなずくと、喜ぶ少女にペンダントをかけてあげる。




「うんっ！　あたし、ぜったいにまほうつかいになるっ！」

　そう告げる少女の思いを表わすかのように、彼女の胸で緑色の貴き石せきが塡はめ込まれているペンダントが嬉うれしそうに揺ゆれていた。




「いつかそのペンダントは、あなたをあなたの大切な友達の所へ導みちびいてくれるわ。その友達わね、魔法使いであなたが来るのを待っているのよ」

「まほうつかい？　そのともだちってまほうつかいなの？　おばあちゃん」




　お祖ば母あちゃんと呼ばれたその女性は、少女の問いに頷くと部屋の一角へと視し線せんを移した。そこには彼女が冒ぼう険けんを共にした強大な魔力を秘ひめた杖つえや魔ま術じゆつ書が置かれていた。その中に彼女の一番大切な宝物──エルクレスト・カレッジのローブも誇らしげに壁に飾られている。




「そうですよ。その魔法使いの女の子がいる学校はね……」




　きらきらとした瞳ひとみでその女性を見つめる少女に向かって、彼女は静かに語り始める……。





アリアンロッド・リプレイ・ハートフル

聖雪のキャンパス　Fin
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エルクレスト・カレッジへようこそ






　エリンディル中央南部に位置する〝賢者の街〟エルクレストにある全寮制の学校、それがエルクレスト・カレッジです。

　もともとエルクレストが面しているロアセル湖で発見された遺跡探索の人材を育成するために創立されたエルクレスト・カレッジは、やがてその規模を拡大し、現在では冒険者育成の他、一般的な学問、精霊魔術、錬金術、戦闘技術などさまざまな知識や実技を学ぶ、七年制の教育機関となりました。歴史的には百年にも満たない学校ですが、精霊魔術の研究についてはエリンディル一とも言われており、精霊魔術を極め、多くの知識を学んだ卒業生の多くが、様々な国々の宮廷魔術師として迎えられているという実績もあります。

　十二歳以上の男女であれば誰でも入学可能であり、また授業料などを補助、あるいは全額負担する奨学制度も充実しており、勉学の道を志す者であれば、エルクレスト・カレッジはその門を閉ざすようなことはしません。ただし、入学するためにはいくつかの試験を受ける必要があり、これらの試験を一定以上の成績で合格しなければなりません。

　この試験は一ヶ月以上にも及びますが、この期間は学生寮を利用することもできますので、実際に学校生活を体験し、在校生と触れ合う機会ともなっています。

　本校の学生数は約一五〇〇人。毎年二〇〇名程の入学者を迎えています。学生にはそれぞれの寮の紋章の入ったローブが制服として譲与されます。

　本校の運営は十人の理事による理事会によって行なわれ、学長の任命や定職の権限も理事会が持っています。理事のメンバーには、エルクレストの評議員代表アルフレッド・ヨーク、エルクレスト神殿の神官長ジャスパー＝エムロードなど、エルクレストの有力者などが名を連ねています。

　その他の教師についての採用権は学長が有しています。

　現在の学長はエルヴィラ・アルディリケです。精霊魔術学の教壇に立つ現役の教授でもあり、一流のウィザードでもあります。

　それでは学校内をご紹介しましょう。
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▼一号棟

　エルクレスト・カレッジの受付、事務室、教員室、学長室などがあります。

▼二～十号棟

　一般的な学問を学ぶための二～四号棟、精霊魔術をはじめとした魔術を学ぶための五～七号棟、戦闘技術や錬金術を学ぶための八～十号棟があります。

▼実験場

　各種実験を行なうための場所。中央の大型実験場の地下には入学試験などで使用されるダンジョンもあります。

▼実技棟

　戦闘訓練を行なう闘技場、数多くの薬草や毒草などを育成している温室も完備しています。

▼大図書館

　エリンディルでも一、二を争う蔵書数を誇る図書館です。

▼学生寮

　全部で六つの寮があり、学生はここで生活をします。

▼教員寮

　教員のための寮です。教員用の研究室もここにあります。
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授業内容






　エルクレスト・カレッジの時間割は次のようになっており、専門のゴーレムが鐘を鳴らし授業の開始と終了を知らせます。




　　一時限　　九：〇〇～一〇：三〇

　　二時限　一〇：四〇～一二：一〇

　　三時限　一三：〇〇～一四：三〇

　　四時限　一四：四〇～一六：一〇

　　五時限　一六：二〇～一七：五〇




　エルクレスト・カレッジの授業内容は多岐にわたります。

　入学時に神学部、法学部、魔法学部、錬金術部、使徒学部の五学部の中から選択します。それぞれの学部ごとに卒業に必要な必須の科目はありますが、それ以外の科目については学生が自由に選ぶことができるシステムとなっています。

　また、他の学部の必須科目も学ぶことができるようになっています。

　代表的な必須科目は次のとおりです。





　　・神学（神学部の科目。信仰や教義、神聖魔術）

　　・法学（法学部の科目。法律）

　　・精霊魔術学（魔法学部の科目。召喚魔術学との選択。精霊、精霊魔術）

　　・召喚魔術学（魔法学部の科目。精霊魔術学との選択。動物の王、召喚魔術）

　　・錬金術学（錬金術学部の科目。錬金術、ラーフ語）

　　・探索学（使徒学部の科目。戦闘学との選択。ダンジョンなどの探索技術）

　　・戦闘学（使徒学部の科目。探索学との選択。戦闘技術）






　この他の科目として、薬草学（薬草や毒草）、生物学（動物や霊獣、魔獣などエリンディルに棲息している生物）、歴史学（エリンディルの歴史）、天文学（占星術）、語学（共通語をはじめ、ログレス語やヴァン語などの各種言語）、修辞学（公文書の作成や弁論術）、数学（算術や幾何）、音楽（音楽理論、聖歌、呪歌）、造世学（エリンディルの風土、地勢、種族）、古エルダ語学（呪文や祈りなどで使用される言語）などがあります。

　この他にゼミナールと呼ばれる特定の分野について、教員の下で学ぶ少人数制の学科もあります。時間割の五時限目は、基本的にこのゼミに割り当てられています。








寮生活






　エルクレスト・カレッジには六つの寮があり、六賢人と呼ばれる偉人の名が付けられています。それぞれの寮にはシンボルが決められており、エルクレストの紋章とそのシンボルを合わせたものが、入学の際に学生に譲与されるローブに刺繡されています。そのため、どの寮に所属している学生かが一目で分かるようになっています。

　学生の寮に対する帰属意識は高く、それぞれの寮独自のイベントや、寮対抗のスポーツ大会なども行なわれますので、自分の所属している寮に対して誇りを持っている学生も少なくありません。

　寮の管理はハウスマスター（女性の場合はハウスミストレス）と呼ばれる教員が行なっています。また、それぞれの寮にはプリフェクト（監督生）と呼ばれる、その寮を代表する学生を任命する制度もありますので、ハウスマスターが不在の時にはプリフェクトが代わりを務めることになっています。

　寮の起床時間は七：〇〇。消灯時間は二一：〇〇となっています。朝食と夕食は寮で準備され、食堂で食事をとることができます。

　それぞれの寮の名前は次のとおりです。




・ルキアノス寮

　ディアスロンドの開祖である〝大聖人〟ルキアノスの名を冠した寮。シンボルは十字。

・アウデンリート寮

　最初の探索する者である〝聖使徒〟アウデンリートの名を冠した寮。シンボルは翼。

・シェフィールド寮

　聖暦五〇〇年頃に中原を支配した覇王のつきしたがっていた〝大賢人〟シェフィールドの名を冠した寮。シンボルは竜。

・ブルギニオン寮

　エリンディルの詳細な地図を作製した〝造世師〟ブルギニオンの名を冠した寮。シンボルは羽根ペン。

・グラナドス寮

　伝説の吟遊詩人である〝歌聖〟グラナドスの名を冠した寮。シンボルはリュート。

・オルランド寮

　由来は不明。シンボルは剣。
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あとがき




　学校と呼ばれる場所を卒業してから、ずいぶんと年月が経ってしまいました。時には嫌なこともありましたし、まったく憶えていないこともありますが、それでも楽しかった想い出は今でも心の奥底に残っています。

　中学の時に友人と自転車で遠乗りしたこと、高校の時に部活動で校舎に泊まったこと、それらは当時の自分にとってすごい冒険でありながらも、それによってなにかが変わることはなく日常が過ぎ去りながらも、それでも一所懸命に頑張っていた学生時代……。

　あなたにとって、学校とはどんな場所ですか？　あるいはどんな場所でしたか？





＊　＊　＊






　はじめまして。本書の著者、久保田悠羅と申します。

　実は八年ほど前に富士見ドラゴンブックで本を一冊出させていただいているので、はじめましてというのはちょっと語弊があるのですが、リプレイは初ということなので、ここはあえて「はじめまして」と言わせていただきたいと思います（笑）。

『アリアンロッド・リプレイ・ハートフル』は『アリアンロッドＲＰＧ』のリプレイとしては『無印』『ルージュ』に続く第３弾となっております。

　本文にも書いていますが、『無印』も『ルージュ』もＰＣが冒険者となっており、ルールブックで想定している遊び方、あるいはその応用となっています。もちろん『ハートフル』でも同じようなことをしてもよかったのですが、せっかく新しく立ち上げるのですから、今までとは違う遊び方を紹介できればと考え、学園物という形式にさせていただきました。

　昨今の小説やコミック、ゲームなどから紹介するまでもなく、ファンタジーと学園物の融和性は決して低いものではありません。

　学校生活という日常、そして剣と魔法という非日常。舞台を変えることなく、このふたつを切り替えることができるという点もこれら作品の大きな強みであり、魅力でもあります。

　ルールブックに記述されている冒険者というスタイルをあえて選んでいないことから、初めて『アリアンロッド』をプレイする人には向かないと考える人もいるかもしれません。しかし、日常を演出できるということにより、シナリオへのモチベーションのバリエーションを増やすことができるという点において学園物というスタイルは劣るものではありません。

　巻末にエルクレスト・カレッジの設定も掲載しておりますので、ぜひ一度プレイしてみてください。




　さて、ここから先は各話についての解説となります。一部本編のネタバレも含まれていますので、まだお読みでない方は、まず本編を一読してから解説を読むことをお勧めします。私も〝あとがきを先に読む派〟なので、あとがきを先に読みたい気持ちはよく分かりますが、ここはぐっと我慢して、まずは本編をお読みください（笑）。




●第一話　邂逅の迷宮

　学園物でありながら、いきなりダンジョンを使用したシナリオです。

　これはまず『アリアンロッド』に慣れるようにルールブックで想定している遊び方でプレイしてもらうためと、キャラクターの特徴や性格など把握してもらうためというふたつの理由によって、ダンジョン物としました。

　ダンジョン内での行動は、プレイヤーの性格が大きく反映されます。そのため、ダンジョンもちょっと工夫を凝らし、プレイヤーとしての思考がある程度必要となる部屋とキャラクターとしての能力が必要となる部屋を組み合わせてみました。魔方陣といったパズル、『アリアンロッド』では使用しない10面体ダイス、他のプレイヤーに見せずに答えてもらうといったギミックは、すべてプレイヤーを楽しませるために用意したものです。プレイヤーの皆さんにはこちらの予想以上に楽しんでいただいたようで、まさにＧＭ冥利に尽きるといった感じでした。

　また、プリシアという重要なＮＰＣが登場するのも第一話ですが、ここではその重要性は一切明かされません。そのため、プレイヤーに印象づけるためにダンジョン内での障害としての役割を与えていたのですが、小暮さんの「キャラが被ってるっ！」というセリフにより、一気にキャラクターを立てるのが楽になりました。この辺りはさすがと感心するばかりです。




●第二話　たったひとつの宝物

　第一話とは一転して、フェイズプロセッシング形式のシナリオです。

　フェイズプロセッシング形式とは、『上級ルールブック』（ゲーム・フィールド刊）で追加されているルールで、ストーリーを主体としたゲーム進行のためのルールです。

　ファムの運命については、小島さんが振ったライフパスを元に構築しました。プリシアという少女の目的が確定したのは第一話収録後だったのですが、これまた小暮さんの超人的なプレイで（笑）、シナリオ中にどんどんと補完され、皆さんがお読みのとおりとなりました。

　なお、プリシアのペンダントの傷は、ファムがダメージを受けた時に演出する伏線として用意していました。このような伏線はキャンペーンのセッションの時に役立ちます。もし、使う機会がなかったらすぱっと諦めるか、別のエピソードで使えばいいわけですし。もし、『ハートフル』の第二巻以降を書くチャンスがあれば、今回張っておいた伏線をどんどんと明かしていきたいと思っています。

　プリシアの正体については本文中で解説していますが、ここでもう少し補足しておきます。

『上級ルールブック』や『ドレッドダンジョン』（ゲーム・フィールド刊）にも書いてあるとおり、エリンディルでは、人が死ぬとその魂は幽界へと赴き、やがて新たな人物へと転生します。幽界での魂は、過去から未来すべての人生の記憶を持っています。過去における過ちを浄化し、それを未来へと活かすためです。もっとも、これらの記憶はひとつの肉体には重荷が過ぎるので、すべて失われます。

　本編に登場するプリシアは、プリシアとして転生する予定の幽界の魂が、仮の身体を得た存在です。そのため、未来においてプリシアとしてのその身体の年齢までの記憶を持っています。そういう意味では未来からやってきたといっても過言ではありません。

　とはいっても、未来は確定されているわけではありません。したがって、なにかの要因で予定されている未来が変更されてしまうと、ただちに幽界での魂の未来の記憶は再構築され、新たな転生すべき人間として記憶を持つことになります。

　また、過去の世界へと出現している時の記憶は、そのまま幽界へと持っていくことになりますので、未来においてその肉体年齢の時点で自動的に思い出すことになります。これで擬似的にタイムトラベルを行なったことになるわけです。

　一応、これでいわゆるタイムパラドクスは起こらないようになる……はずです。




　では、最後に。

　本書の作成に関わってくださったスタッフや編集の皆さん、楽しいセッションを一緒に創造していただいたプレイヤーの四人、特に監修として本リプレイを手伝っていただいた菊池たけし氏にこの場を借りてお礼を申し上げます。

　また、イラストを担当していただいたｂｏｍｉさん。ウェブラジオの収録時に小島さんや小暮さんにキャラクターの絵をお見せしたのですが、大変喜んでいました。すてきなイラスト、ありがとうございました。




　そして、本書を手にとってくださった読者の方へは格別の感謝を。『はてしない物語』のバスチアン少年がそうであったように、あなたがページをめくることによって物語は、物語としての生命を注ぎ込まれるのです。

　それでは、またエルクレスト・カレッジであなたと出逢えることを祈りつつ、筆（キーボード？）を置きたいと思います。ありがとうございました。








二〇〇六年十月十八日　久保田悠羅
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